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　改正高等学校運営基本法――高校新法はそもそもが少子化などで学校が余り気味という現実から生まれたものだ。

　その中で多くの高等学校が独自のセールスポイントを前面に押し出すようになったが、それでも少なからぬ学校が淘とう汰たされた。

　例えば東京郊外、多摩の山沿いにある高校もそんな潰つぶれた学校のひとつだった。

　元々が土地が安いのに目を着けて将来の生徒増を当てこんで三〇年ほど前に開校したものだが、鉄道ルートの変更と景気悪化に伴ともなう宅地開発計画の破は綻たんもあって、短期間で廃校になったものだ。周辺の一帯が半ばゴーストタウンの様相を呈ていしており、土地の買い手もなく、解体の予算も出ない校舎は荒れるままに放置されている。

　だから夜、密ひそかにこの場所に二〇人以上もの若者が集まっていても気に留める者など誰だれもいなかった。

　人口の多い都市部なら近隣住民から警察への通報もあるのだろうが、この廃校には「近隣住民」そのものが存在しない。

　机も椅い子すも撤てつ去きよされた教室に、いくつかの工作機械が運びこまれていた。窓には暗幕のカーテンに加えて目張りが施され、中の灯あかりが外部に漏もれないようになっている。いちばん近い民家までかなりの距離はあるが、それでも余計な人目を引かないために可能な限りの配慮だ。

　バッテリーから伸びたライトに照らされる中、万力に固定され、強引にたわめられた金属のアーチにピアノ線が張られる。それが別のフレームに収められ、弦つるを引くためのレバーと解放するためのトリガーを組みこまれる。

　数人がかりの作業で製造されているのは、手製のボウガンだ。

　その隣ではグラインダーで細い金属棒を削けずって尖とがらせ、矢を生産している者がいる。オレンジの火花が薄うす闇やみの中で尾を引いて消えていく。

　扉は開きっぱなしで、挨あい拶さつの言葉もない。だが老朽化した床のきしみと、何よりも発散する威圧感が、その男の来訪を作業する若者たちに知らせた。

「こんばんは、久く城しろさんっ！」

「気にするな。作業を続けろ」

　背を伸ばし、緊きん張ちようと誇ほこらしさが入りまじった表情の若者に、久城と呼ばれた男は答える。

　久城も、また若者だ。

　いや、彼も含めて全員少年と呼んでも差し支えない十代後半でしかない。

　しかし、作業着とも軍服ともつかない闇に溶けこむ色のツナギで筋肉質の長身を包み、短く刈かった髪と厚い鋼板から強引に叩たたき出だしたかのような目鼻立ちの久城は、実際の年齢にそぐわぬ危険なオーラをその身にまとっている。何よりも、表情の乏とぼしさが若いという形容を拒こばんでいる。

「設計図通りだな？」

「はい。間違いなく、指示の通りに」

　組み立てを終え、僅わずかな角度のズレもなく並べられているボウガンのひとつを手に取り、箱の中に収められた矢をつがえる。

　先刻の指示に反して、全員の作業の手が止まった。グラインダーの惰性の音もすぐに止やみ、静寂の中で誰だれかが唾つばを飲み下す音だけが聞こえた。

　短く金属を弾はじく、弦楽器じみた短音。

　放たれた矢は、部屋の隅に立てかけられていた木板に命中した。

　二センチ厚の杉板が貫かれている。

「やった……っ！」

「いちいち喜ぶな。設計図通りなら、当然の威力だ」

　弦の張りを担当していた少年が歓喜に叫さけぶのを、久城は感情の伴ともなわない声でたしなめる。

「す、すみません。でも、確かにこれなら拳けん銃じゆうなんかいりませんよね？」

「言っただろう。我々自身の力で用意できるものだけで、充分目的は果たせると」

　本物の銃器は確かに強力ではある。しかし、その分入手は困難だ。自分たちが万全に管理したところで売った側から足が付く恐れもあるし、訓練も難しい。消費する弾丸自体が非合法の品なのだから。

　それよりは製造調達できる武器で、万全の訓練を積つみ重ねた方がいい。

　目的は殺さつ傷しようよりも威圧。射程も数メートルあれば充分だ。

　使用する環境は狭せまい校舎の中なのだから。

「基本はこれでいい。品質の安定を心がけろ。数が揃そろったら、使用の訓練を兼ねて全品検査する。訓練は、大事だ」

「はいっ！」

　作業が再開されるのを確かめ、久く城しろは別の教室に向かった。

　そうだ。大切なのは訓練。単純なスキルの向上というだけでなく、充分な訓練で培われる精神こそが必要なのだ。

　自分を、ここまで磨いたように。

　こちらの教室では「訓練」が行われていた。

　やはり一ダースにも達する少年たちが、武器を手に輪を描いている。

　輪の中心には、一匹の灰色に薄汚れた犬がいた。床に固定された鎖には、長さの余裕がほとんどない。可能なのはその場でぐるぐると回転する程度だ。いや、鎖の根本に軸の類たぐいがないからそれも困難か。

　品種は、久城にもわからない。興味もない。多分雑種だろうが、別に犬種はどうでもいいのだ。

　ただ、生きてさえいれば。

　生きていれば、殺す事ができる。

「お、お待ちしてました！」

　少年たちのひとりが久城を見上げる。

「きちんと待っていたようだな」

「はいっ！」

　彼らが持つ武器は鉄パイプから製造した長さ一メートル弱の棍こん棒ぼうだ。握りやすいようゴムのグリップを取りつけてある。

　それをぶるぶると震ふるわせているのは緊きん張ちようか、恐怖か。

　それとも――期待か。

「では、番号順にひとりずつ実行しろ。一番、やれ」

「は、はい……っ！」

　最初の者が進み出て、頭上に掲かかげた震える棍棒を振り下ろす。

　ぎゃんっ！

　痛打を受けた犬が、苦痛の声で吠ほえた。

「よし、次」

　ふたり目が、おずおずと殴なぐる。

「弱い。もう一撃だ」

　しかし、久く城しろが命じてもふたり目は犬を打つというより、そっと鉄てつ棍こんで触れるだけだ。

　久城は、無言のままふたり目の頬ほおに自らの拳こぶしをぶつけた。吹っ飛び、床に倒れた少年の口元から、血の筋すじが流れる。

「お前も、我々の目的を理解して参加したはずだ。同志ならば、実行しろ」

「は、はいっ！」

　よろよろと立ち上がった少年が、今度は勢いよく武器を振り下ろす。犬の眉み間けんが割れ、毛が血で汚れた。

「よし、次」

　流血した犬が激しく吠え立てるのも構わぬ久城に命じられ、三人目が鉄棍を振るう。

　ぎゃうっ！

　血ち塗まみれの顔に牙きばを剥むき、犬が激しく吠え立てる。

「ひっ！」

　三人目がもう一撃放とうと振り上げた棍が空中で止まる。

　久城が、握ったのだ。

「殴るのは順番に、一発ずつだ。鎖でつながれている。お前が襲われる事はない。次！」

　八人目から犬は抵抗しようとするより鳴いて逃にげようとし出した。もちろん、鎖はどちらも許さない。一二人全員が終わって三周目の途中で犬は一切動きも声も示さなくなったが、久城は制止しなかった。やがて身体からだを微かすかにひくつかせたが、それもすぐに止まった。既に息絶えた肉塊であっても、久城は当初の予定通り全員が五発ずつ殴る事を指示した。

「きちんと後始末しろ。明日も、同じ時間だ。それまでは互いの稽けい古こを絶やさぬ事」

「はいっ！」

　返答する一二人の声には、どこか高こう揚ようした響きがあった。

　久城は、満足げにうなずいて教室を後にする。

　本来なら人間を使用した訓練が最適だが、さすがに野犬を捕まえるのに比べれば人は調達しづらい。ホームレスとてホームレス仲間がいて、いきなり姿を消せばそれなりの騒ぎが起きてしまう。

　暴力に不慣れな者は、加害者側に立った時もパニックを起こして冷静な行動が取れなくなる。

　まずは、充分に慣れさせる事だ。

　血の匂においに。苦く悶もんのうめきに。肉を殴る感触に。傷つけるという行為に。相手が生きているという事実に。

　存分に暴力を呼吸し、細胞のひとつひとつにまで暴力を行き渡らせ、暴力の蔓まん延えんする環境でこそ力を発揮できるよう体質を改善するのだ。暑い国での戦いに備えて早めに現地入りするサッカープレイヤーのように。

　しかし同時に、不必要なまでの暴力に快感を覚える者も困る。

　適切な制御の下もとにない暴力嗜し好こうは、無理に入手した拳けん銃じゆうと同じだ。破壊力はあっても扱あつかいづらく、暴発の危険もある。それはつまり、不必要な轟ごう音おんや匂におい――あるいは流血で、自分たちの存在を他ほかに知らしめるきっかけにもなりかねない。

　基本は命令とあれば暴力を用いる事をためらわない者。それをクリアしたら次の段階が、我々の目的のために自らの判断で適量の暴力を用いられる者だ。暴力に酔よう者は組織にとって危険だ。

　久く城しろは、かつてそう教わった。

　この訓練を繰り返す事は、いわば倫理観にかける麻酔だ。

　弱すぎて、敵を攻撃する事に苦痛を覚えるままなら効果がない。かといって強すぎて他の部分まで麻ま痺ひして動けなくなったり、意識が朦もう朧ろうとして正常な思考ができなくなり、指示や予定に従えないようではもっと困る。

　肝心なのは、適量である事だ。

　適切な回数を、適切な間隔を開けて実行する。ある程度進めてひとりひとりの状態に差が出てきたら、よりきめ細かな個人用の処方をする。さらに「麻酔」を投与しなければならない者も、抑制しなければならない者もいるだろう。

　まだ合流していない同志も多い。

　メンバー全員の技能、精神、肉体、装備、連携。整いつつはあるが、まだ不充分だ。一日も早く、全すべてを要求水準へ持っていく必要がある。

　作戦決行の日は、決して遠い未来ではないのだから。



    

  
    
      
第一章　華やかなりし、我が母校





　鉄筋コンクリート三階建ての校舎を背後にフェンスに囲まれたグラウンドを風が吹き抜け、乾いた砂すな埃ぼこりが舞い上がる。トラックに散らばった生徒たちが、輪の内側で対たい峙じしているふたりの女生徒に視線を注いでいる。

　それだけなら、さほど珍しい光景ではない。

　ただ、問題はそのふたりがふたりだけではないという事だ。

　ふたりと、二頭。

　両者とも馬にまたがり、長い木刀を手にしているのだ。

　数十メートルの距離を開き、ふたりの騎手は真まっ直すぐに向かい合っている。

「行くよ」

　黒い馬に騎乗した少女――春日部かすかべ弐に華けが宣言する。凜りんとした顔立ちには、不敵な笑みが浮かんでいた。

「いいですわよ。来なさい！」

　栗くり毛げを駆る夏なつ川かわ緋ひ咲さきが答える。大きな瞳ひとみ、まっすぐ通った鼻はな筋すじ、弐華以上に華やかな美び貌ぼうの上を、微かすかな緊きん張ちようがよぎる。

　ビシャンっ！

　弐華が、左手一本で手た綱づなを弾はじいた。ブルっという短いいななきを上げ、黒馬が走り出す。独特のディテールで飾られたブレザータイプの制服の襟元で、柔らかなスカーフが風をはらむ。

「はあっ！」

　緋咲の気合いと同時に、栗毛の蹄ひづめも土を蹴け立たてた。

　真っ直ぐな長い髪をなびかせる弐華と、柔らかなウェーブのセミロングを揺らす緋咲が交差する。ふたりの木刀が打ち合わされる。

　カンッ！

　甲高い音を立ててすれ違った直後、緋咲は馬首を巡らせた。一瞬反応が遅れた弐華に肉薄し、大上段から木刀を振り下ろす。

　二に合ごう、三合――弐華は片手でそれを受け止め、反撃する。だが、馬上で身体からだを反らして緋咲はその切っ先をかわす。

　蹄の響きを奏でながら併走する二頭の上で、ふたりは切り結ぶ。

　黒い馬が一歩遅れた。

　それがそのまま、弐華と緋咲の均きん衡こうを崩した。

　勝機とばかりに緋咲が木刀を高々と掲かかげ、斬きりかかる。

　だが、弐に華けは己の武器を捨て、振り下ろされる緋ひ咲さきの手首をつかんだ。

「きゃっ！」

　短い悲鳴とともに、緋咲が木刀を取り落とす。

　ぶるるっ！

　驚いたのか、栗くり毛げが僅わずかに前まえ脚あしを持ち上げる。

「ちょ、ちょっとっ！　春日部かすかべさんっ！　ストップストップっ！　段取りと違いますわよ！　危ないではありませんか」

「あ、ごめんね。つい、身体からだが動いちゃって」

　手た綱づなを操り、ふたりが互いの馬を止める。取り囲む生徒たちから、感嘆の息が漏もれる。

「はい。じゃあ、そこまでだ。ふたりとも、下りなさい」

　生徒たちと一緒にふたりの立ち合いを見ていたジャージ姿の教師が、パンパンと両手を打ち鳴らした。小柄だが、引き締しまった体格の男性だ。

「……もう。次は、気をつけてくださいませ」

　先に鐙あぶみから足を外した緋咲が、苦笑しつつ髪を手て櫛ぐしで整える。

　派手な目鼻が絶妙なバランスで並んだ小振りの顔、引き締まったウエストの上下では優雅な曲線が威いを誇ほこっている。姿勢の良さも相まって、地に立つと馬上以上に彼女の肉体美が強調されている。

「ごめんごめん。あそこであたし、一撃喰くらって負けるはずだったんだよねー。どうしてもこう、身体が勝手に勝ちたがるっていうか」

　こっちも苦笑いの弐華が差し伸べた手を、緋咲がぎゅっと握りかえした。

「ふたりとも、見事だった。夏なつ川かわくんは特に言う事はない。春日部くんはモーションが大きくてキレもいいんだが、段取りをきちんと守らないのは要注意だな。特に、今回は馬上の殺た陣てだ。劇用馬はおとなしくて充分に訓練されているとは言っても、普段以上に気をつけないと大事故につながりかねないぞ」

「あたし、勝つのは得意なんだけど、負ける側ってどうしても苦手で……」

「それじゃダメだろ。役柄次第でどっちが回ってくるのかわからないんだからな」

「はい。反省してます」

「うん。春日部くんだけじゃないぞ。みんなも、若いうちはどうしても主役にばっかり目が行くのは仕方ないが、作品の質を支えるのは敵かたき役やくや脇わき役やくだ。そういう仕事もしっかりこなせるようにならなきゃな」

「はいっ！」

　教師の注意に、生徒たちが声を揃そろえる。

　私立東京聖せい林りん高校――東京西部のとある街に位置するこの学校は、映画やドラマに携わる人材を育てるための学校だ。

　生徒の芸能活動に寛容で、それをセールスポイントにしていた学校は過去にも存在した。しかし、新法下の聖せい林りんはわけが違う。

　演技科、演出科、経営プロデュース科、技術科――さまざまなコースに分かれているが他科の授業も選択的に受講できるし、通常のカリキュラムだけでは足りない分を補おぎなうための特別講義も盛んに行われている。

　この日は、放課後に演技科と演出科から希望者を募って、殺た陣ての講義が催されたのだ。

「でも、春日部かすかべさんが転校してきてくれて助かりましたわ。今までは多少なりとも乗馬の心得があるのがわたくし以外には亜生あおいだけでしたから、馬上アクションの相手がいなくて」

「ま、馬は得意なんだ。ずっとアメリカ育ちだし」

「ああ、ハーフでしたわね」

「ま、一見そう見えなくても仕方ないんだけどね。ママは、アメリカ人だけど日系だから」

「わたくしは乗馬ですけれど、ロデオとか嗜たしなんでましたの？」

「そういうのもちょっとは経験あるけど、アメリカって言っても別に牧場で暮らしてたわけじゃないんだ。よく乗ったのは映画の撮影とかウェスタンショーで使う奴やつ。だから、こういう感じで人に馴なれてる馬って気が合うんだよね。ほら、『スルメ焼くまで大通りはスムーズ』ってことわざがあるじゃない？　スルメが焼かれて丸まっちゃうみたいに腰が曲がるくらいの年寄りになるまでは、物事は問題なく流れていく。子供の頃ころに身につけた事は大丈夫なのよ」

「……聞き覚えのないことわざですわね？　英語でそういう言い回しがあるのかしら？」

「あれ？　日本語のはずだけどなぁ……？『ツバメ、シャクナゲ、オードリー外れる』だっけ？」

　自慢げにサムアップしたまま、弐に華けは首を傾かしげた。

　間違ってるはずない。絶対に正しいと思う。

　だけど間違いの指摘や疑義だけで、即座に訂正が入らないと妙に落ち着かないというかテンポが崩れるというか。

「あ、あの……。緋ひ咲さきさん、これ……」

「これもどうぞ」

「ありがとう。翠みどり、亜生。春日部さんの分もあれば、お願いできるかしら？」

　クラスメイトの宇う埜の亜生が差し出したタオルと、関せき谷や翠が持ってきたスポーツドリンクを受け取りながら、緋咲が小首を傾げた。

　演技科には役者としてデビュー済みの生徒も少なくない。中でも、現在テレビドラマのレギュラーを二本抱え、既に何本もの映画で主要な役を演じている夏なつ川かわ緋咲はクラスだけでなく科全体の中心人物だ。彼女が出演している作品は、国内だけでなく海外でもオンエアされたりソフトがリリースされたりと、かなりの人気を誇ほこっている。

　その現状に満足せず、流動的で過酷なスケジュールの合間を縫ぬってきちんと授業に出席するし、仕事の幅を広げようとこうして騎馬の殺た陣てまでマスターしようという向上心もある。

　競争や嫉しつ妬とがあっても、プロやセミプロが多いだけあって実績や実力、そして知名度を尊重する傾向が強いのが演技科の気風だ。本人が派手好きで目立ちたがりという事もあるが、緋ひ咲さきが皆を引っ張り、まとめ上げる科の中心人物である事は間違いない。

　在校生の人気タレントという事で聖せい林りんの公式サイトや入学案内パンフレットでも大きく取り上げられており、そのせいか学校にまで熱心なファンから大量にプレゼントなどが届き、処理に困っているのだとか。

「ちゃんと持ってきてますよ」

「あ！　は、はいっ！　そうですね。ごめんなさい、気が利かなくて……っ！」

　緋咲に言われて即座にもう一本のボトルを取り出した翠みどりは、やはりデビュー済みのクラスメイトだ。正確に言えば、小学生の時に子役として活躍していたので芸歴そのものは緋咲より長い。きりっとした目元のボーイッシュな女の子。中学受験で一度は遠ざかったものの、親を説得して聖林に入学し、芸能活動を再開したという話だった。

　わたわた慌あわてふためき、バッグをかき回して予備のタオルを探している亜生あおいはちょっとタイプが違う。背はやや低めだがすらりと長くしなやかな手て脚あしは弐に華けから見ても見事なラインだが、あか抜けないショートボブに縁取られた顔立ちは演技科には珍しく地味というか華がないタイプだった。制服のスカート丈も、弐に華けや緋ひ咲さきより三、四センチ長めに取ってある。



    

  
    
      



    

  
    
      　もちろん実践主義だけあって、目立つ主役ばかりを重視してバイプレイヤーを軽んじるような学校ではない。それでも本気で芸能界入りを目指しているのは、やはり男女問わず顔やプロポーションに自信がある者が多く、亜生あおいの地味さは演技科では逆に目を引く。

「いいよ。タオルは自前があるから」

「そ、そうですか？　ごめんなさいっ！」

「だから、謝る必要とかないってば」

　弐華が笑っても、亜生は繰り返しペコペコと頭を下げている。

「まあ、子供の頃ころから親しんでいる夏なつ川かわくん春日部かすかべくんレベルの動きは無理にしても、慣れておいて損という事はない。誰だれか、乗ってみたい人は？」

　役者志願だけあって引っ込み思案な者はいない。教師が訊たずねると、さっきまで見学していた生徒たちが我先にと手を挙げた。結局、全員が教師に引かれてトラックを一周流して、特別講義が終わりかけた頃――。

「おーい、演技科。そろそろ、グラウンドいいか？」

「あ、はい！　すぐ終わります」

　技術科の教師が声をかけてきた。彼の後には、やはり七、八人の生徒が椅い子すやら植木やらを持ってぞろぞろ付き従っている。

　放課後に行われる特別講義は、それこそ馬上殺た陣てのようにマスターして損はないが通常のカリキュラムに組み入れるほどではないものが中心だ。希望者だけの参加なので人数はまちまちだし、雰囲気も普通の授業に比べれば気さくで砕けたものだ。

「そちらは、今日は何を？」

「オープンセットでのライティングをね。ちょうど太陽がいい頃ころ合あいですから」

　技術科教師が答えた。

　撮影や照明、小道具に大道具、さらには電飾などについて学ぶのが技術科だ。聖せい林りんの中でも地味な裏方の科目である。この特別講義は、実際にフィルムになった際に夕景をより自然に見せるためのレフ板やライトの使い方がテーマだった。

「先生、見学させていただけますかしら？」

「もちろんだ。ウチの科の連中でも音響やメイクが専門の奴やつなんか、どうも照明は自分とは無関係って思ってるみたいでなぁ。困ったもんだよ」

　緋咲の申し出を、技術科教師は快こころよく了承した。

　現代の映画は高度に分業された総合芸術だ。各人が己の専門分野を習得しなければならないのは当然だが、同時に他ほかのパートの事を理解するに越した事はない。

　例えばこの講義は照明に関してだが、当然ライティングとメイキャップは密接な関係があるし、役者自身も漫然と指示されるままでいるより自分に施されるメイクの意味や効果を理解している方がより踏みこんだ表現ができる。

　結局、緋ひ咲さきの他ほかに翠みどりや亜生あおい、そして弐に華けなど数人の女子がその場に残った。

「あ、キミもいたんだ。やっほー」

　セットを準備している中に見知った顔を見つけ、弐華は大きく手を振った。

「いちいち声かけんなよ」

「いーじゃない。知り合いには朗らかに挨あい拶さつする。それが人間関係を円滑にする基本。常識って奴やつよ」

「お前に常識を説かれるほど落ちぶれちゃいないつもりだが？」

「どーいう意味よ、それ？」

「文字通りの意味だ。素直に理解してくれ」

　どこかつまらなそうな表情で答えたのは、秋あき月づき凱まさる。

　弐華の友人で、一週間前に同時に転校してきた生徒だ。知的で端整だがちょっと険けんのある顔立ちは、技術科の裏方仕事よりも演技科の方こそ似合いそうな雰囲気ではある。

「ふふっ。あなたたち、面白いですわね。まるで台本があるみたいに、息がぴったり」

「「どこが！」」

「ほら。そういうところが」

「……」

　緋咲が笑うと、凱と弐華が同時に声を揃そろえて反論する。

　反論してしまってから、気まずそうに顔を見合わせる。

「秋月ってさぁ。ちょっと変わってるよな」

　今度は、技術科のクラスメイトが囃はやした。

「そんなに変か？」

「うんうん」

　凱が問い返すと、技術科のみんなが一斉にうなずく。

「転校生にしちゃ異常に熱心。出られる講義は全部出ている。しかも全部そこそここなしてるし」

「オレは転校生だからな。出遅れてる分、頑張らなきゃまずいだろ？」

「普通、そこまで本気なら転校じゃなくて聖せい林りんに入学するだろ？　照明、メイク、編集、撮影――あちこちに首突っ込んでるけど、お前、何がメインなわけ？」

「ん……。まあ、いろいろとな。例えばインディーズの映画なら自分で何でもできた方がいいだろ」

「だけど秋月って、実際まだ何も撮とってないんだろ？」

「まあ、そりゃそうだけど……」

　クラスメイトたちから疑問を投げかけられ、凱まさるは返答に詰まる。

「役者も作り手も、ここに来るような奴やつはみんな目立ちたがりだもんな。自分の作品があれば、ＤＶＤに焼いて見せまくるのが普通。お前や他ほかの転校生連中の方が変なんだよ」

「はははっ、そうそう。入学したばっかりの頃ころなんかすごかったよな。みんなで押しつけ合って」

「へえ……。そういうモンか」

「お前ら、お喋しやべりもいいが、さっさと準備しろよ。今日の補講は、時間との戦いだからな」

「はーい」

　教師に注意されながら凱や技術科の生徒たちの手で白い椅い子すとテーブル、プランター、さらに背景になる書き割りが並べられ、オープンカフェ風の風景ができあがる。

　夕方は当然光量が不足するが、だからと言ってやたらライトを使えばせっかくのナチュラルな空気感が台無しになる。刻こく々こくと変化するから撮影の手際は昼間以上に重要。デジタルで色補正してしまう手もあるけれど、それをやるにも本来の色や光の加減をしっかり把は握あくしておく必要がある――用意したモニターに目の前の風景を表示しながら、教師が説明した、

「持ち回りで座るつもりだったが、せっかく演技科の見学者がいるんだ。そっちにお願いしようか」

「でしたら、わたくしがやりますわ」

　緋ひ咲さきが胸を張り、一歩前へ進み出る。

「どうせなら秋あき月づきと弐に華けちゃんでラブシーンとかどうよ？」

　しかし、技術科のひとりがそれを遮るように囃はやし立てる。

「な、ななな、何をゆーのっ！」

　弐華の顔が、夕ゆう陽ひの中でもあり得ないくらいに真っ赤に染まった。

「何度も言っただろ。オレとこいつはそういう仲じゃねえって。ただの友達だよ、友達」

　憮ぶ然ぜんとして答える凱だが、一度火がついたクラスメイトたちの盛り上がりは簡単には収まらない。

「だってなぁ……。転校生は珍しくないけど、顔見知りが一緒にってのは珍しいぜ」

「自主映画で組んでる監督と女優とか言うならあり得ない話じゃないけど、そういう実績もナシだもんなぁ」

　技術科の面々の言葉に、亜生あおいが微かすかにうつむいた。

　華やかで、しかも緋咲のように現役プロが生徒として在籍しているせいもあって聖せい林りんの人気は高い。入学希望者、転入希望者は引きも切らない。彼女も、二年春からの転校生だ。

　ただ、外から見るイメージとは違って授業内容は実践的でハードだから、軽い気持ちで入ってきた者は早々にドロップアウトするらしい。新法で転校が簡単になったという事は、ついて行けない学校にいつまでも留とどまらず、即座に新しい居場所に移るのが当たり前という事でもあるのだ。

　一〇日ほど前に転校してきた弐に華けと凱まさるがいろいろ聞いて回ったところ、今年は比較的長く居着いている転校生が多いという話だが。

「ち、ち、ち、違うっ！　ぜーったいに違うっ！　あたし、ラブシーンなんて恥ずかしい真ま似ね、ぜーったいしないからっ！」

「春日部かすかべさんっ！」

　ぶんぶん髪を振り乱して叫さけぶ弐華に、緋ひ咲さきの強い声が飛んだ。

「あなたと秋あき月づきくんが本当に恋人どうしかどうか、それはこの際問題ではありませんわ。ですが、仮にも女優を志す者がラブシーンを拒こばんでいては、仕事にならないのではありませんこと？」

「そ、そりゃそうかも知れないけど……。あ、ほら、あたし、アクションが専門だからっ！」

「アクション映画でも恋愛の要素が皆無の作品は珍しいですわよ」

　豊かな胸でずいっと押すような形で、緋咲が弐華に詰め寄る。弐華はこめかみに汗を浮かべ、迫られるままに後ずさっていく。

「あなた、わたくしほどではないにせよ顔立ちもきれいですわ。声もよく通り、初心者のはずなのに大勢の注目を浴あびても萎い縮しゆくしない舞台度ど胸きようもあります。得意と仰おつしやるだけあってアクションに関してはわたくし以上の実力があるのも認めましょう。ですが、ラブシーンがまるっきりダメというのであれば、女優として大成するのは叶かないませんですわよ！」

「は……あはは……」

　緋咲の正論と迫力に、弐華はもう虚うつろな作り笑いで応じるだけだ。

　まさか、ここで言うわけにはいかない。

　自分も凱も本当は役者や映画スタッフになる気なんかないのに、秘密の理由で聖せい林りんに転校してきたなんて。

　もちろん弐華が困って退ひくと、その分緋咲は押してくる。

「苦手というのであれば、こうして実習の間に充分な訓練を積つむべきですわ。プロの現場では簡単にダメとか言って逃にげられるものではありませんわよっ！」

　派手でシャープな美び貌ぼうなので、緋咲が本気で怒ると結構な迫力だった。実際現役プロだけあって正論の説得力が違う。遠えん慮りよゼロ、ほとんど鼻と鼻がくっつきそうな超至近距離でずいずいと弐華へと迫ってくる。

「えっと……あ、あの、その……はは……」

「笑ってごまかせばいいというものではありませんわっ！」

「あー、いいかな、夏なつ川かわくん。熱心なのはいいが、本題はこっちだから。さっきも言ったが、今日は時間との戦いだから」

「申し訳ありません、先生。つい、興奮してしまいまして」

　それこそプロの現場でも天気の変化を延々待つ事だってあるし、刻こく々こくと変化する太陽の傾きで生まれるわずかなタイミングを狙ねらって撮影する事もあるのだ。

「そうですわね。技術科の皆様の時間を無む駄だにしてはいけませんわ。どなたか、相手役をお願いしますわ」

　椅い子すのひとつに優雅に腰掛けた緋ひ咲さきだが、演技科で残っているのは女子だけだ。

「あ、あの……じゃあ、あたしが……」

　おずおずと進み出たのは、亜生あおいだった。

「そうね。亜生なら安心だわ。お願いね」

「本当ならまあ、肌の色の違いとかあるから男と女の方がいいんだが、まあ今はノーメイクだし、これでもいいか。適当に動きがある方が実地の見本としては助かるしな」

　技術科の教師も大きくうなずき、教え子たちをレフ板やライト、カメラにそれぞれ配置する。

「わたくしがアドリブで進めますから、あなたは適当に合わせてくれればそれでいいわ」

「は、はい……っ！」

「……宇う埜のって、そんなすごい奴やつか？」

「さあ……？」

　技術科の生徒たちが、小声で耳打ちし合う。

　聖せい林りんは全科合わせて一学年八クラスの、比較的大きな学校だ。交流はあっても、違う科の生徒まで全部把は握あくしているわけではない。ことに、亜生は転校生という事もあって演技科の発表会などでも大きな役を担当した実績はないのだ。

　夕暮れの光の中、即そつ興きよう演技が始まった。緋咲が演じるヒロインが、別れ話を切り出した恋人に真意を問いただすというシチュエーションだった。

「……どうして……どうしてなの？　教えて、お願い！　わたし、足りないところがあったのなら、何でもするから！」

　オープンカフェという設定を踏まえ、周囲に聞こえないように押し殺しているのに、緋咲の澄すんだ声ははっきりと聞こえる。自信に満ちあふれた本来の彼女ではなく、男性にすがりつこうとする弱々しい女性だ。既に、目には涙が浮かんでいる。

「……君に不満があるんじゃない。ただ、もっと好きな人が……」

　対する亜生の声は小さい。言葉からは感情も伝わってこない。

　だが、それを補おぎなって余りあるほど彼女の肉体が雄弁だった。

　モニターに映し出され、照明の関係で半ばシルエットになった彼女は、もう「彼女」ではない。

　椅い子すに座ったままかぶりを振ったり、肩を落としたりというほんのわずかな動作だけで、小柄な亜生あおいが苦悩する青年に見える。緋ひ咲さきのリードに合わせ、ある時は戸と惑まどい、次の瞬間には傲ごう慢まんに怒る。

「はぁ……」

　画面を見つめている弐に華けが、思わず感嘆のため息を漏もらした。

　もちろんその脇わきでは、凱まさるを含む技術科の生徒たちがレフ板やらライトやらを手にあっち行ったりこっち行ったり、緋咲と亜生の姿が暗くなりすぎず、しかし光の当てすぎで不自然にならないようにと、教師の指導を受けている。

「よーし。じゃ、そろそろ暗くなってきたから今日はここまでにしよう。映像素材の中でも自然現象はこっちの思い通りにならない筆頭だからな。経験積つんで、見る目を養やしなえよ」

「でも、先生。今だったら雲待ちとかしなくても、パパッとデジタル処理しちゃえばいいんじゃないですか？」

　ひとりが呟つぶやくと、他ほかの生徒たちも同意してうなずく。

「確かにＣＧは便利な技術だが、完かん璧ぺきってわけじゃない。違和感のない画面を作るのは手間だし、やはり本物の環境の中の方が演じやすいって役者もいる。予算や時間の都合で使えない事だってあるんだ。ＣＧも自然照明も、それぞれ技術のひとつとして理解して自在に使い分けるのがいちばんいいだろ？　今日はこれで解散だ。実習機材はきちんと片付けておくように」



    

  
    
      



    

  
    
      　教師の指示で技術科の生徒たちが戻っていく。

「亜生あおいちゃん、すごい！」

　その時、弐に華けの声が上がった。

　飛びつくように駆け寄って、亜生の両手をつかんでぶんぶん振り回す。

「あ、あの……？」

「すごい演技力だよ！　あたし、亜生ちゃんの実力初めて見せてもらったけど、本当すごいっ！　あれだね。『ノーマルだからツメを誤る』って奴やつ。普通じゃない人は土壇場で真の力が出るんだ！」

「の、のーまる……？　それって、あたしがアブノーマルっていう事なんでしょうか？」

　弐華の言葉に、当の亜生はきょとんと目を丸くするだけだ。

「それを言うなら『能ある鷹たかは爪つめを隠す』だろ」

「そうそう。そうとも言うわね」

「そうとしか言わない」

　ぶすっと告げる凱まさるに、弐華は不意に口元を押さえて笑い出した。

「……何がおかしいんだよ」

「いやぁ、やっぱりこのタイミングだと思って」

「お前が突然わけのわからん事を口走るのにはずいぶん慣れたつもりだが、少しはオレに理解できるように説明してくれないか？　あ、やっぱりいい。ますます頭が痛くなるから」

　弐華の言葉に、凱は手持ちの小型ライトを片付けに行く足を止める。

「ふふっ」

　今度は、緋ひ咲さきが上品に手の甲を口元に当てて笑った。

「やっぱりおふたり、仲がよろしいんですのね。何と言うか……そう、夫婦めおと漫まん才ざいみたいですわ」

「「違う！」」

「ほら。また」

　緋咲に指摘され、凱と弐華はやはりひと呼吸のズレもなく、今度もお互いの顔を見合わせてしまう。

「あー……。だから『違うもん』とか『違うわ』とか『違うのよ』とか」

「……何だ、それは？」

「ほら、あたしがこんな風に言って、キミの方が『違うぜ』とか『違うのさ』とか『違うでごわす』とか、そういう喋しやべり方にすれば、とりあえず完全にハモる事はなくなるわけよね？」

「ハモるのが嫌というなら、お前が余計な口を開かないのがいちばん手っ取り早い」

「どーしてよ。キミの方が黙るって選択肢もあるじゃない」

　そんな風に言い合っていると、再度緋ひ咲さきが口元を押さえて笑う。翠みどりは文字通り腹を抱えて身をよじっているし、亜生あおいは爆笑をこらえているらしく真っ赤な顔で必死に口唇くちびるを噤つぐんでいる。

「やっぱり夫婦めおと漫まん才ざいですわね」

「「ちが……っ！」」

　言いかけて、止めるタイミングまで同じだった。

　夫婦漫才――どういうわけか、どこに行ってもふたりをそう評する奴やつがいる。

　少なくとも凱まさるにとっては不本意な言いぐさだ。

　弐に華けがギャグとしか思えない変な事を言うから、百歩どころか一万歩、いや一光年くらい譲って漫才よばわりは仕方がない。

　しかし、どうしてよりによって「夫婦」漫才なのか。

　強引に話題を逸そらすべく、凱は亜生に視線を移した。

「まあ、言ってる事は間違ってないか。オレも、彼女の表現力には見とれて光を向ける手が止まりそうになったほどだ。仕草だけで、男に見せるなんてな」

「あ、ありがとうございます……っ！」

　演技中とはまるっきり違う、ぎこちなくて緊きん張ちようした動きで亜生がぴょこんと頭を下げる。

「あ。あ、あたし、モーションアクター志望なんです。だから、やれって言われれば男っぽい動きでも何とか……」

　モーションアクター――ゲームや映画のＣＧ作品でキャラクターの動作データを提供するという、近年の技術の発達によって生じた新たなタイプの役者だ。

　通常、顔の表情やセリフは必要とされないが、だからといって普通の俳はい優ゆうより簡単な仕事ではない。作品のテイストによってアニメ的に誇張した動きが求められる事もあれば、ＣＧである事を匂におわせない自然な動きが要求される事もある。

　それを、仕草だけで演じ分けるのだ。

　ある意味で、声だけの声優と一対を成す仕事とも言える。

「あたし、子供の頃ころからお芝居とか興味あったんだけど、どうしても引っ込み思案っていうか、人前に出るのが苦手で……。でも、モーションアクターっていうお仕事があるって知って……これならあたしでもやれるんじゃないかって思って……」

　たどたどしく、けれど誇ほこらしげに亜生は夢を語った。

「でも、すごいよね。亜生、素質あるよ。しゃべりとかはダメだけど、動きの演技力だけならあたしに勝ってるもん」

「きゃ……っ！」

　笑いながら翠が背を叩たたくと、亜生は危なっかしい足取りで何とか転びそうなところを踏みとどまった。

「実際、素晴らしい才能だと思いますわよ」

「翠みどりちゃんも、緋ひ咲さきさんもありがとう……。そう言われると、あたし、嬉うれしいです。本当にあたしに才能があるなら……思いっきり使ってみたい。この才能がどこまで伸びるか試してみたい……。聖せい林りんに入れて、本当に良かったと思う……」

　消え入りそうな小声で、亜生あおいは目め尻じりを拭ぬぐった。

「あーあ、泣かない泣かない。感受性豊かなのはいいけどさぁ、感情のコントロールが苦手でも困るよ」

「うん……っ」

　涙まじりの笑顔でうつむく亜生の頭を、翠がよしよしと撫なでる。

「春日部かすかべさん」

「はい？」

　亜生が話題の中心だと思っていたらいきなり緋咲に名指しされ、弐に華けはきょとんと自分自身を指差した。

「亜生のように、苦手があっても得意分野を伸ばしてそれに徹するというやり方もありますわ。あなたが本当にどうしてもラブシーンを拒絶すると仰おつしやるのでしたら、顔出しの女優ではなくスタントマンという選択肢もあるのではなくて？」

「いやぁ……あたし、やっぱり表舞台の方が向いているっていうか」

　凱まさるは知っている。

　地味な裏方など絶対に務つとまらない目立ちたがり屋、自分がステージの真ん中でスポットライトを浴あびて華麗に活躍するのが当然だと思っている女、それが春日部弐華だ。

「あなたの美び貌ぼうと運動能力、両方を活いかすのであれば確かにアクション女優がふさわしいですわ。ですが、それならやはりラブシーンに対するアレルギーを克服しなければならないという事をお忘れにならないで。その一点で、できる仕事の幅がぐっと狭せばまってしまいますのよ！」

「ど、どうも……」

「せっかく親しい殿方もいらっしゃるのですから、その方と練習する事をお勧すすめいたしますわ」

「だ、だからっ！　あたしとこいつはそういう仲じゃないの！」

「それはさっきうかがいましたわ」

　エキサイトする弐華に、緋咲は淡々と答える。

「だからこそ練習相手には最適だと言ってますのよ。本当の恋人とラブシーンを繰り返しても、芝居の稽けい古こにはなりませんわ」

「あ……そーいう意味ね。はは……」

「さあ！　やってみなさいっ！　わたくしがコーチして差し上げますわっ！」

「あわっ！」

　ずいっ！

　いきなり緋ひ咲さきが弐に華けの肩をつかみ、凱まさるの前へと押し出す。

「あははーっ！　いいね、それ」

「おわっ！」

　調子を合わせた翠みどりが、素早く凱の後ろに回って背中を押す。

　強引に、ふたりは互いの顔を間近で見合わせる形になってしまった。

　互いに息がかかるほどの距離。それどころか、体温まで伝わりそうな近さだ。

「役者であれば、本当の恋人ではない相手とキスするのも当たり前っ！　まずは荒あら療りよう治じであなたの心の中の壁を破壊するのがいちばんですわね！　どうしても相手の目を見るのに抵抗がある場合は、眉み間けんや眉まゆ毛げに視線を置けばごまかせますわ！」

「うんうん。あたしも緋咲に賛成ーっ！」

　緋咲と翠がふたりを挟み、無む理り矢や理り顔をプッシュする。

「ま、待てっ！　オレは役者志望とかじゃないぞっ！」

「映画作りに携わる者であれば、女優の成長に力を貸すのは当然っ！」

　凱の叫さけびも、緋咲には通じない。

　接触に抗あらがおうと、自然に違いの両手を合わせてつっかい棒代わりにするが、自然と指が絡からみ合う形になる。

「あ、あの……っ！　あわわわ……」

　ひとり亜生あおいだけが、オロオロと視線を右に左に彷徨さまよわせている。

「くっ！」

　弐華が小さく舌打ちする。

　瞬間――ふたりの間に光速のアイコンタクトが交わされた。

　緋咲が押す力を受け流すように、弐華はほとんど空間の余裕がない中で器用に身体からだを折り曲げて、凱と手をつないだままジャンプする。

　真まっ直すぐ天へと伸ばされた凱の腕の先で倒立、そこから互いの手をリリースして飛び越え、翠の背後で体操選手のように両腕を水平に伸ばして着地。勢い余って転びそうな翠と緋咲は、凱が素早く抱き留めた。

「……はぁ……」

　感嘆の息をこぼしたのは、見ていた亜生だ。

　ふたりをくっつけようとしていたふたりは、何が起きたのか把は握あくできずにぽかんと口を開けている。

「えーと……悪いが離れてくれないか？」

「あっ！　ご、ごめんなさい……っ！」

　本気で不機嫌そうな凱まさるの顔を至近距離で見て、緋ひ咲さきが慌あわてて離れる。

「ごめんねー。でも、本当に彼女とかじゃないの？　ここまで息ぴったりで。まるでフィギュアのペアみたい」

「べ、別にペアスケーターだって恋人どうしとか夫婦とかじゃないでしょっ！」

　即そつ興きようの美び技ぎに感心する翠みどりに、弐に華けは真っ赤な顔で反論する。

「……それにしても」

　不意に、緋咲が声のトーンを落とした。

「春日部かすかべさんの身体能力が一級なのは知ってましたけど、秋あき月づきくんの方もすごいですわね」

「大した事じゃない。ジャンプしたのは、こいつの方だろ」

「いいえ。翠がフィギュアのリフトに喩たとえましたけれど、こういう技は支える側の筋力と反射神経が重要。なによりふたりの信頼が必要ですわ。あなた、本当にただの映画スタッフ志望ですの？」

「た、たまたま上う手まくいっただけ！　ぐーぜんよ、ぐーぜんっ！」

　両手をわたわた振り回し、弐華は必死に緋咲の追及を払おうとする。

「……まあ、いいですわ。今回はわたくしも少々やりすぎました。ですがっ！」

　びしっ！

　弐華の鼻先に、きれいに爪つめを整えた人差し指が突きつけられる。

「わたくしは、あなたを真の女優に導みちびく事を諦あきらめたわけではありませんわよ。聖せい林りんに籍を置く限り、わたくしたちは明あ日すの映画界を担になうべく共に高みを目指す同志であり、ライバルなのですからっ！」

　言うだけ言って満足したのだろう。髪をかき上げつつ、緋咲はくるりと優雅なターンで去っていく。翠も「じゃあねー」と手を振りつつ緋咲に続き、最後に亜生あおいもぺこりとお辞儀をしてから小走りで追いかけていった。

　夕ゆう陽ひも大きく沈みかけ、薄暗いグラウンドには凱と弐華だけが取り残された。

「はぁ……」

　彼女にしては珍しく、がっくり肩を落とした冴さえない姿勢で弐華は目立たない校舎裏へと向かう。ライトを持ったまま、凱も一緒について行く。物陰の暗がりに入ったふたりは、周囲に視線を走らせて人の姿も気配もないのを確かめてうなずきあった。

「夏なつ川かわ緋咲ちゃん……悪い娘こじゃないんだけどなぁ」

「いや。女であるからには、自動的に邪悪に決まっている」

　ぼやく弐華に、凱はきっぱりと断言する。

「またそういう事言うんだから……。彼女、どうも真剣すぎっていうか……あたしが気け圧おされるなんて珍しいよ、ホント」

「高校生って言っても、もうプロだからな。お前の逃にげ腰が気に入らないんだろ」

　凱まさるは、自分の姉し妹まいの事を思い出す。

　学校に通いながら芸能人と言えば大学生グラビアアイドルである長女の優すぐるも同じ立場だし、三女の達いたるは学校にこそ通っていないが緋ひ咲さきや凱と同い年で連載を抱えるマンガ家だ。当然、気持ちの持ちようがただの学生とは違う。

　たとえ自分たちが特殊な任務と立場を持つ、普通とは違う学生であっても、職業人というのはまた別というのが率直な実感だった。

「それに、どうしてあたしとキミが恋人どうしとか、そういう勘違いをするわけ？」

「お前のごまかし方がヘタクソだからだな」

「それ以前に、毎度毎度一緒に派遣するっていうやり方に問題があると思うんだよね、あたし」

「仕方ないだろ。お前を野放しにするのが危険だという事は、オレにも理解できる」

「野放しって、人を危険な猛獣みたいに言わないでよ」

「どんな猛獣でも、普通は人目を避さけて行動する。その一点だけでも、無む駄だに騒ぎを大きくしたがるお前よりマシだ」

「あたしがいつ騒ぎを大きくしたの？　あたしは、正義の味方として常に速やかに、悪人が引き起こしたトラブルを解決する事しか考えていないわよ」

「密ひそかに解決できそうな問題でも、お前は強引に正面突破したがったり、高いところから名乗り上げたりとかするじゃねーかっ！」

「でも、だいたいそれで上う手まくいってるんだから結果オーライじゃない。あたしの活躍がなかったら、きっともっと悪事が進んで大騒ぎが起きてたわよ」

　はぁー、と凱は長いため息をついた。

　困った事に、弐に華けの主張にも一理あったりするのが事実だ。

　春先から夏休みを含めて四か月半。いくつもの学校で、密かに行われてきた悪事をふたりで解決してきた。

　目の前にいる「自称・正義の味方」は単独行動だとどんな暴走をしでかすかわからない。こいつにつきあえるのは自分だけだという認識は凱にもある。

　もちろん、この「つきあう」というのはコンビを組んで一緒に行動するという事であって、それ以上の意味はない。

　まあ、実際に弐華が他ほかの誰だれかと組んだ事例はないのだけれど、多分そうだろう。

「この学校、楽しいのは楽しいんだけど、ちょっと気疲れしちゃうよ。映画の学校っていうの、割と性には合うんだけどね」

「楽しい楽しくないはどうでもいいんだが。任務なんだし。確かに引き上げ時だとは思うんだけどな。もう一回確認するか」

　呟つぶやきながら、凱まさるは携帯を取り出して「確認」の相手にコールした。

「もしもし？　奈な々な佳か会長？」

『何かしら、秋あき月づきくん？　任務の途中で直接連絡は避さけなきゃダメでしょ？』

　涼やかな声が携帯から聞こえてくる。

　晦つごもり奈々佳――私立銀ぎん雲うん学院高校の生徒会長にして〈キャビネット〉関東一区事務総長。即すなわち、凱と弐に華けの上司である。凱たちも本来は銀雲の生徒であり、聖せい林りんには任務のために転校してきたのだ。

　少子化の時代に対応して施行された高校新法によって、聖林のように特殊なカリキュラムをセールスポイントにした学校が乱立し、同時に高校生の自治権が大幅に拡大した。

　それに伴ともなって生じたさまざまなトラブルを解決するために設立された高校生の自治組織が〈キャビネット〉であり、凱と弐華は問題がある学校に転校して内部を調査し、必要とあればさまざまな実力行使を担当する現場要員〈ヴィジランテ〉なのである。

「今日でもう一〇日。オレは技術科、弐華は演技科でそれぞれ調べられるだけ調べましたよ。でも、怪しいところなんて何も見つかりませんよ？　正式な報告書にして提出したっていいです」

『そうなの？　変ねぇ』

「変ねぇ、じゃないでしょ！」

　電話越しでも、凱の脳のう裏りには奈々佳の姿も表情もはっきりと浮かぶ。

　いつものように西洋人形めいた小さな身体からだを柔らかい椅い子すに埋うずめるように腰掛けて、からかうような余裕の笑顔で凱が困るのを楽しんでいるに違いない。

　んでもって、その隣では有能な秘書である元もと木き君きみ貴たかが奈々佳の陰謀を実現させるべくパソコンのキーを叩たたいて事務処理を進めているのだ。

　それにしたって、今回のミッションは妙だった。

　華やかな業界とのつながりと多くの実績を持つ聖林は、新法下でも人気の高い学校だ。そして授業内容も評判に見合うレベルの高さを持ち、当然実習費用も安くはない。

　その実習費をこっそり懐に入れている奴やつがいるという情報が入ったとかで凱と弐華のコンビが派遣されたのだが、実地で調べてもそんな気配はない。明朗会計そのものだし、この手の事件といえば犯人候補筆頭である生徒会の面々も真面目まじめな善人ばっかりだ。実のところ聖林は他ほかの学校に比べても生徒会の仕事は少なく、生徒の意見を汲くみ上あげての事務的な調整役以上の権限はない。

　無む理り矢や理り不審な点を探せば今年度になってからの中途転入生が多い事だが、これだって統計上の誤差と呼べる範囲だとしか思えない。

『申し訳ないけどあと二、三日調べてみてくれないかしら？』

「もう調べられるアテは全部チェック済みですよ。その上で、ここはシロだって言ってんです！」

　思わず語気が荒くなってしまう。

　凱まさると弐に華けのコンビは有能な事もあって、ひとつの事件が解決するとほとんど休みなしに次の現場への転校を繰り返してきた。それは、ふたりの能力や判断を奈な々な佳かが信用しているという意味でもある。

　凱が「問題なし」と結論したなら即座に聖せい林りんから引き揚げて次の指令が下されそうなものなのに、ここに留とどまれと命じる奈々佳の真意がわからない。

『これは命令です。継続に必要な事務処理は元もと木きくんが滞とどこおりなく処理しますから、あなたたちはそのまま聖林に留まってください』

「ちょ、ちょっと！　会長っ！」

　ぷつっ！

　通話は、無む慈じ悲ひに切断された。

「くそ……っ！」

　凱の口から悪態が飛び出す。

　任務のために奈々佳に無理難題を押しつけられるのは珍しくない――というより日常茶飯事だ。恋愛を教える学校で弐華と一緒に偽装恋人をやらされたり、南の島で軍事教育をしている高校にふたりで送りこまれたり。

　だが、今回みたいに曖あい昧まいな情報だけで派遣され、事件性はないと報告したのに現地に留められるなんていうのは初めてのケースだ。

「他ほかにも〈ヴィジランテ〉の派遣要請は溜たまってるはずなんだけどな」

「ん？　そうなの？」

「ああ。脇わきからせっつかれてるよ」

　凱たちの派遣先を決定する権限は、直属の上司である奈々佳にしかない――その事は〈キャビネット〉のメンバーには常識だ。しかしここひと月ほど、他の事務局員などから「何とか出向いてくれないか」と非公式に頼まれるケースが増えている。

　話を聞く限りどれもトラブルの信しん憑ぴよう性せいは薄いし、特に緊急の案件というわけでもない。そもそも凱自身に決定権はない。

　これまでほとんど休みなしに任務の連続だったり、恋人のフリしろだのというイヤな使命だったりしたが、奈々佳の判断は信用できた。〈キャビネット〉に寄せられる情報の洪水の中から、本当の事件を的確に見抜いている。彼女の判断に従い、周辺のデータを探り、分析する君きみ貴たかの手腕も確かだ。

　だが、今回の一件だけはおかしい。

　奈々佳の思おも惑わくが理解できない。

「だいたい、使いこみって事件がつまんないんだよねー」

　凱まさるが思考を巡らせていると、弐に華けが不意に口唇くちびるを尖とがらせた。

「俳はい優ゆうとか育ててる学校なんだから、それにふさわしいもっとユニークでエキサイティングな陰謀が渦巻いているべきだって、キミは思わない？　要人の影武者を訓練してるとか、大がかりな詐さ欺ぎ事件に必要なニセの報道番組を作ってるとかさ。お金絡がらみなんて平凡」

「……お前の好みに合わせて事件が起こってくれるのなら苦労はない。お前が好きなのは一見複雑そうな陰謀だけど実際には腕力であっさり片付けられるような代しろ物ものだろ」

「それじゃキミの見せ場がなくなるでしょ」

「オレは見せ場なんかいらないんだよ！　何事もないのなら、それに越した事はない」

「とか言って、いつもそれなりに美お味いしいところ持ってくじゃない？」

「仕方なくそうなってるだけだ」

　このコンビでは、基本的に凱が頭脳労働担当だ。というか、正義の味方を自称する弐華は基本的に殴なぐる蹴ける――彼女が言うところのアクションシーンで物事を解決したがる。

　どこの高校でも、そこのカリキュラムに沿って真面目まじめな転校生のフリをするのは主に凱の方だ。

「あ、そーだ。今さらな話なんだけどさ」

「ん？」

　こめかみに指を一本当てた、いかにも「一所懸命考えてます」というポーズで、唐突に弐華が訊たずねる。

「この学校、どうして聖せい林りんなんて名前なんだろうね。あたし、最初『セイリンに行ってください』って奈な々な佳かちゃんに言われて、またあそこに派遣されるのかと思っちゃったよ」

「あそこって、清せい恋れんか？」

　恋愛をカリキュラムに取り入れた学校で単身不正を探っていた凱は、説明困難な偶然と理不尽の集中砲火によって弐華とコンビを組む羽目になったのだ。

「そうそう。そこよ、そこ！」

　恋愛嫌いの弐華としては、校名を口にするのも嫌という事か。

「ハリウッドに引っかけてあるんだろ、普通に考えて」

「だから！　それが変なんじゃない。『Ｈｏｌｌｙｗｏｏｄ』は『ヒイラギ林』の事よ。『聖なる』の意味の『Ｈｏｌｙ』とはスペル違うのに」

　弐華のアメリカ帰りというのは嘘うそではない。大ざっぱな性格のくせに、英語の発音だけは正確だ。

「この学校が勝手にそういう字当てたわけじゃなくて、昔から日本じゃハリウッドを聖林って表記するやり方があったんだよ。ロンドンを倫敦ろんどんって書くのと同じで」

「へー」

　空中に大きく二文字を書くと、弐華は本気で感心して大きくうなずく。

「ま、学校名は別にしてもここはお前の性分に合ってる方か。確かにラブシーンは無理でも殺た陣てならお手のモンだろうからな」

「ん？　まあね。身体からだ動かすのは好きだし、カッコよく決めるのはもっと好き。それで悪者をやっつけられたら最高って奴やつね」

　凱まさるが呟つぶやくと、弐に華けはシュッと前まえ蹴げりのポーズを取った。スカートから伸びた長い脚あしが、ぴたりと空中で止まる。

　彼女の戦闘術は打撃系だが、普通の空手とも中国拳けん法ぽうとも違う。間合いを開くためにバク転をしたり、必要もない派手な動きを中心に組み立てられている。地味なサブミッション使いの凱とは違って、芝居のアクションには向いているのは確かだ。

「お前は気楽でいいな」

「気楽っていうか、自分の素質と好きな事がマッチしてて、それで困ってる人を助けられるんだから言う事ないじゃない」

「お前は自称正義の味方でも、困ってる人を地道に助けたいんじゃなくて、悪党をぶっ飛ばしたいだけだろーが」

「うん。そーだよ」

　まるっきり悪びれもせず、あっさりと弐華は言ってのけた。

「誰だれかを困らせたり苦しめたりしてる奴が悪者でしょ？　だったら、そいつをあたしがやっつければ、自動的に困ってる人も助かる。ＯＫ？」

「世の中がそんな風に単純だったら、きっとお前以外の人間も幸せになれるだろーよ」

　世の中には、直接の被害者が存在しない悪事や犯罪なんていうのはいくらでもある。どちらが悪でどちらが善か、簡単に判断できないような込み入った状況だってある。

　ただ、現状における被害者が誰なのかという事は、凱にはしっかりわかっていた。

　もちろん、自分だ。

　奈な々な佳かの真意は不明だが、何をするべきなのかもわからないままに聖せい林りん高校に押しこめられて、弐華の漫まん才ざいにつきあわされるという苦痛を味わっているのだから。

　あ、いや。

　漫才っぽいというところは仕方なく認めたとしても、夫婦めおと漫まん才ざい呼ばわりだけは断固として拒否するが。



    

  
    
      
第二章　ここにいるはずのない奴やつら





「おっはよーっ！」

「おわっ！」

　聖せい林りん高校、朝の廊下。凱まさるの背中をいきなり弐に華けが叩たたいた。勢いが強すぎて、思わず前のめりになる。

「……お前、もう少しおとなしくできないのか？」

「一日のスタートなんだから、まず元気よく。これが人生を楽しく過ごすセオリーでしょ？」

「あー、そうかい。オレに言わせれば、無む駄だな元気はエネルギーの浪ろう費ひでしかないがな」

　むすっとした表情で凱が答えた。

　弐華はそれなりに楽しんでいるらしいが、そもそもが〈ヴィジランテ〉としての任務で転校した学校で、実際には何のトラブルもなさそうなのに理不尽な命令で残留させられているのだ。

　これで楽しいはずがない。

　横よこ入はいりしてくる「仕事」も一応気になるし、そっちの調査は不要と奈な々な佳かが言うのなら、本来の在籍校である銀ぎん雲うんに戻って普通に授業を受けていたい。

　何しろ〈ヴィジランテ〉である凱はとにかく転校回数が多い。各校独自のカリキュラム以外の数学や英語――一般科目はどこの学校で授業を受けても取得できる単位制になっているが、実情は決してスムーズな制度とは言い難いというのが凱の率直な見解だった。

　転校を繰り返すと、別々の学校で同じ内容の授業を二度も三度も受けたり、逆にタイミングの問題で流れの一部がすとんと抜け落ちたりもする。日本史で戦国時代まで教わってから転校したら、行った先では徳川三〇〇年をすっ飛ばしてもう明治維新になっていたりとか。

　まあ、凱本人はこれも〈ヴィジランテ〉の宿命と諦あきらめて、足りないところは自習で補おぎなうようにしているのだけれど。

「ね？　知ってる？　今日は何だか臨りん時じの朝礼あるらしいよ」

　能天気に話す弐華は、そっちの方は大丈夫なのかと時々心配になる。そうでなくてもこの女、細かい事を考えたり、何かをきちんと正確に覚えるのは苦手だというのに。だいたい、どうすればあんな大量のことわざを間違って記憶するなんて事が可能なのか。

「ああ。臨時特別講師が来るらしいな。けど、そういう世間話は、オレよりもクラスの奴としろよ」

「何で？」

　弐に華けが小首を傾かしげた。

　聖せい林りん演技科にはミッションで送りこまれただけなのに、まるで元から役者志願だったみたいに、ひとつひとつの仕草が絵になっている。考えてみれば、初めて会った時からこいつは目立ちたがりで万事芝居がかっていたのだった。

「どんな些さ細さいな会話でも情報収集になる」

「キミ、真面目まじめだねー。何の事件もなさそうなんだし、奈な々な佳か会長からもういいよーって言われるまで、気楽に楽しんだ方がいいと思うんだけど」

　廊下での立ち話だ。一応声は潜ひそめているが、ふたりの脇わきを他ほかの生徒たちが通り過ぎる。

「……それにあんまりお前とオレとでくっついてると、またロクでもない噂うわさが立つかも知れないだろーが。恋人どうしとか夫婦めおと漫まん才ざいとか。無む理り矢や理りキスシーンの相手役なんかやらされた日にはたまったモンじゃない」

「そ、それもそうか。じゃあねっ！」

　慌あわてて、それでも大きく手を振って弐華は自分のクラスに戻っていった。

　弐華は、芝居のラブシーンも嫌がるほどの恋愛アレルギーだ。女嫌いの凱まさるとしては、ある意味気疲れしないパートナーではあるのだが。

　ほどなく、時間が来て全校生徒が講堂に集められて朝会が始まった。聖林の講堂は演技科の舞台実習などにも使われるため、かなり広い。凱が技術科クラスである二年四組、弐華が演技科で最後の三組なので科は違っても列は隣どうしだ。

　壇上に現れた校長は頭の薄い老人だが、新法以前から俳はい優ゆう養成所を指導してきた往年の二枚目スターだ。さすがに年相応で見た目の華やかさは衰えているが、すっと背せ筋すじの伸びた身体からだをスーツに包んだ姿は堂々としている。

「本日から一か月、本校で特別講義をしてくれる先生を紹介いたします」

　明めい瞭りような声に続いて、舞台の袖そでからひとりの大男が姿を現した。

　身長は二メートルはあるだろうか。それなのにバランスが崩れていない広い肩幅と、関節部分でぎゅっと引き締しまった太い腕と脚あし。窮きゆう屈くつそうなスーツの上からでも、鍛きたえられた肉体がひと目でわかる。

　そして、その上に乗っかっているのは髭ひげもじゃのごっつい顔。

「げっ？」

「えっ？」

　生徒の列の中、二か所から押さえきれない声が上がる。

　ちなみに最初が女で次が男。

「テディ春日部かすかべこと、春日部哲大てつひろさんです」

　国内で有名なアクションチームで修行の後のち、ハリウッドで活躍した日本人アクションコーディネーター。一年ほど前から、仕事の都合で帰国しており、この度、一か月間特別に本校でアクションについて指導してくれる事になった――校長が説明する。

「あなたと同じ名字ですわね、春日部かすかべさん」

「そ、そ、そ、そーだねっ！」

　隣の緋ひ咲さきに小声で告げられ、弐に華けの顔いっぱいに脂あぶら汗あせが流れる。

「それにハリウッド帰り。あなたも、アメリカ育ちと仰おつしやってましたわね？」

「あ、アメリカって言っても広いしっ！　日本の何十倍もあるんだよ？　州も五〇とかあって、日本の都道府県より多いんだよ？」

「しかもアクションコーディネーター。あなたも、アクション女優志望でしたわよね？」

「だ、だーからーっ！　全然関係ないのっ！　偶然の一致よ、偶然の一致っ！　春日部なんて、そんな珍しい名字でもないと思うな、あたしはっ！」

「そんなありふれたものでもないでしょう？　わたくし、仕事柄もあって人付き合いは広いですけれど、春日部さんという方はあなたともうお一方しか心当たりがありませんわ」

「で、で、でもっ！　勘か解げ由ゆ小こう路じとか権ごん田だ林ばやしとかがダブったわけじゃないんだしっ！」

　明らかに声が上うわ擦ずっている。

　隣で聞いていて、凱まさるは苦笑するしかなかった。

　そもそもこいつ、アメリカ生まれのアメリカ育ちなのに、どうしてこういう時にそんなすらすらレアな日本人名字が出てくるんだか。

「えー……。それともうひとり。春日部哲大てつひろ先生のたっての希望というか……一緒じゃなきゃイヤだと言われたというか……急きゆう遽きよもうひとり、特別講師が本校に来てくださる事になりました」

　だーっ！

　壇上で校長が告げると、弐華の汗がいきなり増量した。

　大汗洪水警報。あるいはダム決壊。顔色まで青ざめている。

「はぁーい。聖せい林りん高校の皆さん、Ｎｉｃｅ　ｔｏ　ｍｅｅｔ　ｙｏｕ！」

　滑らかな英語の発音とともに、哲大を追いかけるように飛び出してきたのは生徒たちと同年代とも見える女の子だった。一応はセミタイトスカートのシックなツーピースという「ちゃんとした」服装だけど、姉の結婚式か何かでおめかししたティーンエイジャーのようでもある。

　いや、実際には女の「子」でない事を知っている者も、この場には存在しているが。

「ん★　ダーリンと三〇秒も離れてるなんて、あたし辛つらかった」

「ボクもだよ、ハニー。でも、今日からお仕事だからね。校長先生にひとりずつ紹介してもらわなきゃ」

　少女――だか何だか怪しい存在――が哲大の腕にしがみつく、というかぶら下がる。

「どうしましたの、春日部さん？　大丈夫ですの？」

「は、はは……あは、あははは……」

　緋ひ咲さきが訊たずねても、弐に華けは答えない。

「えー……。こちらの方は、ベティ・カスカベ。日系アメリカ人で、哲大てつひろ先生の奥様に当たります。こう見えても……あ、いや、失礼。メカニカルギミックや特殊メイク、ファイアーワークを中心としたＳＦＸアーティストとして活躍しておられます。本校ではご専門の特殊効果について技術科で講義していただく事になりました」

　校長が説明する間も、哲大とベティの熱い抱擁は続いている。生徒たちからも歓声やら指笛やらため息やらが摩ま訶か不ふ思し議ぎなシンフォニーとなって高らかに鳴り響いている。

「日系アメリカ人って、たしかあなたのお母様もそうではありませんでしたっけ？　春日部かすかべさん？　春日部さん、聞いてますの？」

「……」

　凱まさるがちらりと横目で見ると、もはや弐華は直立したまま事実上失神していた。口から泡を吹いてないのが不思議なレベル。

　弐華の両親を目の当たりにするのは今日が二回目だが、やっぱり前もイチャついていた。あの時は夜のオープンカフェだったから美女と野獣という見た目のアンバランスを別にすれば普通のデートと言えない事もなかったのだが、今回は状況が違う。

　朝礼で、初対面の全校生徒が見ている中、舞台の上ですっかりとろけた顔で抱き合っているのだ。

　このふたりがあんまり恥ずかしいから、弐華はすっかり恋愛嫌いになってしまったのである。

「……」

「あっ！　おいっ！」

　白目を剥むいて、本当に口から泡吹いて弐華が倒れてきたものだから、凱は彼女を抱き留める羽目になってしまった。

　

　

　新法によって生徒の転入転出が簡単になっても、学校そのもののセキュリティが緩くなったわけではない。今どきの高校は、どこでも部外者の侵入を防ふせぐためにそれなりの手立ては取っている。

　特に聖せい林りんには現役の女優やアイドルが通っている。正門裏門ともカメラで二四時間監視しているし、契約した警備会社のガードマンが詰め所に常駐しているという念の入れようだ。

　もうひとつ、聖林の特徴を挙げるとすれば正面よりも裏の通用門の方が幅広になっている事がある。

　映画というのは、とにかくさまざまな機材を必要とする。大道具や小道具などを運びこむためのトラックが出入りするには、実習用スタジオに近い側の方が便利だからだ。

　その裏門に、運送会社のロゴを表示したコンテナトラックが一台停とまっていた。

「製作実習用機材、ですか。ずいぶんな量ですね」

　運転手が示した伝票と、手元の書類を警備員は見比べた。確かに技術科、演出科合同でかなり大がかりな実習を行うという事前の申請は出ている。担当教官の判も捺おされている。

　手続きとしては何の問題もないが、一応確認した方がいいか。

「早くしてくれませんか？」

　やはりロゴとシンボルマークが入ったキャップを目ま深ぶかに被かぶった運転手が急せかす。サングラスも着けているので人相はよくわからないが、声からするとずいぶん若い男だ。

　大型トラックが停まっていると邪魔なのは確かだ。だが、職員室に内線電話をかけると、担当の教官は急病で欠勤しているという話だった。

「あの、すみません」

　警備員が思案していると、数人の男子生徒が小走りで近づいてきた。

　休んでいる先生から、実習そのものは日延べにするが機材は予定通り搬入するようにという連絡が入ったという。

「ああ、それなら。待たせたね」

　運転手に微笑ほほえみかけ、裏口のゲートを開ける。

　書類が整っていて、内部の人間が必要としている。何の問題もない。

　生徒たちに先導されたトラックが、実習用スタジオ内に入っていくのを確かめ、警備員は定位置に戻った。

　トラックを飲みこみ、スタジオのシャッターが下りる。入り口に「使用中」のランプが灯ともる。

　元々、映画撮影のための施設だ。大型車を収納するだけの広さがあり、光も音もほとんど外に漏もれない。

　だからコンテナの中から機材ではなく、奇妙な服装の二十数人が下りてきたのも、警備員は気づかなかった。

　

　

　希望者のみ参加の特別授業は、放課後に第一視聴覚室で行われた。

　さすが映画人を育てる学校だけあって、大教室どころかちょっとした映画館並みの広さがある。

　真正面には巨大なスクリーンと、複数の大型モニター。階段式になった各席の前にも一台ずつのパソコンが設置されている。必要に応じて、細部をクローズアップで確認するためだ。

　このレベルの設備を整えた視聴覚室が、聖せい林りんには第六まで存在している。

　最大の教室が選ばれたのは、単に参加希望者が多かったからではない。その前の段階の話――演技科と技術科の合同で、そもそもの対象母集団が大きいからであった。

「いやーっ！　あたし、ぜーったいそんなのパスっ！」

「せっかくのチャンスを無む駄だになさいますのっ！」

　ぶんぶんと長い髪を振り回す弐に華けの腕を強引に引っ張り、第一視聴覚室へと引きずりこもうとしているのは、言うまでもなく緋ひ咲さきだった。

「あなたはアクション女優志望なのでしょう？　でしたら、本場で活躍している方のお話を直接うかがう機会を無駄にしていいはずはありませんわっ！」

「あ、あたしもっ！　緋咲さんの言う通りだと思います」

「まあ、諦あきらめた方がいいよー。こうなったら緋咲はテコでも動かないからね。昨日も経験済みでしょ？」

　緋咲の尻しり馬うまに乗った亜生あおいと翠みどりは、後ろからずいずいと弐華の背中を押していく。

　まさかここで「アレは両親」と白状もできないし、相手が悪人でもないのに腕力に訴うつたえて大暴れというわけにもいかない。

「さすがにもうかなり席が埋まってますわね」

「緋咲さん。あそこ、並びで空いてますよ」

　亜生が見つけた椅い子すにすぐ翠が駆け寄ってキープする。

「隣、失礼しまーす」

「……どうぞ」

　頬ほお杖づえを突いたまま答えたのは、凱まさるだった。

「あら？　奇き遇ぐうですわね。またお会いするなんて」

「ほ、ほら。ＳＦＸの講義もあるから、技術科の人も多いですし……」

　本人にその気はないのだろうが、偉そうな物腰のせいで緋咲の言葉には微かすかなトゲがある。それを、亜生が慌あわててフォローする。

「ほらほら。オトモダチなんだし、弐華が凱くんの隣に座ってよ」

「あわっ！」

　翠に強引に押されて、弐華が凱の隣に座らされた。しかも、反対側に座った翠が必要以上に幅を取るせいで、どうしてもふたりの肩がくっついてしまう。

（何で隣に来るんだよ！）

（あたしだって好きで来たわけじゃないわよ！　ここしか席がないんだもん）

（バラバラでいいなら、まだあちこちあるだろーが！）

　声に出さず、目配せだけで何となくお互いの言いたい事がわかってしまう。

（あ、そーだ。あの事、黙っててよ）

（あの事って、あのふたりがお前の親だって件か？）

　言葉になっていない凱まさるの確認に、弐に華けはこくこくうなずいてみせた。

（安心しろ。変な家族で大変な目に遭ってるのはお互い様だ。まあ、隠し通せるモンでもないと思うがな）

　強烈すぎる個性の家族を持つ身の苦労は、凱だって他ひ人と事ごとではない。

「お？　おふたりさん、ずいぶん熱い視線で見つめ合っておりますね？　やっぱりそういう関係？」

　興味津々の態度で、翠みどりが身を乗り出してくる。何に反応したのか、亜生あおいは真っ赤な顔で俯うつむいてしまった。

「だ、だからっ！　あたしとこいつは別にそーいう間あいだ柄がらじゃないんだってば！」

「こっちもいい迷惑だ。単なる友達だよ、友達」

　慌あわてふためいて両手を振り回す弐華と、頬ほお杖づえのままそっぽを向く凱。

「弐華さんっ！」

　がしっ！

　翠を越えて迫ってきた緋ひ咲さきが、いきなり弐華の両手を握りしめた。

「本当に愛する恋人がいるから他ほかの相手とラブシーンを演じる事に抵抗を感じる――それは人の心理としては自然な事ですわ。けど、わたくしたちは女優であり、女優を志す者でしょう？　自分ではない人間の感情を表現するのが仕事ですわ。彼を愛する『個人・春日部かすかべ弐華』と、愛を演じる『演技者・春日部弐華』をきちんと切り離し、その上で両立させるべきですわよ！」

「どーしてそういう結論になるのっ？」

「ごまかしても無む駄だですわ。人間観察は女優の基本。今、見つめ合っていたあなたたちはただの友達なんかではありませんわね？　ええ、仰おつしやらなくてもわたくしにはわかりますわ！　何か重大な秘密を共有し、お互いを信頼し、言葉などなくても気持ちが通じ合う――そんな特別な関係なのは間違いありません。昨日のアレは、あくまでもキスはふたりのプライベートな事柄であって、人前で披ひ露ろうするものではないという事だったのですわね！」

　それはその通りなのだ。

　確かに同じ秘密を抱えているし、信頼はしているし、いちいち言葉で確認しなくても相手の言いたい事はだいたいわかる。

　だけど、どうしてそれが恋人とイコールになってしまうのか。

　凱は、相手に気づかれないようにため息をついた。

　じゃあ自分と弐華の関係は何かと訊かれると、どうもしっくり来る単語がない。

　パートナーなのは確かだが、そのひと言だけで完全に言い表せているとはさすがに思わない。

「と、とにかくっ！　講義が始まるんだからそっちに集中しよう！　ねっ？」

　こめかみの辺りに冷や汗を浮かべ、弐に華けが教卓の方を指差す。

　タイミングよく、講師のふたりが入ってきた。

　哲大てつひろの腕に、ベティがコアラみたいにぶら下がっている。

　いや、さすがにそれは目の錯覚というか勘違い。

　あまりの体格差なので、腕に抱きついているだけなのに、そんな風に見えてしまうのだ。

　隣の凱まさるにまで熱気が漂ってきそうなほど、弐華の顔が赤くなっている。

（……無関係な他人のフリするんだろ？　リラックスしろ、リラックス）

　何しろ弐華の視線が正面に釘くぎ付づけなので、目配せオンリーで意思疎通というわけにはいかない。軽く肘ひじで小突いてから、小声で忠告する。

　幸い、人目をはばからない春日部かすかべ夫妻のせいで教室中が囃はやし立てる歓声と口笛と、一部のため息に包まれている。凱の声は弐華以外には聞こえていない。

（だ、だって！　キミは他ひ人と事ごとだからわかんないだろうけど、自分の両親が人前であんな風にっ！　これってアレよ！『夫婦ゲンカは犬も食わない』とか、そーいう奴やつっ！）

（お前にしては珍しくことわざそのものは正しいが、使う状況が間違いまくってるだろ、それは）

　そのフレーズはつまらない夫婦ゲンカを諫いさめる時に用いるものであって、ケンカどころか強火で直じか火びでアツアツの夫婦とはまるっきり逆。つまり、それだけ弐華がうろたえているという事か。

「皆さん。改めて、初めまして。アクション・コーディネーターで、ベティのハズ。春日部哲大です」

「はぁーい。テディのワイフでＳＸＦエンジニアのベティ・カスカベよ。日本語ネイティブじゃないから、ちょっと発音ヘンでも許してね」

　クマを思わせる哲大の巨体に、小柄なベティがぴったり寄り添う。ＳＦＸエンジニアというが、哲大が機械仕掛けで動く巨大な造形物プロツプだとか、逆にベティの方が小さなマペットとか言われた方が納得できるビジュアルである。

「まずこの映像を見てね。最近はＣＧのテクニックが向上してコストも下がってますけど、昔ながらのエフェクトにもそれぞれの良さがあります」

　昨日、夕景照明の際に教わったのと同じ内容で切り出してから、ベティは自分の仕事を紹介した。超メジャーのヒット作ではないが日本でもそこそこ知られたＢ級ホラーアクション。もっとも劇場公開されたのは二作目までで、パート三から完結編の五まではビデオスルーだったが。

　ふたりのラブラブっぷりとあまりのアンバランスさにざわついていた生徒たちも、さすがに講義が始まると真剣な態度で聞き入りだした。

「これ、全部わたしがスペシャルエフェクツやってます。まずシリーズの一作目。この頃ころ、まだＣＧハイコストでした。だから、クリーチャーも実際のプロップ作ってます。モータライズは重くなるので、主にエアーポンプ式のメカニカルギミック。ほら、ここ。一瞬だけチューブ見えてますね」

　一時停止の画面上、腐りかけた恐竜の頭から手足だけが生えたような怪物の足下に確かにゴムチューブが映ってしまっている。

「こちら、五年前に作られたリメイクと、リメイク版の続編です。見比べてください」

　ほとんど同じデザインだが、現代的にアレンジされたさっきのと同じ怪物から、人間たちが逃にげ惑まどっている。リメイク第一作は森の中で続編はビル街だが、そんな事を訊たずねているのではないのはみんな理解していた。

「……視線ですか？」

　気づき、凱まさるが答える。

「ハイ。そうです。リメイク版のこのシーン、クリーチャーのプロップ使ってません。後からＣＧで重ねました。メイキングの映像、これです」

　画面上にサブウインドウが開き、撮影中の様子が映し出された。

　逃げる人々を追いかけているのはおぞましい怪物ではなく、長い旗はた竿ざおを持った助監督だ。

「実際の画面では、この旗の高さがクリーチャーの頭になってます。だから俳はい優ゆう、みんなこれを見てます。第二作の方、予算上がったのでここでもプロップ使いました」

　説明を受けてから意識して比較すると、違いがよくわかる。

　ＣＧの方は逃げている全員の視線が一点に集まっているが、実物大を用いたパート二では自然に分散しているのだ。唾だ液えきがしたたる怪物の牙きばを見ている者もいれば、赤く光る目にまなざしを向けている者、走る足元に注目している者もいる。

「このデザインならこっちの方がナチュラルですね？　もちろんこちらもデジタル技術、いっぱい使ってます。クリーチャーを動かすためのケーブルやチューブ、それにガイドレール、こういうの、全部画像処理で消しました」

　やはり処理前のメイキング画面が表示された。こちらにはしっかりと大きなプロップを駆動するためのレールが地面に敷設されている。

「後から消せるので、今はこの手の仕掛けを大胆に使えます。全部ＣＧで片付けるより、プロップ使った方が役者のいい演技を引き出せる事もあります。ＯＫ？」

「はい。先生、質問がありまーすっ！　先生、おいくつですか？」

　クラス一のお調子者が手を挙げる。

　確かにそれは凱も気にはなっていた。見た目だけだと弐に華けと姉し妹まいと言ってもおかしくないくらいなのだ。

「オゥ！　ダメですよ。確かにわたし、アジア系だから若く見えます。でも、オーバーサーティですよ。それに何より、わたしには最愛のダーリンがいますから」

　ダーリン、と口にする時には思いっきり目を細めて、隣の哲大てつひろにぎゅっと抱きつく。周りが全部日本人で教壇に立っててもはたちそこそこに見えちゃうのだから、アジア系はこの際関係ないと思うのだが。

　それにしても――。

「えっと……そうじゃなくて。このシリーズの一作目って、僕が生まれる前の作品なんですけど。初めて見たの、テレビでだし」

「ああ。わたし、一五の時から仕事してました」

　えーっ！

　教室中から驚きの声が上がる。凱まさるも、ぽかんと口を開けるしかなかった。

　さすがに最初の頃ころはアシスタント扱あつかいだったが、一七の頃には低予算作品ならメカニカルギミックやファイアーワークで作品全体を任されるようになったと、ベティは語った。

「はっはっは。みんな、ボクのハニーに変な色目使ったらダメだよ」

　口調は冗談めかしているが、哲大の髭ひげもじゃ豪傑フェイスが笑うと独特の凄すごみがある。

「ボクとハニーが出会ったのもその頃だね。さて、今度はこっちのシーンを見てくれ」

　講義の主導権が哲大に移った。最初と同じ映画だが、クリーチャーと戦うアクションシーンだった。

「あの頃、ハリウッドじゃニンジャもカンフーもごちゃ混ぜでね。それでも、日本風のアクションはまだ新鮮で需要もあった。本当の格闘技とは違う。それを基礎に置いた上で、あくまでも見せる事を重視した動きだね」

　哲大の説明で、凱は思い至る。

　弐に華けが使う格闘技は打撃中心だが、空手とも拳けん法ぽうやテコンドーとも違う。必要以上にモーションが大きいせいでハリウッド映画の怪しいカンフーというのが第一印象だったが、何の事はない。本当にアクション映画の殺た陣てをベースに、もう一度実戦向きにチューンしなおしたものだったのか。

　さらに哲大は自分が手がけたいくつかの撮影現場の記録を紹介した。新しいものほど、台座の類たぐい以外は何もないような無機質なスタジオで、役者だけが動いているような場面になっていた。

「デジタルの背景を合成するのが前提だから、メイキングはこんな感じになっちゃうね。もちろん映像表現の幅が広がるのはいい事だし、本当に崖がけからぶら下がったり炎の中を突っ走ったりする必要がなくって演技者が安全なのも素晴らしいよ。だけどね、さっきハニーが言った通り完成した映像と役者が演じる環境が違いすぎると表現に違和感が出る事も多いんだ。現在じゃＣＧやワイヤーを使わない事が宣伝文句になるような逆転現象も起きてるしね」

　危険に見えるほど観客はエキサイトするが、実際の撮影現場が危険そのものであってはいけない。火気や格闘技、カークラッシュなど「本物の迫力」を謳うたう作品は多いが、映画はそもそも「作り物」――講義の内容そのものはオーソドックスだが、現場の実例を踏まえた内容には説得力があった。

　一時間半が過ぎ、教卓のアラームが電子音をさえずる。

「じゃ、今日はこのくらいにしようか。明日から一週間、今言った事を踏まえてボクとベティ、それぞれもうちょっとツッコんだ専門的な話をするからね」

　そう言って、哲大てつひろとベティはウインクしてみせた。

　明らかに、弐に華けの方へ向けて。

「な……っ！」

　授業の間は一応おとなしく聞いていた弐華の顔がまた真っ赤に染まる。

　多分、哲大とベティの方も授業中は公私の区別を保っていたけれど、最後の最後で娘に挨あい拶さつしたという事か。

「やっぱりお知り合いですの？」

　当然、すぐ側そばに座っている緋ひ咲さきもウインクに気づいて弐華を問い詰める。

「ち、ち、違うわよっ！　あんな人前でいちゃいちゃするような恥ずかしい生き物が、あたしの親なんて」

「あら？　わたくし、親とは言ってませんわよ」

　緋咲のかたちよい口唇くちびるが、にんまりとカーブを描く。

　墓ぼ穴けつであった。

　慌あわてふためいてそれこそ怪しいハリウッド拳けん法ぽうの演武のごとくに両腕を振り回している弐華をそのままに、凱まさるは立ち上がった。

「ど、どこいくのっ！」

「トイレだよ」

　別に逃にげるわけではない。本当に生理現象なのだから。

　似たような境遇にある身としてはフォローしたくもあるのだけれど、さすがにこの状況でまるっきり無関係の赤の他人と言い張るのには無理がある。だからといって親しん戚せきだとかただの顔見知りだとか、適当なニセ設定を作るにしても弐華本人がパニックでは即そつ興きようで口裏を合わせるのも難しいだろう。

　そんな事を考えながら用を足していると、不意に視界いっぱいに影が差した。

「え？」

　思わず横を向く。巨体のせいで、天井からのライトが遮られたのだ。

　春日部かすかべ哲大――弐華の父親だ。

　考えてみれば、この人ひとりだけを見るのは初めてだった。さすがに男子トイレの中までは愛する妻も同行しないらしい。

　というか、同行されたらたまたま一緒になった凱まさるとしては困る。

　小用のために屈かがんではいても間近に立つ姿には、いきなり壁がそそり立ったかのような威圧感があった。

「ど、どうも……っ」

　いきなり見上げてしまった気まずさと迫力のせいで、凱は思わずひょこんと頭を下げた。

「君は確か、前にも会ったよね？　そうそう、弐に華けの彼氏だ」

「彼氏じゃありませんっ！」

　親しげに呼びかける哲大てつひろに、凱は大声で反論してしまった。

　そう。絶対に彼氏とか恋人とか、そういうものではないはずなのだ。

「ははは。恥ずかしがらなくていいよ。あの子、どういうわけだか恋とかそういう話が嫌いみたいでねぇ。彼氏ができてもボクたちにちゃんと紹介してくれないから。あの子、アメリカ育ちなのに、ボーイフレンドを親に紹介しないところだけは変に日本的でねぇ」

　それはあんたらのせいです――とはさすがに言えない。

　用足しを終えて手を洗っていると、やはり哲大が隣に陣取って話を続けてきた。

「ほら。男親としては年とし頃ごろの娘っていうのは難しくて、どうも避さけられているっていうか、嫌われてるような気がして」

　太くて濃い眉まゆ毛げが、ハの字に垂れ下がる。荒武者と評したくなる厳いかつい目鼻が張りついているのがアンバランスで、見ているこっちの居心地が悪くなってしまう。

「……まあ、避けているっていうか、ちょっと苦手だとは思ってるみたいですけど、別に嫌いってわけじゃないですよ。尊敬してるとか言ってましたし」

「そうかぁっ！」

「わっ！」

　がばっ！

　両目をうるうる潤ませて、哲大がいきなり凱の両手を握った。お互い洗ったばかりで濡ぬれているので、はっきり言ってかなり嫌な感触。

「いやぁ。やっぱりこういう彼氏に訊くのがいちばんだね、ウン。親には言わない事でも、彼氏にはちゃんと話すから。ちゃんと日本になじめるかどうか心配だったんだけど、素す敵てきな彼氏を見つけたみたいでひと安心だ。うん、弐華が彼氏に選んだのが、君みたいな若者でよかったよ」

「一度に四回も彼氏とか言わないでくださいっ！」

　さすがに、そうやってすぐ恋愛ネタに持ちこもうとしたり、人前でイチャイチャするから娘から避けられてるんですよ、と言ってしまうのがはばかられる。何か話題を変えなければと焦あせった凱まさるの口から言葉がこぼれる。

「さっき講義で言ってましたよね。アメリカ生活が長いって」

「うん。二四、五の時に渡って、ずっと向こうだったな」

「すごいですね。ハリウッドで仕事なんて。ベティさんも十代から現場こなしてたっていうし、天才の家系って奴やつですか」

　喋しやべってしまった一秒後に後悔する。

　焦ったせいで、つい本音というか、日ひ頃ごろ気になっているキーワードがあふれ出でてしまった。話題を逸そらそうとして、かえって面倒な事に踏みこんでしまったような気がする。

　哲大てつひろやベティの実績はもちろん、弐に華けだって紛まぎれもなく天才の部類に入るだろう。触れた手の感じから充分な修練を積つんでいるのは推察できるが、それでもあの体術や戦闘力は並大抵のレベルではない。それ以上にあの性格そのものが天才的というか天然というか、まあ凡人ではないが。

「天才ねぇ……。秋あき月づきくんだっけ？　何かコンプレックスでもあるの？」

「……ええ……まあ……」

　弐華だけではない。そもそも家族が全員天才というとんでもない家庭環境だ。客観的に見れば凱だっていろんなスキルの持ち主ぬしという事になるのだが、あんなものは単なる器用貧乏な小手先の技術だ。

　何でも揃そろっていて便利で実用的だけれど、そこにしかない一級品は何も並んでいない一〇〇円ショップみたいな人間――それが凱の自己認識なのである。

「才能がないからってクヨクヨする必要なんてないと思うんだけどなぁ」

　凱の表情の曇くもりから何かを察したのか、哲大はことさらに朗らかな笑みを浮かべて大げさに肩を竦すくめてみせた。

「僕のこの体格、どう思う？」

「立派じゃないですか」

　凱だって細身ではあるが、決して小柄ではない。それでも、この距離では哲大を仰あおぎ見る形になってしまう。よく見れば優しそうであっても、ゴツゴツして硬かたいヒゲに覆おおわれた顔は迫力満点だ。幼児なら泣き出すかも知れない。

「上背も体重も筋肉もあって、脂肪の付き方もちょうどいい。格闘技をやるなら打撃系でも組技系でも思うままでしょ？」

　唐突な質問に、凱はハンカチで手を拭ぬぐいながら素直な感想を答えた。

「うん。本気で戦うのならね。だけど、僕は格闘家じゃなくてスタントマンになりたかったんだよ。だから、ダメだった」

「ダメ……？」

「これだけ目立つ身体からだだからね。誰だれの代役も務つとまらないんだよ」

「あ……」

　哲大てつひろの言っている意味が、凱まさるにもわかった。

　危険なシーンを他ほかの人間の代わりに演じるという事は、その人と大差ない体格が望ましい。つまり、標準から外れるような大柄は適さないという事だ。むしろ小柄の方が子供や女性のスタントができる分需要がある。

「顔出しの悪役とかも勧すすめられたんだけど、どうしても恥ずかしくてダメ。そういう芝居って苦手なんだ」

　そんな羞しゆう恥ち心しんがあるのなら人前で年とし甲が斐いもなくいちゃつくなよと思ったりもしたが、感じる恥ずかしさの質が違うというか、甘さと苦さみたいなもので反応する細胞が違うのだろう、多分。娘の弐に華けだって白いギター背し負よったり馬に乗って現れるのは平気でも、ぱんつが見えると恥ずかしがるし。

「子供向けヒーロー特撮の怪人の中身だって、毎回大男が必要なわけじゃないだろ？　巨大な怪獣だと、実はセットとの比率で小柄な人が重宝される事がある」

「あ、確かに」

「だけど、どうしてもこの仕事に関かかわっていたくてね。演じる側からコーディネーターの道に進む事にしたんだ。アメリカにいる先輩のアシスタントから始めて、運良くすぐに独り立ちできて……ベティともスタジオで出会ったんだよ」

「それはさっきの講義で聞きました」

「あ、そうだね。まあ、生まれつきの才能っていうのは、大きな武器かも知れない。けどね、大きな武器っていうのは邪魔になる事もある。そうだね……変なたとえ話だけど、こーんなグレートソードが最初から与えられてるって考えてごらん。そりゃ、戦う時は素手よりずっと有利だよ」

　刃渡りを表現するため、哲大は両腕を大きく広げた。それこそ目の前の巨漢に似合いそうな長さ二メートルを優に超える肉厚の大剣――剣と呼ぶにはあまりに巨大な鉄の塊かたまりが、凱のイメージに浮かぶ。

「でも、その剣が手て錠じようで自分の身体からだにつながってたら大変だよね？　剣で戦う時には邪魔になるような鎖じゃないけど、他の事は難しくなっちゃう。走ったり泳いだりするのに邪魔なのはもちろん、槍やりの方が有利な時、ダガーの方が有利な時でもグレートソードを振り回すしかない」

　剣、槍、短剣。それぞれで戦う動作を交えながら、哲大は笑った。

「そんなの、手錠を外せばいいじゃないですか。それで剣を鞘さやに収めて、必要な時にまた抜けばいい」

「才能っていうのは、そんな簡単なものじゃないよ。才能が人格を超えている人間を天才っていうのさ。才能や資質を活いかしたい、使い切りたいってどうしようもない衝動に駆られて生きている。停止させたり、切り捨てたりできない、自分自身の中心にしっかりと組み込まれている部品なんだ。それを取り外せば、自分が自分でなくなってしまう」

　哲大てつひろの笑顔に、古びた寂しさが混じっているのが凱まさるにはわかった。

　思わず連想したのは、人気マンガの主人公だ。本人が望むのとは全く正反対の音楽ジャンルについてだけ才能があり余っているという奴やつ。あれなんか、まさに才能が人格を超越しているケースだろう。

「いや。本当の天才というのは、そんな焦燥さえ感じないで、まるで呼吸するように自分の才能を全力運転する人なのかも知れないね。グレートソードを握ったまま、平然と泳いじゃうような人」

　まさに弐に華けがそういう人間だ。

　戦う自分を、正義の味方として存分に使い切る事に何の疑問もストレスも感じていない。傍はたから見れば奇矯な言動でも、彼女自身にとっては自然体という事だろう。

　逆に、止めようもなく溢あふれてくる能力を持て余し気味の天才というタイプにも心当たりがある。

　秋あき月づき家の家族は全員とんでもないが、正真正銘天才らしい天才といえばまずマンガ家をやっている達いたるの名が挙がる。優すぐるや究きわむの知識や思考力は素質プラス本人の努力の賜たま物ものだし、獲えるもオリンピック候補ではあっても現時点で世界記録を叩たたき出だすような超天才スイマーではない。

　中学で既にプロデビューした達は、高校には通っていない。単純に仕事が忙しいという事もあるが、彼女は精神のエネルギーが一いつ滴てき残らずマンガを描かく事に使われているせいか、対人関係が苦手だからだ。ほとんど喋しやべらないし、家族の中でさえ達が呟つぶやくわずかな言葉から彼女の真意を読み取れるのは凱ひとりだ。

　教室のようにたくさんの人間がいる場所だと、目の前の人間から連想した「キャラ設定」が頭の中で止まらなくなってパニック状態になるとも聞いた事がある。才能がある者にはそれ故の悩みや苦しみ、辛つらさが存在する――それは身近な事として認識している。

　けれど、間近には本当の天才が存在しているが自分には才能がない苦悩というのは、身近どころか紛まぎれもない凱本人の実感なのだ。

「おっと。ちょっと話しこんじゃったかな。しかもトイレの中で。まあ、要するに物事は考え方次第って事でね。君はまだ若いんだし、ひょっとしたらこれから何かすごい才能に気づくかも知れないし、あんまり悩まない方がいいよ。はははは」

　そんな話をしながら男子トイレから出ると――。

「ダーリンっ！　遅かったじゃない。ベティ、寂しかったんだから～」

「ははは。ごめんごめん。弐華の彼氏とばったり会っちゃってね」

　いきなり抱きついてきたベティを、哲大が優しく抱き留める。旦だん那なの戻りが遅かったから、ずーっと待っていたらしい。男子トイレの前で。

　まあ、周りに人がいないなら個人の勝手か――と思ってたら、廊下の角に身を潜ひそめていた弐に華けが猛ダッシュで走り寄ってきた。

「せ、先生っ！　さっきの講義の事でごくごく内密に質問したい事があるんですけどっ！」

「どうしたんだい、弐華？　確かに公私の区別は必要だけど、講義の最中以外は普通にパパとママ、そして娘でいいじゃないか？」

「だからっ！　先生にお話があるんですっ！」

　小声で、しかし『先生』の部分に強烈なアクセントをつけて弐華が哲大てつひろを見上げる。

「校内でもその調子でイチャイチャするんだったら、あたしとは他人のフリしててよねっ！　それだけお願い。じゃあねっ！」

　ぐっとボリュームダウンした声で言うだけ言って返事を待たずに弐華は振り返って再び走り出した。

「お、おいっ！　ちょっと待て！」

　ぽかんと見送る哲大ベティ夫妻をその場に残し、凱まさるが追いかける。

　相手の返答を確かめない理由は簡単だ。下へ手たに話し合っても同意してくれそうもないから、一方的に頼むだけという事なのだろう。そのため、他人に見られるリスクを冒おかしてまで一瞬だけコンタクトしたというわけだ。

　

　

　本校舎裏――実習用スタジオ内で、トラックのコンテナから下車したメンバーは滑らかな足取りで整列した。

　全員がダークグレイや黒のツナギ、フェイスシールドの濃いヘルメット。さらにモトクロス用のレガースやプロテクター、あるいは打撃系格闘技用の防具などを身に着けている者もいる。

　ちぐはぐで、見み栄ばえだけなら決して最良とは言い難いスタイル。しかし、現在の日本で容よう易いかつ合法的に調達でき、実用性も高いという点で、虚こ仮け威おどしの軍装よりも「実戦的」な装備だった。

　武装メンバーだけではない。聖せい林りんの制服を着用した生徒も何人か、前もってスタジオ内に待機していた。カメラやハンディライトなどを持った者もいる。

　だが、映画を撮とるためではない。

　フィルムの中で行動するための兵士やテロリストなら、見た目のわかりやすさの方を優先する。既にコスチュームを身につけたキャストが人目を忍んでスタジオ入りする必要性もない。

　コンテナの中から、最後に長身の男が下りてくると全員が直立不動の姿勢を取る。

「無む駄だな敬礼はいい。準備を進めろ」

　押し殺した声――というのは正しい形容ではないだろう。自然な活力を抑制しているというよりも、最初から生命を持たない声。

　たとえるのならかつては生きていたゾンビですらなく、石像が石のまま不自然に動き出したゴーレムを思わせる声の響きだった。

　だが、武装した男たちはその声に怯おびえる事もなく、命じられたまま作業を再開した。

　段ボール箱を下ろし、開封し、中から取りだした金属部品を手際よく組み立てていく。これらにも一切の装飾はない。素材そのままの光沢のない銀色の無骨なパーツの組み合わせだ。

　本体フレーム、トリガー付きのグリップ、そして弓。補助具を用いたテコの原理で張力の強い弦つるが張られ、細い金属棒を削けずった矢がフレームにセットされる。

　連発式のボウガンが、全員に行き渡った。

　さらに、腰のベルトにもそれぞれの武器が吊つるされた。ナイフや特殊警棒の者もいるが、長さ一メートル弱の金属パイプに有刺鉄線を巻き付けた棍こん棒ぼうが主だ。

「全員、装備完了しました。武器の不良などもありません」

　武装メンバーのひとりが、妙に甲高い声で告げる。

「よし。現状の報告を」

「はい、久く城しろさん」

　促されて答えたのはツナギ姿の武装メンバーではない。聖せい林りんの制服を着用した生徒だ。プリントアウトされた校内の見取り図を広げ、全員に説明する。

「本日の放課後、生徒の活動で使用申請が出ているのはここと第二スタジオだけです。当初の予定通り別動第二班は第一放送室、第三班四班はそれぞれ予定時刻に職員室と警備室を押さえるべく所定の位置に待機しています」

「よし」

　どこか興奮気味の説明に、久城は最小限の言葉だけでうなずいた。

　

　

　案の定というか何というか。

　弐に華けが駆けこんだ先は学食だった。

　授業の都合で昼休みがズレこんだり放課後遅くまで実習や自主製作で居残る生徒が多いため、聖林の学食は設備の面でもメニューの面でもかなり充実している。今も放課後のやや半端な時間帯にも拘かかわらず、五〇人ほどが軽い食事をしたり、お茶を楽しんだりしていた。

　そんな中でも弐華は異質だった。トレイに大盛りカツカレーと親おや子こ丼どんと天ぷらそばと日替わりサラダという量を載せ、席に着くや否や猛スピードで掻かきこみ始める。

「……お前、既に大食らいを隠そうという意い図とは完全に消きえ失うせているな」

　水のコップだけふたり分持って、凱まさるが向かいの席に座る。

「一応、隠せるんだったら隠したいわよ。だけど、このストレスを抱えている方が余計苦しいから解消のために仕方ないって事。『銭、バラは買えぬ』って奴やつよ。手持ちのお金が足りないと花だって手に入らない。どうしようもない事ってやっぱりあるのよ……あんがとね」

　豪快に動かす箸はしを一瞬だけ休め、凱が差し出したお冷やを半分ほど飲む。トレイが三人前の料理で埋め尽くされていたため、コップを置く余裕がなかったのだ。

「ひょっとして、それは『背に腹は替えられぬ』と言いたかったのか？　意味は概おおむね合っているが」

「そうとも言うわね」

　うなずきながら、弐に華けは再び親おや子こ丼どんに立ち向かった。

「そうとしか言わない」

　縦ジワが刻きざまれた眉み間けんをもみほぐす。

「一応確認するが、お前が抱えているストレスっていうのは腹が減ってたまらないという事じゃなくて、学校にまで親が顔を出したって理解でいいんだよな？」

「そうに決まってるでしょ！　あーもうっ。まさかこんなところにまで現れるなんて完全に予想外だわ！」

「極きわめて低い確率だが、あり得ない話ではないよな。警戒してなかったお前がうかつだったと言ってやる」

「だったらキミは、同じようなケースを予想してるわけ？」

「まさか。可能性ゼロの事を警戒するのは愚かな事だ。真夏に外出する時、雪に備えてコートを抱えていくバカがいるか？」

　頬ほお張ばったカレーと不満のせいで頬を膨らませている弐華に、凱は余裕たっぷりに笑った。

　秋あき月づき家にも芸能人はいる。ただし、優すぐるはバラエティやグラビアがメインで映画やドラマにはほとんど関かかわっていない。本人に言わせれば、やりがいのある面白い仕事だがリハーサルなども含めた拘束時間が長くて効率が悪いのだとか。達いたるも作品がドラマ化されているからこの業界に無関係というわけでもないが、見知らぬ他人が何人もいる場所に彼女が現れるはずもない。

　究きわむは優れた科学者兼技術者だが社会的には単なる大学生だし、獲えるに至っては中学生。母の雅みやびは本業が忙しい。

　面倒な家族がいるという点では凱も弐華と似たようなものだが、少なくとも学校でいきなり遭そう遇ぐうというトラブルはほぼあり得ない事と考えていいだろう。

　――と思ってたら。

「あーっ！　お兄？　どうしてこんなトコにいるの？」

　いきなり聞き慣れた声の聞き慣れた呼び方。

　学食の入り口から、てってってと駆け寄ってくる姿。

　最初は幻覚かと思った。「こんなトコ」にいないはずというのなら、声の主ぬしの方がよっぽど場違いなのだ。まるで真夏の雪のように。

　小柄で、しかしスイマーらしく引き締しまった身体からだを包んでいるのは、見慣れたジャージ。頭の両りよう脇わきでちょんと結んだ髪型が、ちょっと幼い顔立ちを強調している。

　妹の獲えるだった。

「……それはこっちのセリフだ。ここは高校だぞ、高校」

　思いがけない場所で予想外の人間とばったり会っても、弐に華けほどパニックは起こさない。

　常に冷静である――少なくともそうであろうとするのが秋あき月づき凱まさるという人間だ。弐華相手だとなぜかその原則から外れちゃったりするけれど、姉や妹がもたらすご無む体たいには慣れているのだ。

　末っ子の獲はまだ中学生。どんな校風の学校であれ、高校に現れるというのは不自然だった。

「んー、仕事？」



    

  
    
      



    

  
    
      「お前が何の仕事だよ。優すぐる姉ねえや達いたるならともかく」

「えっとね。対談するの」

　高校生スイマーを主人公にした映画の主演がここの生徒で、タイアップ記事としてオリンピック強化選手の獲えるとの対談が企画されたという事らしい。スイミングクラブのマネージャーは獲ひとりをここに残して先方関係者との打ち合わせに行っているのだとか。

「……主人公が高校生なんだから、選手の方も高校生から選ぶだろ、普通は」

「ほら。ボクってかわいくて写真映えとかいいから」

「自分で言うな」

「あ、そーだ。その映画の原作って達姉だよ」

「はぁ？」

　予想外の事実を告げられて、思わず声が裏返ってしまった。

「春まで連載してた奴やつの映画化だって」

　そう言えば、水泳をモチーフにした作品を手伝わされた事があるが。

「まさか、その縁でお前が対談相手に選ばれたとかじゃないよな？」

　達は「みづきいたる」というペンネームを使っていて、グラビアアイドル秋あき月づき優ゆうの妹である事も、ニュームーングループ創業社長・秋月雅みやびの娘である事も公にはしていない。作品にくっつくあらゆる色メガネ、余計な匂においを遠ざけたいというのが本人の希望だ。

「あ、そーいう事は関係ないみたい。あくまでもボク個人のスター性。だいたい達姉が方針変えたりするんだったら、真っ先にお兄の耳に入るでしょ？」

　極端に無口な達の言いたい事を理解するのは、家庭内でも凱まさるだけだ。その割に今回の映画化の話はまるっきり知らなかったりするが、こういう金や法律が絡からむ実務の話はデビュー以来ずっと一緒の担当が引き受けているから仕方がないといえばまあ仕方がない。

　それにしても、また映画化か。デビューしてまだ三年も経たっていないのに、何作もメディアミックスされている。稼かせぐという点では、優のギャラを上回っているだろう。

　いくら哲大てつひろが気にするなと慰めてくれても、こういう現実を目の当たりにするとやはり「才能」という言葉の重さを実感せずにはいられない。

　そんな事を凱が考えていると――。

「あら？　もういらしてましたの？　あなたが秋月獲さんですわよね？　初めまして。お名前はスポーツニュースなどで拝見しております。本日、対談させていただきます夏なつ川かわ緋ひ咲さきですわ」

「あ、どーもぉ。初めましてー」

　髪をかき上げながら現れた緋咲に、獲がぴょこんと右手を差し伸べる。さすがに芸能人である緋咲の方が礼儀作法はしっかりしている。

「すっごーい。テレビで見るのと同じ、ホントの緋咲ちゃんだ……って、ごめんなさい。年上の人、ちゃんづけにしちゃって」

「構いませんわよ。わたくしも、お名前は常々拝見してますわ。お姉ねえさんとは、お仕事でご一緒させていただいた事もありますし」

　家族に芸能人がいるし、本人も国内大会では上位常連でマスコミ慣れしている。元々の性格も手伝って、獲えるはあっという間に緋ひ咲さきと打ち解けてしまったらしい。

　ここで出会ってしまったのは不幸な偶然だが、獲は獲の仕事なのだからもう放ほうっておいてもいいだろう。

　そう考えて凱まさるは――そっと足音を忍ばせて――この場を離れようとした。

「あ、お兄ーっ！　何か飲み物持ってきて。ボク、炭酸がいいな。果汁入ってるの。緋咲ちゃんは何がいい？」

「わたくしは紅茶……って、あなた、秋あき月づき凱くんの妹さんでしたの？」

「うん。そーだよ。ねー、お兄ー、早くはやくー！」

　がっくり肩を落としながら、凱はドリンクの自販機コーナーに向かった。

　姉たちの悪影響と言っていいだろう。悪意はないのだろうが、獲は兄というのは何を命じても構わない相手だと認識しているフシがある。それこそ、知り合ったばかりの他人の分まで飲み物を言いつけてもいいくらいに。

　まあ、いい。いつもの事だ。慣れている。ここでいちいち獲をたしなめて余計に騒がれたりするよりマシだ――と思っていたら、三人前を片付けた弐に華けまで一緒についてきた。

「……何してんだ、お前？」

「だってほら、キミの妹さんってあたしたちの事恋人どうしとか思ってるじゃない？　その話蒸し返されたりしたくないし」

「あー……それもそうか」

　凱としても非常に悩ましい状況ではある。

　何しろ獲はまだ子供だけあってワガママというか、空気を読む力が非常に低い。放っておくとある事ない事喋しやべっちゃいそうだけれど、わざわざ警告してもヤブヘビになる可能性大だ。さっきトイレ前でヒットアンドアウェイに徹した弐華の方が遥はるかにマシな状況か。

「ねーっ。お兄ー、早く～っ！」

「いいお兄さんですのね」

「うん。お兄はね、ボクのお願いは何でも聞いてくれるんだ」

「そうですの。わたくし、ひとりっ子ですからそういうのってうらやましいですわ」

「お兄～、まだー？」

　獲と緋咲はもうすっかり打ち解けて和やかに会話をしている。

　お願いを何でも聞くというか、ずーっと姉たちにコキ使われているから末っ子の獲は何でも凱にやらせるのが当たり前だと思っているらしい。さらに困った事に、凱は家事だろうが何だろうがたいていの事はこなせてしまうのだ。

　凱まさるの方でももう身体からだに染みついてしまって、いきなりお遣つかいを言いつけられて素直に従ってしまった。

「……よくない傾向だよなぁ……。優すぐる姉ねえや究きわむ姉はわかった上で敢あえてやってるからまだしも、獲えるはあの調子じゃ社会に出てから困るぞ」

　口にしてから本当に「まだしも」と言っちゃっていいのかと疑問を感じたりしつつ、自分の財布から小銭を出して炭酸オレンジとストレートティを買ってしまう。冷静に考えれば緋ひ咲さきの分まで自分が払う義理などないが、多分持っていけばちゃんと立て替えた分として返してくれるだろう。

　ちょっと大おお仰ぎようで高慢でお節介なところはあるが、獲との初対面の挨あい拶さつで見せた通り、おとなに交じって仕事をしているだけあってあれでなかなか礼儀正しい常識人なのだ。「女性はみんな邪悪」という前提に立つ凱にしてみれば、破格の高評価と言っていい。

　その時、入り口の方から聞き覚えのある話し声が聞こえてきた。

「ね、ダーリン。こういうところだと、ハイスクールのカフェテリアを思い出すね★」

「あの頃ころは、ボクがハニーを訪ねていくとすぐに不審者と勘違いされてたんだよねぇ」

　言うまでもない。ちっちゃいのがおっきいのの腕にぶら下がるようにして、互いの肩やら胸やらを一本指で突っつきながら入ってきたのは哲大てつひろとベティの春日部かすかべ夫妻だった。

　あからさまに目立つその風ふう体ていに、学食内の視線が集まる。

「……何でこう、いきなり関係者が集まってくる？」

　缶をふたつ持ったまま途方に暮れる凱。

「まあ、学食なんてほっといても人が集まる場所だけどさ……。あたしたちがここで一緒に席に戻ったりしたら、パパとママがぜーったい余計な事を口走るに決まってるわよ。このパターンはっ！」

「だからって、わざわざここから別々に戻るってのもあまりに不自然だろ。かえって変な邪じや推すいを招く」

「不自然っていうなら、今この瞬間があからさまに不自然よね」

　何しろ弐に華けと凱のふたりは、ドリンクの自販機にぴったり張りつくようにして身を隠そうとしているのだ。ごくごく普通の、せいぜいがちょっと大きめサイズ。そろって隠れるのは難しいから、必然的にぴったり身体を寄せるような体勢になってしまっている。

　幸い、食堂内の注目が目立つ春日部夫妻に集まっているおかげで、誰だれも凱たちを気にはしていないようだが。

　だが、もっと目立つ一団がどやどやと入ってきた。

　助監督と思おぼしき先導者と、ハンディカメラを構えて後ろ向きに歩いている制服姿がふたり。凱の記憶に間違いがなければ、どちらもこの春に転入してきたという技術科の生徒だ。

　凱まさるの脳のう裏りを、微かすかな違和感がよぎる。

　助監督も監督も、普通なら演出科ではないか。

　その違和感は、ふたりに続く一〇人近い列でより強くなった。

　シールドの濃いフルフェイスのヘルメットに、レザーのライディングスーツ。その上からモトクロス用やフルコンタクト空手用の防具を装着している。手に持っているのも手製と思おぼしきボウガンや、その他映像映えしそうにない武器。

　らしくない――違和感が凱の中で危険信号に変わる。

　校内で自主映画の撮影をしているのなら「本当の実用性」がある装備ではなく「それらしく見える」コスチュームを使うはずではないか。それこそ、屋内なのに森林迷彩だとか。

「あなた方、どこのクラス？　校内での撮影許可はちゃんと取ってますの？」

　立ち上がって訊たずねたのは緋ひ咲さきだ。

　校風が校風だから、校内でカメラが回されているのは珍しくない。学校を舞台にした自主制作なら、なかなか空かない実習用スタジオを予約しなくても普通に廊下や教室で撮とれる。だが、だからこそハプニングの臨場感を狙ねらうような特殊なシチュエーション以外では他ほかの生徒に迷惑がかからないよう手続きをするのが当たり前なのに。

　ビュンッ！

　硬質な金属音が響き、ボウガンから矢が放たれた。

　細い鉄パイプを削けずった手製の矢が、リノリウムの床に深く突き刺さる。

「きゃああああっ！」

　真っ先に凶器の破壊力を認識して、甲高い悲鳴を上げたのは亜生あおいだった。

　それが引き金になり、学食内に恐きよう慌こうの輪が広がっていく。

　叫さけぶ者、うずくまる者、逃にげ出そうとする者。

「動くな！　この学校は、我々が占せん拠きよした！」

　天井に向かって拳けん銃じゆうを撃ちながら「助監督」だった生徒が叫ぶ。

　既に「兵士」たちは散開して出入口を固め、全すべての窓のシャッターを下ろした。

　パニックが力尽くで抑えつけられ、行き場のない不安と恐怖の混合物へと、一瞬で変化する。

　凱や弐に華けの家族以上に、ここにいるはずもない者たちの乱入だった。



    

  
    
      
第三章　メガ盛り特大ハード





　武装兵――と言っていいだろう。

　顔などはわからないが体格から判断すれば恐らく大半、あるいは全員が十代だと凱まさるは判断したが、現状で把は握あくできたのはそれだけだった。

「何なの？　あいつら……」

「わからん。だが、ハプニング映像撮影の実習や悪趣味なジョークでない事だけは確かだな」

　緊きん張ちようで喉のどが強こわ張ばる。

　予あらかじめ床の方に何らかのトリックが仕掛けてあるのでもない限り、あのボウガンには人間を殺さつ傷しようするだけの威力がある。

「少なくとも、悪者って事は間違いなさそうね」

　怒りと嬉うれしさが混じった口調で、弐に華けが指をほぐす。

「気をつけろ。お前とは相性最悪だぞ」

「わかってるわよ。あのヘルメットとかがやっかいよね」

　不安に震ふるえる女の子と、それを抱きしめて勇気づける男子――打ち合わせもなくそんな体勢を装よそおいつつ、凱と弐華は周囲には聞こえないよう意見を交わす。

「……この体勢、どうにかならない？」

「今からポーズ変えたりしたら不自然だろーが。この状況じゃ、これがいちばん目立たずに相談できるだろ」

「それはそうだけどさ」

　敵が乱入してきた瞬間、凱の方から即座に弐華を抱き寄せた。まずは「悪者」相手にいきなり嬉き々きとして実力行使に及びたがる「正義の味方」を抑えねばならない。

　武装兵は全部で一五人、それに制服のふたりを加えて総勢一七人か。広い学食の要所要所に配置され、隠れようにも敵の死角が見あたらない。弐華が「怯おびえる女の子」などという不似合いな役どころを演じるのも、身を潜ひそめるのが不可能だったからだ。

　全員が何らかの飛び道具に加え、有刺鉄線を巻き付けた鉄パイプなど実用的な武器も所持している。誰だれかひとりに攻撃を加えようとすれば、他ほかの場所からカバーが入る絶妙な配置。頭でっかちで理屈倒れのミリタリオの連中よりもよっぽど手慣れて練度も高そうだ。

　凱と弐華のコンビがこれまでに戦った相手で、最も本気レベルが高かったのは時と計けいヶが丘おか高校を利用してニセブランド品を密造していたヤクザか。もっとも、立場としては本物であっても人数も少なくセコい仕事をやっている小物中の小物。弐華の手であっさり片付けられたのだが。

「凶器持ってるだけの奴やつって、そんなに怖くないのよ」

　ぽつりと、弐に華けが呟つぶやいた。

　彼女が言いたい事は凱まさるにも理解できる。守りを固めている相手は、単にこちらの技が通じにくいというだけではない。一方的な攻撃や威圧だけではなく反撃を受ける事も、そしてその反撃を退ける事も想定しているという事だ。その発想そのものが手て強ごわい。

　よく観察すると、助監督役が使った拳けん銃じゆうも本物ではない。モデルガンどころか、陸上競技用の古い火薬式スタートガンだ。実際の武器はボウガンだが、群衆を制するには銃声の方が適しているから、そのためだけに持参したという事か。

「オレは、久く城しろという。貴様たちには人質になってもらう。おとなしくしていれば、危害は加えない」

　武装集団のひとりがヘルメットを脱ぬいだ。

　彫ほりは深いが、それが端整さではなく険けわしい印象を生んでいる。ほとんどスキンヘッドに近い短髪と表情の乏とぼしさのせいで、鋼はがねで打ち出したデスマスクのようにも見えた。

　態度だけでなく、実際に体格が他ほかの連中よりひと回り大きい。

「人質って……目的は何ですの？　わたくしは、演技科二年夏なつ川かわ緋ひ咲さき」

　突然の事態にも拘かかわらず、緋咲は毅き然ぜんとした声で訊たずねる。そんな彼女に「監督」のカメラが向けられる。助監督は映画撮影に見せかけるためのダミーだったが、この現場の映像を記録しているのは本当らしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「我々の目的は高校新法の撤てつ廃ぱいだ」

　久く城しろは即答した。

「この法律はお題目だけは立派だが校内の問題を高校生自身に丸投げし、一貫性のある教育を放ほう棄きするものだ。このため多くの若者が断片的な事しか学べない状況が発生している。我々は上の世代の愚行のツケとして不充分で欠陥だらけの制度を押しつけられている。政治家連中は参政権のない我々の叫さけびには耳を貸さない。よって、このような直接行動に出た次第だ」

　よく通るが抑揚の乏とぼしい声で説明し、注目度が高い学校である事や自分たちの主張を広く知らしめるために必要な放送設備などを保持している点など、聖せい林りんをターゲットにした理由を付け加えた。

　主張自体は珍しくない。〈キャビネット〉内でも問題になっている。転校が容よう易いすぎるため、単位制であってもちゃんと筋すじ道みちだった授業は受けにくくなっているのは実感しているし、個々人の学力差は新法以前よりも顕著になっているというデータもあるのは事実だ。

　しかし、だからと言ってこんなテロが有効だとは思えない。それこそ投票はできなくても〈キャビネット〉だって全国の高校生の声を汲くみ上あげ、文部科学省との交渉や調整は続けているのだ。

「そんな無法が許されると思いますの？　他人を暴力で拘束して、正義の味方や革命を気取るつもり？」

「正義など、そんな薄っぺらい言葉を振りかざすつもりはない。ただ現状の間違いを、実力をもって正すだけだ」

　張りと抑揚のある緋ひ咲さきのものに比べるとまるで棒読みのような口調だが、それがかえって重厚な印象を生んでいる。

「ご自分たちの無法は自覚してますの？　それでしたらいちいち説得の必要はありませんわね。不当に拘束したわたくしたち全員を即刻解放しなさい！　少なくともわたくしを含む多くの生徒は、この聖林高校の教育方針を理解し、納得した上で学んでいますわ。高校が多様化しているからこそひとりひとりに選択の自由があり、自ら選択した事への責任が伴ともないます。自分自身の判断と決断の失敗を制度のせいにするのは間違っていますわ。まして、無関係な人間を人質にとるなど！」

「ひ、緋咲ちゃんっ！」

「緋咲、危ないよ」

　さすがプロの女優と言うべきか。すっくと立ち上がり、強い声で朗ろう々ろうと訴うつたえる緋咲のスカートの裾すそを、座りこんだままの亜生あおいと翠みどりが引っ張った。

「威い勢せいがいいな。夏なつ川かわ緋咲」

　言葉と同時に、久く城しろは緋ひ咲さきのみぞおちに拳こぶしをぶち込んだ。

　短く息を吐き、緋咲がくずおれる。

　遠目にもわかる。全く手加減のない、しかし必要以上のダメージを与えないように当てる位置を考え抜いた的確なボディブローだった。

「安心しろ。顔は殴なぐらない。だが、我々も本気だ。人質の都合を、いちいち気にするつもりはない」

　淡々と告げる久城の顔を、緋咲はうずくまったまま見上げる。痛みに脂あぶら汗あせをにじませ、ぎゅっと口を噤つぐんではいるが、大きな瞳ひとみにはまだ激しい意志の光が灯ともっている。

　ふん、と軽く鼻を鳴らして久城は人質ひとりひとりの人相を確かめるように学食内を歩き始めた。もちろん、その間も犯行グループの他ほかのメンバーは武器を構え、監視態勢を崩さない。

　閉じこめられている者のほとんどは手近な仲間と身を寄せ合って震ふるえている。久城が目を向けると、悲鳴を上げてうずくまる者さえいた。

　決して威圧的ではない。だが、まるで生き物という印象がない。ガラス玉どころか、光を反射しない石がそのまま眼がん窩かに収まっているような――。

　ゆっくり、ゆっくりと、しかし自然な足取りで久城が、凱まさるたちのいる自販機コーナーに近づいてくる。

　弐に華けの肩が、微かすかに反応する。

「待て」

　短く、それだけを凱は告げた。

　弐華の考えは手に取るようにわかる。

　正体不明の集団が建物を占せん拠きよしたこのシチュエーション。「カッコいい正義の味方」がやる事は決まってる。

　だが、凱の常識で判断すればあまりにリスキーだ。

　敵の数は多く、全員武器を持っていて、防具で固めていて、恐らくはかなりの訓練を積つんでいる。

「次のチャンスが存在するって保証、ある？」

　そう問われれば、凱も口を噤むしかない。

　恐らくはリーダーであるあの久城という男がヘルメットを外している今は、間違いなく千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのは確かなのだ。

　弐華の技なら、頭にヒットさせる一手。しかし、フルフェイスヘルメットやプロテクターで身を固められていては勝機は薄くなる。脱ぬいでいる今を逃す手はない。

「『盲もう亀きの浮ふ木ぼく優う曇どん華げの花はな』って言うじゃない。次のチャンスなんて待ってられないわ」

「それを言うなら『盲亀の浮木優曇華の花』だろ」

「だからそう言ったじゃない」

「……あ、そうか」

　滅めつ多たにない幸運や偶然という古い言い回しだ。いかにも弐に華けが好みそうな、今時かなりレアなフレーズ。だが、彼女なら絶対変な言い間違いをすると思っていた。

　これは喜んでいい事なのか。それとも何か不吉な兆しなのか。

　弐華が好きな映画やドラマでは、戦いの前に「いつもと違う事」が起きるのはいわゆる死亡フラグという奴やつではないのか。

　逡しゆん巡じゆんした時間は、一秒にも満たなかった。

　バカバカしい。明確な理由があって行動を控ひかえるならともかく、無意味なジンクスに縛しばられるのは道理に合わない。勝機を計算する材料がないのなら、じっと待っているよりも好機に挑むのはひとつの手だろう。

　こんな考え方そのものが、弐華の影響かも知れないが。

「正義って言葉を薄っぺらいって断言するあたり、露ろ骨こつに悪党じゃない」

「オレだって奴らの主張に賛同する気はない。けどな、数でも武装でも上の相手にかかっていって、勝ち目はあるか？」

「あたしは、正義の味方よ。勝てそうだから戦うんじゃない。戦わなくちゃいけないから、戦うの」

　弐華は、きっぱりと断言した。言っている事は同じでもいつもの軽口ではない。真まっ直すぐで強い芯しんの通った言葉だった。

「それに、勝機ならあるわ」

「どこにだよ」

「キミが一緒だもん」

　それが理由になるか――とはさすがに言えなかった。

　少なくとも〈ヴィジランテ〉としては自分が先輩なのだ。弐華ほど簡単に正義を口にする気はないが、高校生の安全と自由、そして権利を守るのが任務だ。脅おどされ、不当に拘束されている状況を見過ごすべきではない。

「……わかった」

　決心し、凱まさるはほとんど息だけの小声で告げる。

　弐華からは返事はなく、ただ視線だけで了解を伝えてくる。

　彼女が何を期待しているのかは、いちいち言葉にされなくても理解できる。弐華が敵のリーダーと戦う間、他ほかの連中の相手を頼むという事だ。

　こつり、こつり。

　女生徒たちが泣きじゃくる声に交じり、久く城しろの足音が近づいてくる。

　弐華の射程に入るまであと三歩、二歩。

　彼女の筋肉が緊きん張ちようする気配が、いや、筋肉が語る弐に華けの思おも惑わくが伝わってくる。

　狙ねらうは一撃必殺。ギリギリの距離まで引きつけて、一撃で決める。

　久く城しろが射程に入り、視線が逸それた瞬間。

　弐華が、そして凱まさるが動いた。

　目一杯半径を稼かせいで加速距離を延ばした伸身前転からの踵かかと落とし。一気に間合いを詰め、脳天を狙う攻撃だ。

　長い髪と、スカートが翻ひるがえる。

　だが――。

「弐華さんっ！　危ないですわっ！」

　緋ひ咲さきが大声で叫さけんだ。怯おびえる亜生あおいがまだ制服の裾すそにしがみついている。

　一秒。

　いや、コンマ数秒。

　その声が、久城の注意を促した。

　腰の棍こん棒ぼうを抜き放つ。

「くっ！」

　舌打ちしながら、凱は手にしたオレンジソーダのプルタブを弾はじいた。

　予あらかじめ充分振っておいた炭酸ドリンクが噴ふん流りゆうになって敵の顔へと飛び出す。

　しかし、久城はそれを防ふせがない。

　瞬時に無害な液体だと見抜いたとしても、目の前に迫るものがあればとっさにガードする。多少のトレーニングでは生物としての反射をコントロールする事などできない。それが普通のはずなのに。

　弐華の脚あしが振り下ろされる。

　久城が棍棒を振り上げる。

「！」

　声ではない。ただの叫び。

　剥むき出しになったふくらはぎの素肌を、鉄パイプに巻かれた有刺鉄線が掠かすめた。鮮せん血けつのラインが数本、弐華の脚に刻きざまれる。

　流血しながら、すぐに弐華はコンパクトに身体からだを縮めて前転し、空振りの勢いを殺しながら立ち上がり、携帯電話を取りだした。

　通話などできない。中に詰まっているのは基盤ではなく鉛のウエイト。ふたつ折りのボディが分かれ、ヌンチャクに変形する。

　弐華が愛用している隠し武器だ。

　それがうなるよりも早く、久城はトゲ付き棍棒で突きかかった。

　武器の長さ、生来のリーチ、そして腕力。

　いずれも久く城しろの方が上だ。

　しかも、命中したのは弐に華けの喉のど笛ぶえだ。

　鍛きたえがたい薄い皮膚を尖とがらせた針金が引ひっ掻かき、直線的な衝撃が気管を塞ふさぐ。

「かはっ！」

　弐華が吐き出した息に、一いつ滴てき血の赤が混じる。

　一歩退ひき、どうにか間合いを取り直して弐華は前まえ蹴げりを放つ。だが、呼吸の乱れと痛みが彼女のキックからいつもの鋭するどさを奪っていた。

　空くうを切る臑すねに久城は容よう赦しやなく棍こん棒ぼうを叩たたき下ろした。

　バランスを崩した弐華の頭上に、次の一撃が振り下ろされる。

「！」

　とっさにケータイヌンチャクを真まっ直すぐに引っ張って掲かかげて受け止める。

　だが、強烈な一撃はふたつのウエイトをつなぐワイヤーを叩き斬きった。

　そのまま棍が脳天に命中する。

　長い髪が数本、トゲに絡からまって引き抜かれる。

　それも、血に汚れていた。

　前髪を伝う流血に顔を染めながら、弐華が膝ひざを突いた。

　フォローに入りたいが、凱まさるも動き出した他ほかの連中の相手で手一杯だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　攻撃を仕掛けてから数挙動。二〇秒と経過していない。相手の反応が素早すぎるし、数も多い。

　トゲ付き棍こん棒ぼうの間合いの長さも凱まさるの不利に働いた。敵の得え物ものがナイフなら、むしろ関節技や絞め技の間合いに持ちこめる。腕一本を超えるリーチがあり、しかも表面がトゲだらけなのでつかんで奪ったり払い落とすのも難しい。

　跪ひざまずいた弐に華けを久く城しろが蹴けり上げるのと同時に、凱も背後から背せ筋すじに一撃を受けて床に伏す。

　彼女を助けるどころか、背中から押さえつけられ頭に追加の一撃を受けて身動きが取れない。

「お兄っ！　がんばって！　負けるなっ！」

　もうダウンしてるというのに、獲えるは無責任な声援を飛ばしてくる。

「弐華っ！」

　ひとり、飛び出す影があった。

　巨体に似合わぬ素早い動きで、倒れている弐華を守るべく覆おおい被かぶさってくる。

　哲大てつひろだ。

　その身体からだ目がけ、久城は容よう赦しやなくボウガンのトリガーを引いた。

　太矢がまず右の腿ももへ。続いて二発目が左、三発目が右の肩口に突き刺さる。

　それでも、哲大は悲鳴を上げなかった。

「パパっ！」

　叫さけんだのは、弐華の方だ。

「大丈夫……。知ってるだろ？　パパは、頑がん丈じようなんだ」

　哲大は笑顔だ。

　だが、明らかに無理に作った、力ない形だけの笑顔。

「でも……。でも、血が……っ！」

「ごめんね。親子だって事内ない緒しよにしろって言われてたのにさ。……それと、フォローするのが遅れちゃって……。やっぱり、もう若くないかな……？」

「いいから、喋しやべらないで！」

　喉のどに受けたダメージがまだ残っているせいで、弐華の声はかすれていた。

　哲大からどくどくと流れ出る血が、娘の制服を赤く汚す。

「抵抗しなければ危害は加えない。言い換えれば、抵抗した者には容赦しないという事だ。なるべく同じ高校生をケガさせたくはないがな」

　久城の冷たい声が宣言する。

　氷のような、あるいは刃物のような冷たさとは違う。氷とは単なる状態だ。熱すればたやすく解ける。鋼はがねの刃物にとって重要なのは鋭するどさであり、冷たさは本質ではない。

　まるで真夜中の砂漠のように、冷たさ自体で生命を拒こばむような声の響きだ。

「ダーリンっ！」

　駆け寄ろうとしたベティだが、武装兵のひとりに押さえられて近づく事ができない。哲大てつひろは娘にのしかかっている状態から、どうにか身体からだを半回転させて仰あお向むけになっただけだ。

「……心配、いらないよ。内臓をやられたわけじゃない。ちょっと血が出てるだけで……。パパ、ケガには慣れてるからね。それより、弐に華けが心配だ。女の子が目立つところに傷ついちゃったら……」

「ちょっとじゃないでしょ！　あたしの方はかすり傷！」

　弐華の顔が青ざめる。

　確かに肺など重要器官を射い貫ぬかれてはいないが、決して浅傷あさでではない事は傍はたで見ている凱まさるにもわかった。大だい腿たい部ぶの動脈が傷ついているようだし、ひょっとしたら肩けん胛こう骨こつにヒビが入っているかも知れない。

「止し血けつは必要だろ。どんな形であれ人質を死なせたら、あんたたちの交渉が不利になる。血だけでも止めれば、多分命に別状はない」

「黙ってろ！」

　どうにか顔だけを上げて告げたが、背中から踏みつけられる。

「確かにその通りだ。だが、お前にやらせるわけにはいかない。そうだな……せっかく校内なんだ。保健委員をやってる奴やつはいるか？」

　久く城しろの声に、おずおずと右手を挙げたのは亜生あおいだった。

「よし。では、お前が手当てをしろ。オレは放送室に向かう。この場の確保と、抵抗した者の拘束、抜かりなく処理しろ」

　凱と弐華が後ろ手に縛しばられるのを確認し、久城はひとりで学食を出て行った。

　救急箱は、武装兵のひとりが持参していた。

　仲間が負傷する事も、人質からケガ人が出る事も、籠ろう城じようが長期になる事も予定のうちという事か――敵の本気さ、準備の良さは凱の想像以上だった。哲大の負傷が想定外なら、その動揺を突くという手もあり得たのだが。

　亜生の手元は震ふるえているが、それでも問題なく哲大を手当てしている。哲大本人が細かな指示を出してくれているおかげもあって、止血も問題ない。

　縛られ、部屋の隅に転がされた凱たちはその様子を見ているしかできない。

「このふたりは、別室に拘こう禁きんしておいた方がいいな」

　不意に、武装兵のひとりが提案した。顔は凱と弐華に向いているが、ヘルメットのため視線まではわからない。硬質な声もくぐもって聞こえる。

「いいんですか？　久城さんの命令なしに……」

「あの人が不在の時は、自分がここの班長だ。放ほうっておいたら何をするかわからないからな。別室に放りこんで、そこに鍵かぎをかけてしまった方が安全だ。自分が責任を持って処理する」

　サディスティックな声の響きに怯おびえたのか。哲大てつひろに包帯を巻き終えた亜生あおいが青ざめた顔で班長を見上げる。緋ひ咲さきも鋭するどい敵意の眼まな差ざしを向けているが、班長はどちらも気にしていないようだ。

「しかし、作戦計画にはない事ですが……」

「黙れ！　責任は自分が取る。自分が班長なのだからな」

「でも……いえ、わかりました」

　仲間に有無を言わせず、班長とか言う男は凱まさると弐に華けを立ち上がらせ、背中からトゲ棒で突いて歩かせる。ふたりとも腕は指に至るまで完全に拘束されているし、両りよう脚あしもどうにか歩ける程度の長さに結ばれてしまった。おまけに、お互いの脚も一メートル足らずのロープでつながっている。

「お兄ーっ！」

　獲えるの声が呼ぶ。

「……安心しろ。何とかするから」

　状況とはかけ離れたセリフだ。

　敵は強く、弐華ともども拘束され、哲大は負傷して戦えない。

　それでも兄としてこう言うしかなかった。

「強がりを言うな。ほら、歩け！」

　少し甲高い硬質な声が高圧的に命じる。

　学食から出た廊下にも人の気配はなく、何か所かの教室の前には同じようなヘルメット姿が立っている。

「弐華、平気か？」

「う……うん。大丈夫」

　左手で喉のどを押さえる弐華に、肩を貸す。臑すねも何本もの細い裂傷から血がにじみ出し、傷の周りは青黒い痣あざにもなっている。かたちよい眉まゆを歪ゆがませているのは痛みか。それとも屈くつ辱じよくか。

「そのまま、真まっ直すぐだ」

　班長はボウガンを構えたまま、凱と弐華の数歩後ろから指示を出してくる。

　校内は、不気味なくらい静かだ。

「学食だけじゃない……。校内全域を一気に制圧したってわけか。どれだけの人数がいる？」

「黙れっ！」

　ヒステリックな叫さけびとともに、凱の背中がまた突かれた。転びそうになり、どうにかバランスを取る。どこかで聞いたような声と口調。形容するなら、典型的な小悪党ボイスという奴やつか。

「そこ。その右のドアを開けろ」

　凱まさるが扉を開けると、即座に容よう赦しやない棍こん棒ぼうの突きが背中に叩たたきこまれた。前のめりになり、そのままバランスを崩してもつれるように倒れる。

　ふたりが放ほうりこまれたのは、第七練習室という小さな部屋だった。普通の教室の三分の一程度という狭せまさで、机どころか窓も何もない。パイプ椅い子すが二脚、壁に立てかけてあるだけ。ただし、四方の壁は残らず防音材で覆おおわれている。主に、演技科の生徒がちょっとした練習をするための部屋なのだ。

「こういう部屋を選んだって事は、聖せい林りんの構造は調査済みって事か。ウチの制服も仲間だったしな」

「ウチの制服？　貴様は、本当はここの生徒ではないだろうが！」

　班長は倒れている凱を踏みつけた。靴くつ底ぞこの硬かたいパターンが、頬ほおを汚す。

「そうやって挑発してこちらの情報を引き出そうとしても無む駄だだ。貴様らのやり口はわかっているからな」

「貴様らって……あたしたちの事を知ってるの？」

　弐に華けがどうにか身体からだを仰あお向むけにして訊たずねる。

「この顔を忘れたとは言わせんぞ！」

　声を上げてヘルメットを脱ぬいだ顔に、凱は見覚えがあった。やせて青白く険けんがあるものの、鍛きたえたのか以前よりはたくましく見える。

「お前……」

「覚えていたようだな。そうとも、忘れられては困る。自分は、貴様たちのせいで全すべてを失ったのだから！」

「えーと……誰だれだっけ？」

　弐華の方は、すっかり忘れていたようだ。

「上うえ杉すぎだ、上杉っ！　貴様らふたりのせいで副会長の地位を失い、母校まで潰つぶされたミリタリオの上杉っ！」

「ああ、ごめんね。あたし、いちいちやっつけた雑ざ魚こキャラの顔なんて覚えてないから」

「雑魚とか言うな！」

　きょとんと見上げる弐華に男――上杉はヒステリックに叫さけぶ。

　東京の遥はるか南にある離れ小島で軍事教育を行っていたミリタリオ学園。前生徒会長が地下室に閉じこめられていたという事件があり、凱と弐華がトラブルを解決した結果、廃校が決まった高校だ。

「お前……まだシャバにいたのかよ？　監禁罪だろ、あれは」

「校内の事件だからな。神かみ山やまが示談に応じた事もあって不起訴になったんだ」

　高校新法の負の側面だ。

　普通なら犯罪に問われるような事件でもほとんどは校内で処理され、被害者も加害者も未成年なので大おお事ごとにならないようにと内輪で片付けられてしまう傾向があるのだ。当事者どうしの問題になった後では〈キャビネット〉が介入するにも限度がある。

「貴様らに味わわされた屈くつ辱じよく、決して忘れんぞ。余計な手出しで潰つぶされなければ、自分はミリタリオで軍師としての天性の才能を伸ばす事ができたのだ！　高校新法で自由や個性を尊重するなどと口先では甘いエサを撒まきながら、自分たちの意に沿わぬ高校は廃校にするのが文科省のやり口。そして〈キャビネット〉は高校生の自治と権利を謳うたいながら、その走そう狗くとなって働く裏切り者だっ！」

「勘違いするなよ」

　目を吊つり上げて叫さけぶ上うえ杉すぎを、凱まさるは強い眼まな差ざしで射た。

「軍事教育を取り入れるミリタリオの方針が間違ってたんじゃない。そこでお前らがやってた事が間違ってたんだ」

「黙れ黙れ黙れっ！」

　ガシッ！

　ブーツの底が、また凱の顔を床に押しつける。冷たい痛みが頭を締しめつける。

「卑ひ怯きよう者ものっ！　縛しばられてる相手にしか強気に出られないの？」

　弐に華けが叫ぶ。

「何とでも言え！」

「さっきは黙れって言ったじゃない」

「……げ、現に貴様らは縛られ、身動きできない身だ。正義の味方を気取っても、我々の数と武装、戦略の前に、たったふたりで何ができる？」

「……ただの班長さん風情が、ずいぶんご立派だな」

「黙れっ！」

　ワンパターンな怒声を上げ、上杉が凱の顔を蹴けった。

　口中が切れて、金臭く不快な味が広がる。

「貴様らの生せい殺さつ与よ奪だつは、この自分が握っている事を忘れるな。ミリタリオでは他ほかの連中が無能なせいで失敗したが、久く城しろさんは自分の軍事的才能を認め、班長として取り立ててくれた。そうとも！　これこそが自分にふさわしい地位であり、これまでの不当な扱あつかいを覆すための戦いなのだ、これは！」

　縛られている凱と弐華を見下ろし、薄い口唇くちびるを笑みの形に歪ゆがめて、上杉は勢いよくトゲ棒を振り下ろした。

　素振りだ。

　しかし、巻きつけられた針金のトゲが、弐華の目前を掠かすめる。

「それにしても……よくよく自分の邪魔をしてくれるな、貴様らは。まさか〈キャビネット〉が我々の計画までつかんでいたとはな」

「別にそうじゃなくて、偶然だけどね。ううん、どっちかっていうと運命か。悪党が陰謀を働く場所にたまたま居合わせるのが正義の味方だから」

「減らず口をっ！」

　びゅんっ！

　今度は、素振りではない。

　弐に華けの頭に命中する。髪がクッションになってトゲは浅い傷をつけただけだが、端整な顔が一瞬だけ微かすかに歪ゆがんだ。

「やめろっ！　お前が恨むなら、どっちかっていうとオレの方だろ！　それにいいのか？　オレたちが〈ヴィジランテ〉だって事を仲間に報告しなくても！」

　思わず叫さけぶ凱まさるを、上うえ杉すぎが蛇めいた目つきで睨にらむ。

「……そんな事をしたら、貴様らの身柄を自由にできないじゃないか。久く城しろさんが直接貴様らを尋じん問もんするに決まってる」

　上杉の薄い口唇くちびるの上を、濡ぬれた舌が這はう。

　ある意味で、ミリタリオの頃ころよりも彼は軍人らしかった。ただし、安っぽい映画にでも登場しそうなサディストの憲兵ではあるが。

「なるべく捕虜を傷つけるなって命令だからな。いくら自分が班長であっても、他ほかの奴やつの前で貴様らを殴なぐるわけにはいかないが、この密室でなら、悲鳴も外には聞こえないというわけだ」

　目を血走らせ、上杉が高々とトゲ棒を振り上げる。

　その瞬間――弐華が立ち上がった。

　両腕の自由がないまま、背はい筋きんと腹筋の力だけで一瞬上体を跳ね上げ、すぐさま凱がその下に身を潜らせて下から肩で押し上げたのだ。

　そのままヘッドバットをぶちかますように倒れてきた弐華を、上杉は反射的に身を捻ひねってかわす。

「は――」

　攻撃の空振りを見て高笑いしようとした彼が出せたのは、最初のひと息だけだった。

　弐華と凱の脚あしを結ぶロープが、上杉の脚に絡からまった。

　バランスを失い倒れてくる顔面を、今度こそ凱の頭突きが迎え撃つ。

　鼻を強打されてのたうつ上杉の顔面に、もう一度反動で起き上がった弐華が膝ひざを入れる。

　両の鼻穴から血を流しつつ、上杉はあっさり気絶した。

「……もうっ！　こんなに縛しばったりするからカッコ悪い攻撃しかできなかったじゃない。顔へのニーとかって、返り血が付くからイヤなんだよね」

「一応相手の事も心配してやれよ。不慣れな攻撃だから、余計なダメージ入っちゃったかも知れないだろ。ベルトのバックル引っ張ってくれ。刃物が仕込んである」

「ＯＫ」

　相手の正体が割れた時点で、特に打ち合わせなしでもお互いの思おも惑わくは一致した。縛しばられていても二体一。敵の実力は知れている。だったら、今が脱出のチャンスだ。

　パートナーが攻撃のタイミングを計っている事は、わずかな目配せや息づかい――いや、筋肉のちょっとした反応だけでも伝わる。

「ちょ、ちょっとごめんね」

　横たわった凱まさるの上に、弐に華けがのしかかってもぞもぞ動く。お互い手を動かせない上に互いの脚あしが半端に結ゆわえられているから、位置取りもままならない。自由になるのは口だけなので弐華は何とか身体からだを折り曲げ、凱の脚の上にうつぶせに身体を乗せ、何とか己の頭を凱の腰の当たりへと運ぼうとする。

「ちょ、ちょっと待て！　そこじゃない。もっと上だ。上！」

　もぞもぞ動く弐華の胸の感触が太ふと股ももに押し当てられる。しかも、顔は脚の付け根付近で蠢うごめいている。別の何かを連想してしまいそうな位置関係になってしまった。

「仕方ないでしょ！　だいたいキミがこんなところに刃物隠してるからこうなるんじゃない！　普通は靴くつとかでしょ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　凱まさるの腹というか下腹部というか、まあそんなポジションに頭を押し当てる姿勢で弐に華けが不満を訴うつたえる。その声まで、間近な振動として伝わってくる。

「踵かかとにも入ってる！　こんな風に縛しばられてたら、そっちの方が取りづらいだろ！　それを言うなら、お前だって携帯電話をヌンチャクにしたりするだけじゃなくて、もうちょっといろいろ役に立つ小道具くらい自前で何とかしろ！」

「悪党を華麗にやっつけるのはいいけど、敵に捕まって縛られるなんていうのは、あたしの予定には入ってないの……っ！　よ……っと！」

　防音の部屋にふたりきり――というか、もうひとりは完全に気絶しているので夫婦めおと漫まん才ざいというツッコミは入らない。

　どうにか弐華は凱のバックルから小型のナイフをくわえて引っ張り出し、そのままもう一度イモムシの絡からみ合いみたいに凱の身体からだを乗り越え、どうにか手首のロープを切る。ひとりの腕が自由になれば、後は簡単だった。

「携帯は……通じないか」

　予測はしていたが、圏外表示の携帯をポケットに戻して凱は舌打ちする。

　建物をまるごと制圧、封鎖という手段を採る以上、敵は外部との交渉を一元化したいはずだ。人質が外と連絡すれば、自分たちの戦力や布陣を知られてしまう。全員から取り上げるのは難しいから、何らかの妨害手段は予め講じてあるのだろう。

「外と連絡ができなくても、ここにはあたしたちがいるわ。ここからは逆襲タイムの始まりよ！」

　乱れた髪を整え、制服のスカーフをバンダナ代わりにして額に巻きつけ、縛られていた腕と脚あしをストレッチでほぐしながら、弐華が不敵に笑う。もう喉のどは押さえていないが、ダメージのせいでいつもよりかすれた声だった。表情も気楽な笑みではない。隠してはいても、はっきりとした怒りが瞳ひとみの奥に燃えている。

「焦あせるなよ。人質がいるし、敵の規模もまだわからないんだ」

「わかってる。そっちは、任せたから」

　警告しながら凱が上うえ杉すぎのプロテクターを外してツナギを脱ぬがせると、すかさず弐華が自分たちを縛っていたロープをリサイクルしてぐるぐる巻きにした。

　打ち合わせしなくても、ふたりの頭の中でプランは一致していた。

　拘束したふたりを閉じこめに行っただけの上杉班長がいつまでも戻らなければ他ほかの仲間が不審に思う。だから、凱が上杉に変装して学食に戻る。

　幸いヘルメットで顔は見えないし、身長もさほど違わない。ごまかして時間を稼かせげるし、あそこにいる人質――特に獲えるや弐華の両親の安全を確かめる事もできる。

　その間に、自由になった弐華はどうにかして校内を探索して敵の人数や装備などを調べ、可能ならば戦力を削けずる。必要なら状況を外部に伝える。

「……ちょっとあっち向いてろ」

「何で？」

「お前、自分は短いスカート翻ひるがえしてぱんつ見せると恥ずかしがるくせに、オレの下着姿は平然と見つめるとでも言うのか？」

「ああ、そうだね。ごめん」

　くるっとターンした弐に華けの背中を見ながら凱まさるは自分の制服を脱ぬぎ、ライダースーツに着替えた。凱が着替えしていても気にせず――というか、嫌がるのを面白がってずかずか部屋でも風ふ呂ろでも入ってくる姉がいても、恥ずかしいものは恥ずかしい。

「よし……。もういいぞ」

「はいよ」

　振り返った弐華の前で胸のジッパーを上げ、プロテクターの留め具を填はめていく。

「こいつに肩書きとかつけちゃうんだから、久く城しろ以外は大した事ないのかもね」

　半はん裸らでイモムシ状態の上うえ杉すぎを見下ろし、弐華が笑う。

　万が一上杉が気絶から覚めても声など上げられないように猿ぐつわを噛かませる。ロープの切れ端はしがまだ充分に残っているのにわざわざ本人の靴くつ下したを脱がせて口に押しこんだのは、弐華なりの怒りの表明だ。

「その意見にも一理あるが、もうひとつ見落としちゃならない点があるぞ」

「何？」

「久城たちの組織は二か月程度で、こいつをちゃんと使える兵士として鍛きたえあげたって事だ。聖せい林りん占せん拠きよのため、入念に下準備もしている」

　予め仲間を何か月も前から転校生として送りこみ、下調べをさせるとともに行動の際の偽装としても活用する手際の良さ。さらにこれ見よがしの派手なものではない装備も連中の本気ぶりの表れと言える。

　上杉が持っていた棍こん棒ぼうも、よく考えられた武器だ。軽くてリーチが長く、扱あつかいやすい。巻きつけた有刺鉄線は見た目の迫力に加え、浅い傷を大量につけて派手に出血させるので威い嚇かく効果が大きい。それでいて刃物とは違って「意い図とせぬ大ケガ」はさせにくいというメリットもある。射程が長いボウガン、確実に傷つけるためのナイフも装備し、状況に応じて使い分けるのだろう。

　言い換えれば、そういう発想に基づいて充分な訓練をしているという事だ。

「ＯＫ。油断しない。久城がやっかいなのは間違いないしね」

　凱の見立てでも、奴やつは紛まぎれもない強敵だ。

　例えば、弐華の戦い方は相手を倒すための技を中心に組み立てられている。より正確に言えば、クリーンヒットで気絶させるための技。

　モーションの大きな打撃系が彼女の性格に合っているという事もあるが、あっさりノックアウトする事で戦いを短く終わらせ、余計なケガを与えないという意味もある。単純で英雄志願、喝かつ采さい願望の持ち主ぬしではあっても春日部かすかべ弐に華けはサディストではない。圧倒的強さで敵を弄もてあそんでも、流血は避さけるのが弐華のスタイルだ。

　凱まさるも同じようなものだ。関節技は痛みをコントロールしつつ後々まで残るようなダメージを与えないように調節もできるし、絞めれば負傷させずに無力化する事も難しくない。

　だが、久く城しろの戦い方は違う。

　奴やつはトゲ付きの棍こん棒ぼうで弐華の喉のどを突いた。臑すねも打った。

　ダメージの大きい凶器で、全くためらう事なく正確に急所を狙ねらったのだ。

　骨も貫くほどのボウガンをためらいなく哲大てつひろに使った。敵を傷つけ、場合によっては死なせる手段を容よう赦しやなく使ってくる。激情に駆られて過剰に攻撃してしまうのでもなく、殺さつ傷しようを躊ちゆう躇ちよするのでもない。危険な力を、冷淡な制御の下もとに置く。

　顔に何かが飛んできても、瞬時にそれを無害な液体と判断して反射的に目を閉じる事さえしない。

　単純な力や技以上に、その精神が脅きよう威いだった。

　しかし、同時に凱は安心と頼もしさも感じていた。

　そんな敵の性質も実力も理解していながら、弐華は久城を「やっかい」と評したのだ。「恐ろしい」ではなく。

「やっかいだし、許せない。あたし、ああいう戦い方する奴に、負けたくない」

「ああ。だが、スタンドプレーは禁物だぞ。一対一で再戦して勝つ事にこだわるな。何しろこのままじゃお前が逆転勝ちする根拠がない」

　初戦で敗れた正義の味方がリターンマッチで華麗に勝利。いかにも弐華が好きそうなパターンではある。しかし、こっちが修行してパワーアップするような時間があるわけではない。

　目的は、あくまでもこの事態の解決。人質を守り、一刻も早く解放する事。久城と戦うのは、そのために採りうるオプションのひとつでしかないし、倒す必要があるのなら、卑ひ怯きようと言われそうなふたりがかりも凱は辞さない。

「大丈夫。何をすべきかはちゃんとわかってるって。それに、敵が手て強ごわくてもキミとあたし、ふたりもいるんだもん。ジョン・マクレーンよりずっと有利じゃない！」

「あそこまでハードな目には遭いたくないけどな」

「同感」

　サムアップを残して弐華は机に上ってパネルを強引に押し外し、天井裏に消えていった。

　

　

「ホコリっぽいのが面倒なんだよね……。映画とかじゃだいたいそういうディテール無視しちゃうけど」

　天井裏――正確に言えば、一階と二階の狭はざ間まにある配線や配管のための狭せまいスペースで、動くたびに舞い上がって喉のどや目に襲いかかってくる細かな塵ちりに辟へき易えきしながら、弐に華けは匍ほ匐ふく前進で進んでいく。

　階下から微かすかに漏もれてくる光だけを頼りに、まず目指すのは警備室。そして隣接している第一放送室。正門裏門にそれぞれ設置されている詰め所を統括し、防犯カメラや門もん扉ぴの開閉を制御する要所だ。それに、久く城しろは自分たちの主張を知らしめるとも言っていた。

　地域のケーブルテレビには生徒の作品を流す『聖せい林りんチャンネル』があるし、ネットにつながったウェブカメラもある。

　この二か所は襲撃者にとっても要のはずだ。

〈ヴィジランテ〉の仕事として一週間以上もこの学校にいたのが役に立った。実際にはそこまでやる必要もなく「問題なし」という目め処どがついたのだが、生徒会の不正という情報の真偽を確かめる必要から、通常の校内見取り図だけではなくこういう構造も一応頭に入れておいたのだ。

　セキュリティが厳しい聖林。しかし、逆に乗っ取った側が警備システムを制圧掌しよう握あくすれば外部からの介入を防ふせぐ手立てにもなる。これも映画なんかでよくあるシチュエーション。

「だいたいのパターンとして、荒くれ者ばっかりの犯人グループにひとりだけちょっとイカレたハッカーがいたりするのよ。で、他ほかの連中から浮いてて、趣味に走ってボスにたしなめられたりする」

　物音を立てないように注意しながら、それでもつい呟つぶやいてしまう。

　目的地にたどり着いた弐華は、慎重に天井パネルをずらして下をのぞき込んだ。

　やはり、黒ずくめと聖林制服の混成部隊に制圧されていた。ガードマンたちは全員縛しばられ、部屋の隅に転がされている。

　制服の奴やつで油断させて、スキをついて気絶させたってあたりか――相手の装備を確かめ、弐華は推測した。

　ここを確保している黒ずくめは、例の棍こん棒ぼうではなく大型のテイザーガンを装備していた。電でん極きよくを発射して相手を気絶させる、本来は護身用の器具だ。見た目で威圧する必要がなく、短時間で倒す必要があるから武器を使い分けているのだろう。制服の奴もスタンガンくらいは隠し持っているかも知れない。

　恐らく操作法も事前に調べておいたのだろう。校門は全すべて閉ざされ、校内各所の防火シャッターを下ろすなどして人質を閉じこめ、しかもその様子をモニターで監視しているのが弐華の位置からもどうにか確認できた。

　武装した奴が三人、生徒がふたり。

　普通なら苦戦する人数ではない。久城戦の負傷は痛むが、技のキレに影響するほどでもないはず。

　どうする――？

　弐に華けの額に、汗がにじむ。

　敵の強さがわからない上に、他ほかの部屋の状況も不明のままだ。警備室だけ奪だつ還かんしても、自分はシャッターや門もん扉ぴの操作方を知らない。ここで勝っても、他の部屋から増援が駆けつけたら、向こうで動いている凱まさるに危険が及ぶかも知れない。

　迷ったのは、ほんの数秒だった。

　敵の装備をもう一度確かめ、弐華は天井を蹴けり下ろし、一気に警備室に降り立った。

「誰だれだ？」

「悪党が立てこもっている場所に上から現れるのは、正義の味方に決まってるでしょ！」

　ヘルメット越しの誰すい何かに答えながら、着地の反動でジャンプ。全身をツイストしたソバットの一回転で、まず制服のふたりの顎あごを蹴る。着地ポイントは、ふたつのターゲットを同時に狙ねらえる位置を選んだ。

「貴様っ！」

　正面から来たふたりの武装兵が腰の鞘さやからナイフを抜いた。

　斬きりつけるのではなく、真まっ直すぐに突きかかってくる。訓練された動き。

　うなじにも、生毛うぶげが逆立つような気配を感じる。

　数の不利を補おぎなうため防具なしのふたりを優先したから、武装したひとりに背をさらす形になってしまった。

　再度の着地と同時に、今度は低く身を屈かがめる。

　左ひだり脚あしを軸に、右を伸ばして大きく円を描く。

　足払いが効いたのはふたりだけ。正面のひとりが、そのまま刃やいばを立てて迫る。

　立ち上がりながら、左ひだり肘ひじでナイフを握った腕をはね上げる――つもりだった。相手の反応が予想より一秒早い。

　冷たい金属が皮膚の内側に侵入する灼しやく熱ねつの感覚。

「くっ！」

　舌打ちと同時に、赤い飛沫しぶきを飛ばしながらエルボーを相手の喉のど元もとに叩たたきこむ。

「ごヴっ！」

　鈍い悲鳴が響く。

　喉を押さえてもがき苦しむ相手を放置し、振り返る。

　転倒させたふたりが立ち上がり、姿勢を整えるよりも早く、弐華のキックが高々と振り上げられる。

　真下から、ヘルメットごと頭を揺さぶる一撃がまずひとりを、そこから袈け裟さ懸がけに振り下ろされる一撃がもうひとりをノックアウトする。

「……き……っ！」

「ごめんね！」

　ナイフの男が立ち上がろうとするのに掌底のカウンターを合わせる。やはり顎あごを押し上げるような打撃を受け、敵は仰あお向むけの大の字になって倒れた。

　眉まゆ根ねを寄せながら、ハンカチの端はしをくわえて腕の傷を縛しばった。三さん角かく巾きんとまではいかないが、こういう事も考えて普段から大きめのものを持ち歩いている。

　できれば、すっきり気絶させるようなクリーンヒットを与えたかった。喉のどやみぞおちのような、相手が苦しむ部位を攻撃するのは趣味ではない。

　肘ひじや膝ひざを使うのもそうだ。通常のキックよりも間合いが短くて不利な事もあるが、相手を速やかに昏こん倒とうさせるというより、確実かつ強烈なダメージを与える技は、本来好みではない。

　しかし、防備を固めて訓練を積つんだ敵が相手ではさすがに余裕がなかった。

　小さく舌打ちしながら、自分の喉元を撫なでる。久く城しろに打たれた痛みは引いたはずなのに鈍くうずくような感触が甦よみがえる。不本意な手を使った心痛が傷口から浮かび上がってくるみたいだった。

　気絶から覚めないガードマンのロープを解ほどいて倒した五人を縛り直す。

　面倒で地味な作業だが、手を抜くわけにはいかない。映画だったら「倒した敵」は特別な伏線でもない限り放置しても再起したりしないのに。

「……痛……っ！」

　作業していると、左腕の傷に痛みが走った。

　今まで相手にしてきた、ロクな技もない不良や理屈倒れで戦闘技術のない連中とは違う。たった五人を相手に、こっちが奇き襲しゆうをかけたのに傷を負った。

　これから先、戦い抜けるか――脳のう裏りに浮かんだ不安を、不機嫌そうな面おも影かげが吹き払う。

　大丈夫。

　あたしひとりじゃない。

　あいつだって、解決のために動いている。

「ちょっとケガしたけど、ちゃんと服も着てるし靴くつだって履いてる！　相手だってスキルはあっても本物の銃で武装したテロリストとかじゃないんだもの。ニューヨーク市警の不運な刑事に比べれば戦力は二倍。心強さは百万倍以上！」

　ぴしゃんっ！

　両手で頬ほおを軽く叩たたいて気合いを込め直す。

　この奇襲だって何も考えずにやったわけじゃない。勝算はあった。

　敵の武器がテイザーガンやスタンガンなら、そう何度も連続使用はできない。一度か二度でチャージ済みの電気は放出してしまう。警備員を昏倒させたのなら、こっちに使う分は残っていない公算が大きい。

　それに、敵の装備の中にトランシーバーの類たぐいが見あたらなかった。

　携帯電話が使えなくなっている以上、敵どうしも普通に連絡は取り合えない。それなのに代わりの無線機を用意していないという事は、状況に応じて柔じゆう軟なんに行動するというよりも、事前に綿めん密みつな作戦を立てた上で、それぞれのチームが己の役目を予定通り完かん璧ぺきにこなすという方針だろう。

　それなら、すぐに強きよう襲しゆうしても増援が来るリスクは少ない。

　いつもなら細かい事は考えずに力押しで正面突破が弐に華けのスタイルだ。こういう判断は、どっちかというと凱まさるの領分だろう。だけど、まるで頭の中に小さな凱がいてアドバイスをしてくれたみたいな気分。

「あたしの中に凱がいるし、多分あいつの中にもあたしがいる。あたしの中の凱の中にもあたしがいるんだ」

　まるで合わせ鏡のように無限に連なり、力が増幅されていく。これならふたりだけのイレギュラーだって状況をひっくり返せる。

　ただ、ぐずぐずしている余裕はない。無線連絡はなくても乱闘で音は聞こえたはず。放送室は防音になっているけれど、何かの拍子に勘づかれていないとも限らない。

　急いで、隣も奪い返さないと。

　普通にドアから入ろうとしても、内側から施錠されていれば手間取る。それに無線機はなくてもそのまま校内放送で異常を久く城しろたちに伝えるという手だってある。

　弐華はもう一度天井裏に上り、隣の部屋の状況を確認した。

「え……？」

　同じように隙すき間まから下を見ようとしたが、光が全くない。部屋の照明だけではない。機材が稼か働どうしているのなら、いろんなランプが点ついているはずなのに。

　物音も、人の気配もない。

　思い切って弐華は、天井を蹴け破やぶるようにして放送室に降りた。手探りで照明を点ける。

「……どうなってんの？」

　やはり、誰だれもいなかった。

　放送機材は、どれも稼働していない。試しにコンソールの主電源スイッチを押してみたが、反応はない。

　故障かと思ったが、原因はすぐにわかった。コンセントが引っこ抜かれているのだ。しかも、そのコードがペンチか何かで切断してある。

　機材をやたらと破壊する必要などない。使用不能にするための、地味で確実なやり方だった。いかにもこの連中らしい。

　しかし、連中自身が自分たちの主張をアピールするという話はどうなったのか。久城が言う通り政府に要求を突きつけているのなら、校舎を警察が取り囲んでいるはずなのに、その気配もない。

　敵の言ってる事とやってる事が違いすぎる。

「待て待て。落ち着くのよ。でもって、考える！」

　ぴしゃんっ！

　自分の頬ほおを、平手で叩たたく。

　敵の言ってる事を額がく面めん通りに信じて力押しだけで万事解決――そんなパターンばっかり考えているとまた凱まさるにツッコまれてしまう。ここにあいつはいないけど、あいつがいつも言ってる事を参考に知恵を巡らせるくらいは自分にだってできる。

　犯人グループは、放送室を破壊した。警察も動いていない。

　つまり、政府と交渉したり自分たちの要求を広く知らしめたいと言っていたのは嘘うそ。むしろ外部との連絡手段を完全に遮しや断だんしたがっている。

　でも、それなら本当の目的は何なのか。

「あの映画だと、反日がどーのっていうのが全部フェイクで本当はただの金目当てだったんだよね。という事は、久く城しろたちもそっちのパターン？」

　バカか、お前は。どこまでお脳がシンプル構造だ。

　頭の中で、凱の声が聞こえたような気がした。

「違う違うっ！　それでもやっぱり不自然じゃない！」

　単なる金目的だとしたら大がかりすぎる。何十人も動員して、たっぷり訓練して、武器も揃そろえた。でも、この学校にはそんな大金があるわけじゃない。お金以外の何か貴重なものが保管されているなんて話がないのも、今日までの調査でわかっている。

　身代金を取るためと考えても、やっぱり変だ。

　それならここまで手間をかけずに、少人数のグループで、もっと少ない人質を取った方が確実だし、分け前も多くなる。ハイジャックやトレインジャックのような例外もあるが、実行犯より遥はるかに大人数の人質を閉じこめ、管理するのはリスクが大きすぎる。

　聖せい林りんだけの特別な事情と言えば、緋ひ咲さきのような有名人がいる事か。

「あっ、そーかっ！　ひょっとして、別の映画？」

　誘ゆう拐かいや監禁の身代金は、何も人質の家族から取る必要はない。まるっきり無関係であっても「人の命」を材料に第三者を脅迫する事も可能なのだ。例えば人違いで、社長自身の子ではなく運転手の息子を誘拐してしまっても、社長に身代金を要求するというやり口が成立するように。

　弐に華けが連想したのは、元ネタになっているエラリー・クイーンの小説ではなく、世界のクロサワの映画の方だった。

「そうだよ、緋咲ちゃんなんか、彼女の命と安全のためだったら、お金を出すファンだってたくさんいるはず」

　ひとりひとりのファンには大金を支払う能力がないとしても、彼女のためなら一万円は出せるという人間が日本中に一万人いれば、それだけで一億円。海外のファンも含めればかなりの額になるはず。

　冷静になれ。そうやって、安直な思いつきにすぐ飛びつくな。

　また、脳内の凱まさるが冷や水を浴あびせた。

「……そうだよ。それでもやっぱりおかしい」

　弐に華けが考えた通り、広く浅く身代金を集めるためなら、ますます放送室を破壊する意味がない。インターネットを使って、全世界に「募金」を求めるはずだ。

　多分、聖せい林りんをターゲットにした事に理由はあるのだろうけど、校舎が持つ放送設備とは無関係。

「あーっ、もうっ！」

　どうにも思考がまとまらず、頭を掻かく。傷に指先が触れて、一瞬眉み間けんが強こわ張ばる。

　脳内の凱は思考の甘さをチェックしてはくれるが、正解に導みちびくインスピレーションまでは与えてくれないらしい。

　だったら、それでいい。

　敵を倒すのと真相究明、両方が必要というのなら、弐華と凱それぞれにまだ見せ場があるという事だ。

　謎なぞ解ときはそっちが得意な凱に任せて、自分は勘違いで突っ走らないように頭の中のあいつにブレーキをかけてもらいながら、ひとつずつ目の前の問題を解決していけばいい。

　腕の傷をもう一度縛しばり直し、弐華はもう一度天井裏に飛び上がった。



    

  
    
      
第四章　お兄ちゃん、危機一髪

　

「遅かったですね」

　学食に戻った上うえ杉すぎ――の扮ふん装そうをした凱まさるに、仲間のひとりが問いかける。

「……」

　無言でうなずくだけで「きちんと監禁してきた」という事を伝える。

　その気になれば上杉のモノマネくらいは即そつ興きようでこなせるが、敵組織の内実も声をかけてきた相手の名前もわからないなら、なるべくボロを出さないように振る舞うべきだろう。幸い、最初の威い嚇かくが効いたせいか生徒たちはおとなしくしているし、武装集団も配置について監視しているだけ。

　班長という肩書きと現在の布陣から判断すれば、本来上杉が立つべきポジションも推測可能だ。

　その位置に陣取り、学食内をざっと見回す。

　いちばん心配な哲大てつひろは大きな身体からだを壁に預けるようにして、床に直じかに座りこんでいる。負傷していてもなお警戒すべき相手と見なされているのだろう。脚あしはテーブルに結ゆわえつけられている。

　出血はもう治まっているようだが、巻きつけた包帯には赤い模様が浮かび上がっていた。傍かたわらには、心配そうな表情のベティが付き添っている。

　獲えるも含めた他ほかの人質はひとつところに集められ、武装兵の監視下に置かれている。蒼そう白はくな顔で震ふるえている皆を、緋ひ咲さきが励ましているようだ。

　戻ってくる途中でざっと観察した限り、他の教室も似たような状況らしい。

　とりあえず、優先すべきはこの場の人質の安全を守る事。そして正体がバレないように用心しながら敵の会話に耳を傾け、情報をつかむ。

　上杉とすり替わった事がバレなければ、それだけ弐に華けがフリーで動ける。さすがにいきなり久く城しろを捜し出して決闘を挑むような無む茶ちやはやるまい。それ以外なら、あいつがどんな状況を作っても自分は対応してみせる。

　いざという時に適切なアクションを起こすために状況を把は握あくし、場合によっては伏線を張っておく。それが、自分の役目だ。

　そう考えて神経を研とぎ澄すましたのだが、凱の思おも惑わくとは違って武装兵たちの間にはほとんど――というよりまるっきりと言っていいほど会話がなかった。自分たちを引っ張って行った時の上杉の発言が例外になるくらいだ。

　あまり和やかに談笑されてもこっちの正体がバレる恐れがあるので、その意味では助かるのだが、敵の思惑や命令系統など何もわからない。呼称ひとつにしても組織の方針や性格が表れるものなのに。

　そういえば、この連中は組織としては名乗っていない。久く城しろが己の名を告げたきりだ。システマティックにまとまった組織というより、あの男が部下を率ひきいているだけという事なのかも知れない。

「……いや……。怖い……。誰だれか……助けてっ！」

　うずくまって震ふるえていた亜生あおいが、不意に大きな悲鳴を上げた。

　それにつられるように、他ほかの人質たちにも動揺が広がっていく。

「落ち着きなさいっ！」

　緋ひ咲さきが立ち上がり、凜りんとした声を放つ。不安の波は紋もんが、一瞬にして静かな水みな面もに戻る。

「そうだよ！　みんな安心して」

　笑顔でそれに続いたのは獲えるだった。

　おいおい。危ないだろうが――頭を抱えたくなっても、表向き「上うえ杉すぎ」である凱まさるはヘルメット越しに視線を送るしかできない。

　元々生徒たちの間でリーダーシップを発揮している緋咲がこういう場を治めようとするのは当然だが、部外者でしかない獲が襲撃者側に目を着けられるような態度を取るのは危険すぎる。

「中学生の彼女も恐怖に耐えているのですわよ！　わたくしたち聖せい林りんの生徒は演技科にしろ技術科にしろ、撮影本番の緊きん張ちようの中で精神力を鍛きたえているはず。いたずらに怯おびえてはいけませんわ！」

　正直な話、緋咲自身の危険は増すが彼女の行動はありがたい。人質がパニックを起こすような事態は凱たちにとっても避さけたい事だった。

「恐怖に耐えてるとかって、違うよ。ボク、全然怖くなんかない」

　獲が胸を張る。ジャージに包まれた小柄な身体からだが、周りの高校生たちよりもずっと大きく見える。

「だって、お兄が絶対に助けてくれるもん！」

「お兄、だと？」

　ずっと無言だった武装兵のひとりが、不愉快そうな声で訊たずねる。

「お兄様って、秋あき月づき凱くん？」

「そうだよ」

　獲が大きくうなずくと、緋咲の顔に微かすかな不安が浮かぶ。

「でも……あなたのお兄さんは……」

　その言葉で思い当たったのだろう。武装兵のひとりが声を上げて笑った。

「はははっ！　誰の話かと思ったら、さっき久城さんにかかっていって倒された男の方か？　残念だったな。お前の頼りのお兄ちゃんは、とっくの昔に排除済みだ！　訓練もしていない素手の素人が、久く城しろさんに刃向かって勝てるはずがない。とんだピエロだな！」

　不要な会話をするなと言いたいのか。数人の武装兵が軽く咳せき払ばらいをする。

「残念でしたっ！」

　だが、獲えるは笑顔で言い返す。

　怯おびえも、戸と惑まどいもない。強気一〇〇パーセントの表情。競技会でいつも見せる顔だ。自分よりも上の記録を持つスイマーが揃そろっていても、海外から世界記録保持者が来日していても、決してひるまない真まっ直すぐな瞳ひとみ。

「お兄は、ボクやお姉ねえたちが頼むとどんな事でもしてくれるんだ！　ご飯だって作ってくれるし、お洗せん濯たくもマッサージもやってくれる。さっき、ボクが『負けないで』って言ったから、お兄は絶対に負けない。お前たちをやっつけて、ボクたちを助けてくれるに決まってるんだもんっ！」

　バカ、やめろ――叫さけばないためには、かなりの精神力を動員しなければならなかった。

　皆を勇気づけて混乱を防ふせぐまではいいとしても、武器を持った犯人グループにケンカを売るのは危なすぎる。

　どうして周りの女はひとり残らず、自分にとんでもない要求を平然と突きつけるのか。

　だいたい獲は凱まさるが〈ヴィジランテ〉である事も、格闘技の心得がある事も全然知らないはず。それなのに武装集団を倒せとか、ちょっと要求のハードルが高すぎないか、それは。



    

  
    
      



    

  
    
      　ご飯作ったり脚あしもんだりするのと、武装集団のボスを倒すのを同列に期待されるとさすがに困るぞ。

「黙れっ！」

　武装兵が、獲えるにボウガンを向ける。

　獲の顔に恐怖が浮かんだのは一瞬だけだ。相手はトリガーを引かないが、獲の方は光の速度で飛ぶ鋭するどい眼まな差ざしでしっかりと真正面を射い貫ぬく。敵の方が気け圧おされたのが、凱まさるにまで伝わってくる。

　まだ中学生で、背も低い。甘えん坊で世間知らずでワガママ。

　それでも、秋あき月づき獲は日本の頂点を争い、世界とも競うアスリートである。

　妹は、こんな敵よりもずっと強大なプレッシャーと日常的に戦っているのだ。

「おやめなさい！　武器を持って、数を頼んで、こんな女の子の正論を力で抑えつけるしかできませんの!?」

　緋ひ咲さきが進み出て両腕を広げ、かたちよい胸を堂々と張って獲を守る。

「そ……そうだよ！　緋咲の言う通りだよ！」

「あ、危ないってば……。犯人が興奮したら……」

　立ち上がりこそしないが、翠みどりが震ふるえる声に力を込めて賛同する。亜生あおいはやはり怯おびえたままだった。

　確かに久く城しろは極力傷つけないように命じていたが、上うえ杉すぎの例もある。本人の目がないところでは激情に駆られて暴発する恐れがあるというのは、亜生が言う通りだ。

「班長、どうしますか？」

　ふたりの気合いと迫力に押された兵士が、上官の指示を仰あおぐ。

　げ。

　ヘルメットの中で、こめかみを汗が伝う。

　現状でのこの場の責任者は「上杉」だった。人質が予想外の行動を取ったら、当然判断を求められる。いきなり獲や緋咲を攻撃したりせず、上の指示を仰いだのは助かる。だが、うっかり変な事を言えば不審に思われ、正体がバレる恐れもある。

　このタイミングで攻撃を仕掛けるか？

　いや。それは無謀だ。

　弐に華けだってそこまで安易な行動はしない。

　学食だけでなく、他ほかの部屋の人質がどうなっているかわからないのだ。同じ装備なら慣れているであろう敵の方が有利だし、人数も多い。久城の不在をチャンスと考える事もできるが、最大の敵の現状を把は握あくしないまま行動を起こせば、挟きよう撃げきや包囲の危険が増す。そうなれば、凱よりも危ないのは人質だ。

「どうしたんですか？」

「待て……」

　上うえ杉すぎの声色を真ま似ねて、それでいてなるべく小さな声で命じる。

「人質の処遇は久く城しろさんが決める事だ。自分たちは、あの人が戻るまで現状を死守すればいい」

「は、はいっ！　よかったな、貴様ら。おとなしく、そっちに座ってろ」

　武装兵は背せ筋すじを伸ばし、ボウガンからトゲ棍こん棒ぼうに持ち替えて緋ひ咲さきや獲えるを威い嚇かくする。

　言うべき事を言い、他ほかの人質も静まった事で納得したのだろう。緋咲たちもおとなしく元の位置に戻った。

　小さく、安あん堵どの息をつく。

　断片的な情報からつかんだ敵組織の性質と上杉の性格から考えて、なるべく妥だ当とうと思われる事を喋しやべったが、問題なく信じてもらえたようだ。声を出す事で獲に気づかれる恐れもあったが、どうやらヘルメット越しだったせいでこちらもバレずに済んだ。

　とりあえず、現状を維持しながら次の手を模索して――凱まさるがそんな事を考えていると、不意に学食の扉が開いた。

　一瞬、弐に華けの乱入を期待したがそうではなかった。

　黒いレザースーツにプロテクターの長身。

　久城が、戻ってきたのだ。

「残念だが、政府との交渉は遅ち々ちとして進んでいない」

　何の前置きもなく、仲間だけでなく人質にも聞こえるよう大声で第一声を放つ。だが、相変わらず表情は読めない。どういう交渉をしたのか、どんな展開になっているのか、わずかなヒントすらうかがえない。

　囚とらわれている人々の中に、不安のざわめきが広がっていく。

　だが、凱が真っ先に感じたのはある種の不自然さだった。

　交渉したという割には時間が短すぎる。政府がそんな軽いフットワークを持っているのなら、奈な々な佳かたちの苦労も軽いだろうに。さすがに人の命がかかった大規模な籠ろう城じよう事件となると対応が早いのか。

「高校新法の即刻撤てつ廃ぱいと、現金五億円。さらに決起した我々を罪に問わない事を要求したが、政府側は一切応じる気がないようだ」

「当たり前ですわ！　法治国家が卑ひ劣れつなテロリストの要求に屈くつして法律を撤廃したりするものですか。だいたい、お金ですとか罪を逃れようですとか、主張に比べてずいぶんとせせこましい態度ではありませんの？」

　やはり緋咲が反応する。

「自分は断罪を恐れるものではない。だが、多くの同志や協力者がいる。彼らには行動のリスクに見合う利益を与えてやりたい。それだけの事だ」

　まるで緋ひ咲さきの指摘を予想していたかのように、即座に久く城しろは答えた。

「さて。不本意ではあるが、我々としては次のステップに移らざるを得ない」

　淡々と語る久城の後ろから、制服姿の「同志」たちが何やら台車に載せて運んで来た。

「ＮＯ！」

　その物体を見ていきなり叫さけんだのは、ベティだ。

　包装された四角い塊かたまりに、何か小さな機械が取り付けられた同じような品物が十数個積つみ上げられている。

「これは爆弾だ」

　ベティの反応を無視して、淡々と告げる。

「大した威力ではない。至近距離で人間をひとり吹き飛ばすのと、派手な炎が上がる程度のものだ」

　充分な破壊力を、久城は平然と語る。

　技術部では特殊効果の一環としてファイアーワークの講義もあるから、校内に火薬のストックもある。それを使って自作させたという事か。専門家のベティが即座に反応したという事から考えると、少なくとも「本物の可能性が極きわめて高い」と考えるべきだろう。

「あくまで政府が我々との交渉に応じない、要求を受け入れない場合の最終手段だ。警察が強行突入などを仕掛けてきた場合は自爆もあり得ると考えてほしい。さらに一部の人質を連れ、部隊を分ける。もちろん、両方が爆弾を装備だ」

　凱まさるの中で、違和感がさらに膨らんでいく。

　上う手まく言葉にはできないが、綿めん密みつな準備で動いている割にはどこか一貫性を欠いているような気がする。

　一いち網もう打だ尽じんにされないために人質や部隊を固めないというのはひとつの手ではあるが、少数の側が戦力をさらに小分けにするという愚ぐ策さくでもある。本気でリスク分散を考えているのなら、最初から一部の人質を拉ら致ちしていけばよかった話だ。わざわざ大人数を巻きこみ、状況を理解させてからやる事ではない。

　そんな事をするくらいなら、最初から少数の人質だけをしっかり確保するなり、同時多発的に複数の場所を襲撃するなり、合理的な手口はある。大きな学校をまるごと占せん拠きよするというのは、あまりにも手間のかかるやり口だ。

　あるいは、解放された後の人質を自分たちの賛同者やメッセンジャーにするのが目的か。

　囚とらわれた者が犯人に同調してしまう「ストックホルム・シンドローム」という現象はあるが、ある程度長い時間を同じ密室で過ごさないと効果は薄いし、そもそも事情の説明に比べて主義主張は簡単に済ませている。

　解げせない。

　やはり久城たちの行動には、何か隠された目的があるのではないか。

「大多数の者はここに残す。これから指名する一〇人は、オレたちと一緒に車で移動してもらう。夏なつ川かわ緋ひ咲さき、関せき谷や翠みどり、宇う埜の亜生あおい――」

　読み上げられた名前は女子が七人、男子が三人。一〇人とも演技科で、亜生を除いた九人が現役でタレント活動をしている者ばかりだ。

「……選別の理由は何ですの？」

　立ち上がり、緋咲が訊たずねる。

「質問は許可していない」

「答えなさいっ！　あなたがわたくしたちを強引に運命共同体扱あつかいするのであれば、わたくしたちにも知る権利はあるはずですわ」

「警察の強引な攻撃で全滅したくはないからな。少数でも価値がある顔ぶれを優先的に選んだだけだ」

「だ、……だったらボクを連れて行きなよ！」

　いきなり緋咲の隣に立ち上がったのは獲えるだった。

　久く城しろの眉まゆが微かすかに動く。

　凱まさるも、飛び出しそうになる足を強引に制した。

「新聞とかで見た事ない？　ボクは秋あき月づき獲。水泳女子自由形のオリンピック強化選手だ。政府を脅迫するなら、普通の高校生とか芸能人よりも、ボクの方が値打ちあるよ。何たって国の名誉とか背負っちゃってるんだからね！　その代わり、他ほかの人は解放して！　ケガしてるおじさんとか、病院に連れていかないと！」

　アスリートとして一級でも、格闘技の心得があるわけではない。何よりも、まだ甘えん坊の子供だ。無表情な顔をさらした久城が放つ禍まが々まがしさも、顔を隠した量産型の武装兵とはレベルが違う。妹がありったけの勇気を振り絞っているのが、声の微かな震ふるえから伝わってくる。

「あ、秋月さん。危険ですわ。それに、あなたは本校とは無関係でたまたま巻きこまれただけの中学生でしょう！　そちらの申し出通り、わたくしが人質になりますわ。自慢ではありませんが、在校生の中でも知名度はいちばんですわ。ですから、他の皆さんは解放しなさい！」

　その獲を庇かばうように、緋咲がさらに一歩前に進み出る。こちらは怯おびえた様子はなく堂々と胸を張った姿勢で、強い目め力ぢからで久城を睨にらんでいる。

「ボクなら大丈夫だよ。お兄が絶対助けてくれるもん」

　緋咲の背で、獲が宣言した。

「こいつらに連れてかれたとしても、ボクが『助けに来て』って言えば絶対にお兄は来てくれる！」

　喜ぶべきか困るべきか、判断に困るような信頼だった。

　変装のヘルメットの中で、凱まさるは奥歯を噛かみしめる。

「……予定は変えない。人質は、さっき指名したメンバーだ。お前は、連れて行かない」

　指名した人質の表情をざっと見回して久く城しろは答えた。獲えるの表情が揺らぐ。本能的な安あん堵どと、安心してしまった自分を責せめてにじみ出る悔しさと。

　自分自身がどんな顔をしているのか、凱は想像する事もできなかった。

　獲が連れて行かれない事に家族としては胸を撫なで下ろしたくなるけれど、緋ひ咲さきたちが危険なのには変わりがない。〈ヴィジランテ〉としてはほっとするわけにはいかない。

　弐に華けが捕まったのなら何かの情報が伝わってくるはずだ。まだ久城が反応していないという事は、きっと無事で行動しているのだろう。何か所かは取り戻しただろうか。

　頼むぜ、正義の味方――もちろん願いは声に出さない。

　変装がバレたらまずいし、それ以上に弐華本人には万が一にも聞かせられない。恥ずかしくて。

　本当に正義の味方なら、こういうタイミングでちゃっかりカッコよく現れるモンだろうが。そしたら、こっちもそれに対応して動けるんだ。

　あの時とは違う。こっちだって武装しているし、変装は気づかれていない。

　ライダースーツとプロテクターのおかげで、トゲ付き棍こん棒ぼうはほとんど恐れなくていい。鉄条網のトゲは平服にとっては脅きよう威いだが、この格好を突き破るのは難しい。相手には有効だが万一奪われても自分たちには効果が低いという点でも、かなり考えられた武器だ。

　問題はボウガンか。リノリウムの床に深く突き立つ威力を考えれば、革かわツナギ程度では防ふせげない。一気にインファイトの間合いまで近づき、敵兵を盾たてにする手は使える。

　ヘルメットの中から視線を走らせていると、『バックします』と合成的な音声アラームが外から聞こえてきた。

「トラックが来たようだな。さっき指名した連中は、オレと一緒に来てもらう」

「言ったはずですわ。人質なら、わたくしだけで充分。亜生あおいや翠みどり、他ほかの生徒や教職員は解放しなさい！」

「こ、怖いよ、緋咲さん……。逆らわない方が……」

　再度訴うつたえる緋咲の背中にしがみつくような姿勢で、亜生が震ふるえている。いつもは元気な翠も言葉をなくして青ざめていた。

「言ったはずだ。変更はない。全員移動しろ。お前たちが命令に従わないのなら、他の人質に危害を加えるが、いいか？」

　視線を緋咲に固定したまま、ボウガンだけを身を寄せ合う一団に向ける。悲鳴が上がる。

「な、何ですの、それは！　理不尽でしょう！」

「理解しろ。我々の行動は、最初から理不尽だった。予定通り、別動第二班のメンバーはオレに同行。ここに残っての管理は、班長に任せる。万一の場合は、コレを使っても構わん」

　爆弾を指差す久く城しろの視線が凱まさるに向いた。慌あわてて、上うえ杉すぎらしく大げさな敬礼をする。

「敬礼はいらん」

　すぐに手を下ろし、うなずきだけを返す。

　ヘルメットに覆おおわれた顔の上を、にじみ出た脂あぶら汗あせが膜のように覆う。

　久城が去ってしまえば残された何十人もの人質を解放するチャンスだ。だが、連れ去られた緋ひ咲さきたちには手が届かなくなる。強引な理由をでっち上げ、上杉のフリをしたまま別働隊に同行するか。

　弐に華けならどうするだろうか――考えるまでもない。

　あいつは迷わない。ふたつにひとつというシチュエーションで美お味いしいものを両方取りたがる。この場で久城を倒し、他ほかの連中も片付けて一気に決着という都合の良すぎるハッピーエンドを目指す。

　それが、自分にできるか？

　天才ファイターである弐華さえ倒した強敵を相手に、器用貧乏な何でも屋でしかないこの秋あき月づき凱が勝てるのか？

　悩んでいる間にも選ばれた一〇人が追い立てられるように列を作る。久城のすぐ側そばになる最後尾には緋咲が毅き然ぜんと立ち、震ふるえる亜生あおいの肩を抱きながら、他の者に危害が加えられないようにじっと脅迫者を見据えている。

　心の中に、弐華の姿をイメージする。

　正義の味方はためらわない。

　勝てそうだから戦うのではなく、戦わなければならないから戦う。

　まったく、うらやましいよ。

　才能が人格を凌りよう駕がするのが天才だというのなら、弐華の天才性は運動神経や格闘センス以上に、あの人格というか性格そのものが才能だ。

　己を信じ、強く速やかに心を決め、実行に移す。自らの正しさを、そしてカッコよさを微み塵じんも疑わない。

　パンチやキックの威力だけじゃない。決断力や行動力も立派な「力」だ。

　ああ、いいさ。天性の才能なんてものに恵まれていない器用貧乏な一〇〇円ショップというのなら、決断力もあり余っている奴やつから借り受けて真ま似ねしてやるさ。

　時間がない。

　動くなら、今しかないか。

　脚あしの筋肉が、駆動を開始したその瞬間――。

「助けてーっ！　秋月くんっ！」

　緋咲が叫さけびながら、真まっ直すぐに凱に向けて手を伸ばした。

　それに導みちびかれるように、久く城しろも注目する。

「！」

　なぜだ。

　どうして、彼女は「これ」がオレだと知っている？

　家族でさえ気づかなかったのに？

　構わない。

　もう、迷っているタイミングではない。

　内なる弐に華けが、勇気のアクセルを目一杯に踏みこむ。

　一気に飛び出し、全力で久城へと肉薄する。

「このぉっ！」

　進路上にいた武装兵が、トゲ棍こん棒ぼうを振り上げて襲いかかる。凱まさるは自分の棍棒を抜き――相手の足元に放ほうり投げた。

「おわっ！」

　針金のトゲは、分厚いレザースーツを突き破る長さはない。だが、引っかかるには充分だ。突進の慣性のまま足と棒をもつれさせ、兵士は前のめりに倒れた。

　凱のジャンプがそれを飛び越えて交差。そのまま、久城へと迫る。

　ボウガンのトリガーが引かれた。

　衝撃。

　そして激痛。

　モトクロス用のプロテクターは矢の威力を減げんじても、完全にストップさせるのは不可能だった。

　凱の腹に、矢が突き刺さる。

　腹筋の内側で、何かが爆はぜた感触。

　着地にタイミングを合わせ、久城の棍棒が喉のどを狙ねらう。

　首を竦すくめ、両腕を前に掲かかげて防御の姿勢を取る。その攻撃は、さっき一度見た。

　前腕の骨が、痛烈な打撃を受けて不協和音を奏でる。

　痛みに耐えながら、凱は必死に久城にしがみつく。関節や絞め技なら、プロテクターは関係ない。こちらの形に持ちこめば、勝機はある！

　身を屈かがめ、腕をかいくぐり、接触の弾みで腹の矢が深く刺さるのも構わずに久城の背中に張りつく。腕を首に回す。

　だが、凱の絞め技が完成するよりも早く、久城がその腕をつかんだ。

　凱の視界で天地が逆転して流れる。

　今度は、背骨が割れたかのような痛み。

　腕力に頼って強引に、絞めにかかった凱を一本背負いめいた形で床に叩たたきつけたのだ。

　仰あお向むけに倒れた凱まさるの、傷ついた腹をそのまま革かわのブーツが踏みつける。

「がっ！」

　口元から溢あふれた血で、ヘルメットが内側から汚れる。視界が真っ赤に染まる。だが、すぐにそのヘルメットがはぎ取られた。

「……最初の、あの男か」

　久く城しろの冷たい目が、凱を見下ろした。それ以上は訊たずねない。どうして拘束を逃れたのか。上うえ杉すぎはどうなったのか。そういう事は、この男の興味の範はん疇ちゆうにはないらしい。

　一瞬、ちらりと緋ひ咲さきたちの方をうかがってからもう一度凱に目を向け、口を開く。

「こいつも連れて行く。誰だれか、縛しばれ」

「お兄っ！」

　人質の中から獲えるが駆け寄ってきた。倒れた凱にすがりつき、声を上げて泣いている。

「いいから落ち着け……。大したケガじゃない」

「だって、血がいっぱい出てるよ！　お腹なかだよ！　ごめんね、ごめんねっ！　ボクが変なお願いしたから！」

「冷静になれって……。興奮してちゃ、助かるチャンスを見逃すぞ」

　獲に告げているのは単なる強がりではない。さすがにこういう負傷の経験が豊富なわけではないが、実際にそれほど深く刺さっているわけではない。多分、内臓に深しん刻こくなダメージという事もないだろう。

　ただ、それでも痛いものは痛いし、血だってどくどく流れ出てはいるが。

「わたし、応急手当てします！　人質が途中で具合悪くなったりしたら、あなたたちも困るはずです！」

　今度立ち上がったのはベティだった。

「いいだろう。ただし、時間はかけるな」

　久城の許しを得たベティは、哲大てつひろの治ち療りように使った救急箱を持って駆け寄ってきた。

「あ、ありがとうございます……」

「やっぱり弐に華けの彼氏ね。あの子と同じで、あなたも悪い奴やつは見逃せないのね」

　矢をそっと抜き、傷口を消毒し、ガーゼを当ててからきつく包帯を巻き付け始める。

「……そうじゃないんですけどね……」

「わたしたちの仕事柄もあって、あの子、ちっちゃな時から映画をいっぱい見てるの」

　凱の意識を途切れさせないためか。手当てをしながらベティは小声で語る。

「それで……正義の味方に憧あこがれたってわけですか？」

「ええ。西部劇、ＳＦ、カンフーものやニンジャもの、刑事アクション。それに、もちろんコスチュームヒーローも。友達がみんな恋やスポーツの方に夢中になっても、弐華だけは強くてカッコいい正義の味方って、そればっかり言って」

「はは……」

　笑おうとしたが、力ない息が漏もれただけだ。

　閉じかけた瞼まぶたの裏に幼い頃ころの弐に華けのイメージが浮かんだのは、失血による幻覚ではないだろう。

　誰だれだってそうだ。

　小さい頃には映画やテレビ、マンガの中のシンプルなヒーローに憧あこがれ、あんな風になりたいと願う。だけど、ほとんどの人間はやがてそれを忘れる。あるいは捨てる。

　現実の善悪は単純じゃないから――というのは、きっともっと知恵がついてからのこざかしい言い訳だ。

　真っ先に突き当たる壁は、自分の弱さ。

　正しい事を貫けない。悪い奴やつに、偉い奴に、数の多い側に、刃向かっても勝てない。だから、あからさまな悪にも正面切って立ち向かったりはしないようになる。

　それは、ある意味では成長なのだろう。

　おとなになるために、妥だ協きようや諦てい観かんは摂取しなければならない栄養素だ。

　それぞれが自分勝手な正義を無制限に振り回す事が許されたら、社会が混乱するのも事実である。

　それでも、弐華の生き方がまぶしい事を凱まさるは認めざるを得なかった。

「まあ、親としては心配だったんだけど、あなたみたいに弐華を理解してくれる彼氏ができてよかったわ」

「……だから、彼氏とか、そういうんじゃありません……っ！」

　どんなに苦しくても、これだけははっきり断言しなければ。

　あいつの生き様ざまは肯定する。美人である事も客観的評価として同意する。息が合ってしまっているというのも、事実として受け入れよう。

　しかし断じて、決して、誰が何と言おうと、そういう関係ではない。

「何をしている！　さっさと終わらせろ」

　久く城しろではなく、兵士のひとりがいらだって叫さけぶ。

「こんな大ケガですよ！　人質として連れて行って、途中で彼が死んだらあなたたちの罪が重くなります！」

　きっぱりと反論するベティだが、実のところ即座に命に関かかわるほどの傷ではないのは凱にもわかっている。もちろん痛みも失血も相当なものだが、重要な内臓を直撃されているなら、この程度では済まないはずだ。

　ベティが時間をかけてじっくりと包帯を巻いているのは、強く押さえて止し血けつする意味もあるが、犯人グループのスキを見て何か小さな物をこっそりと巻きこんだからだ。

　傷の痛みとは別に、脇わき腹ばらのあたりに微かすかな異物感がある。

「腕は打撲だけで、骨は無事みたいね。ぶつけたから、頭も一応チェックするわ」

　久く城しろに聞こえるように声を出すと、ベティは凱まさるにぐっと顔を寄せ、目の前に指をかざして動きを追わせる。

　それと同時に、耳元にごく小さな囁ささやきが聞こえた。

「そのままで聞いて――」

　早口で伝えられたいくつかのポイントを理解した証に、三度瞬まばたきをしてみせる。

「ＯＫ。一応止し血けつしました。でも、負傷したの腹です。できるだけ早く、ちゃんとした病院で検査と治ち療りよう、必要です」

「それは、政府の対応次第だな」

　久城はハンドサインで部下のひとりを呼び寄せ、肩を貸す形でふらつく凱を無む理り矢や理り立ち上がらせた。軽い目眩めまいを感じるのは、失血のせいか。ヘルメットのおかげで頭へのショックは少なかったはずだが。

「お兄ーっ！」

「凱っ！」

　獲えるの声に、もうひとつの呼び声が重なった。

　学食の扉を蹴け破やぶり、そこを固めていたふたりを余波で吹き飛ばして、正義の味方が現れたのだ。



    

  
    
      
第五章　逆襲、追撃、大ピンチ？

　

「弐に華け！」

「凱！」

　外に連れ出される直前、振り向いて凱が呼ぶ。弐華も答える。

　しかし、ダメージを受けた凱の身体からだには敵を振り切って強引にパートナーと合流するだけの力はない。そのままトラックのコンテナへと押しこまれる。

「気をつけろ！　こいつらの狙ねらいは、言ってる通りじゃない！」

「わかってる！　放送室、使ってなかった！」

　大急ぎで弐華もいちばん重要だと思う事を告げた。

　凱ならこれだけで他ほかの状況も理解してくれるはず。政府と交渉なんかしてないとか、情報が漏もれるのを何よりも恐れているとか。

「後は任せた！」

　引きずられる凱は、最後にそう言い残す。しんがりの久城が乗りこむのと同時に、コンテナの扉が閉まり学食の裏口に横付けされていたトラックが走り出す。

「さあ！　残った雑ざ魚こはかかってきなさい！」

　ファイティングポーズを取って、敵の注目を引きつける。

　凱まさるは言うべき事を言って連れて行かれた。

　だったら春日部かすかべ弐に華けがやらなきゃならないのは、追いかける事じゃない。

　あいつが「後は任せた」と言ったからには、残った連中の掃除と人質の解放こそが優先すべきミッションだ。

　久く城しろを含めて六人の武装兵と制服の片割れがトラックに乗っていった。ここに残っているのは七人。

　びゅんっ！

　ワイヤーが震ふるえる音を響かせ、四人がボウガンの矢を放った。

「たぁりゃあっ！」

　学食の長テーブルを蹴けり上げて垂直に立てる。長さ四メートル、ほとんど天井に届きそうな細長い壁がいきなりそそり立った。

　載っていた醤しよう油ゆやソース、ドレッシングの小瓶が床にぶちまけられる。

　天板に四本の矢が突き刺さる。

　単に盾たてにするのではない。弐華は、もう一度キックでテーブルを押し倒した。

「わああっ！」

　射線上にいたふたりの敵が混じり合った調味料で足を滑すべらせ、倒れてきたテーブルに押しつぶされる。プロテクターは、その部分に当たる打撃を防ふせぐ事はできても、全身にのしかかる重みを軽減する事はできない。

　その上を駆け抜け、踏みつぶしながら、弐華は他ほかの武装兵との距離を詰める。

「ふたりっ！」

　ポケットからデジタルプレイヤー――に見せかけた極細ワイヤーワインダーを放つ。

　標的の両足首が絡からめ取られ、密着した。自らの走る慣性によって、武装兵は転倒する。

「三人っ！」

　カウントしながら身を伏せ、今倒した相手の襟首をつかんで引き上げる。

　そこへ、ボウガンの矢が飛んできた。

「バカっ！」

　叫さけび、弐華は盾にしていた敵兵を放ほうり捨てる。矢は、弐華本人の肩口を掠かすめた。制服が裂け、露出した白い肌が即座に赤い血に染まる。眉み間けんに、苦痛のサインが浮かぶ。

「あんたたちの仲間なんでしょ！　ちょっとは遠えん慮りよとかしなさいよっ！」

　打撃でノックアウトさせるのが、弐華のファイティングスタイルだ。武器にしても、傷が残るような刃物は原則として使わない。

　矢を放つのを躊ちゆう躇ちよする事を期待して敵兵を盾にしたのだが、まさかそのまま撃ってくるとは予想外だ。

　自らの危険よりも、敵の非情さが弐に華けの怒りを加熱する。

「あんたら、人間でしょ！」

　仲間を犠ぎ牲せいにしても構わないなんていうのは、アクション映画に出てくる悪役だけで充分。現実の人間なら、悪者でももうちょっと迷ったりためらったりしてほしい――正義の味方を自らに任じた少女の、偽いつわりない気持ちだった。

　二の矢が放たれる前に一気に距離を詰め、その勢いのまま飛ひ翔しようして顔に膝ひざを叩たたきこむ。

　ヘルメットで直撃は避さけても、衝撃そのものは受け止められない。

　弐華の全体重と加速をそのまま受けた男は、数メートル先の壁まで吹っ飛んだ。

「四人目っ！」

　叫さけぶと同時に、弐華は背中に鋭するどい殺意を感じた。

　視覚ではなく、気配だけでボウガンを向けられている事がわかる。

　だが、同時に正面からも棍こん棒ぼうを振りかざした男が迫ってくる。

「ぎゃあっ！」

　背後から聞こえてきたのは、ヘルメットを挟んだくぐもった悲鳴。

　それを信じて、身を低くして懐に飛びこみ、ショートアッパーで武器を持った腕をはね上げる。間髪容れず、腰を捻ひねった至近距離の膝ひざ蹴げりを脇わき腹ばらへ。

「五人目……じゃなくて六人目だね」

「へへっ！」

　笑って自分でも親指を立て、弐華のサムアップに答えたのは獲えるだった。

　弐華を狙ねらったボウガン男の後ろから飛びつき、転ばせたのだ。さらに、スキを見たベティに縄を解ほどかれた哲大てつひろが、傷ついた身体からだでそいつにのしかかり、動きを封じる。

　それが合図になった。

　他ほかの人質たちも声を上げ、一斉に残ったひとりに飛びかかる。

　やはり弐華を狙っていた武装兵は反応が遅れ、武器を構え直す時間さえなく、押し寄せた人の波に押しつぶされた。

「みんな、聞いて！」

　傷口を押さえながら、弐華は大声を上げた。

「警備室とかはあたしが解放した！　他の教室のみんなと協力して、警察とか消防署に連絡！　もちろん火事じゃなく救急車ね！」

　警備室を奪だつ還かんし、放送室の状況を確認した後、弐華はまず天井裏から校内の状況を確かめた。職員室は特に厳重に封鎖され、他の生徒たちは何か所かの教室にまとめて閉じこめられていた。

　奇き襲しゆうで各個撃破したが、いくら敵がリアルタイムで横の連絡が取れないと言っても騒ぎが大きくなれば対応し、戦力を集中する。そうなれば数が少ない弐華たちは不利だし、人質も守りきれない。

　だから、解放した生徒たちにはひとまずその場で待機するように言いつけた上で凱まさるの状況を確かめるため学食に戻ってきた直後に、戦闘に遭そう遇ぐうしたのだ。

　弐に華けの声に従い、生徒たちはそれぞれ動き出した。武装兵を拘束する者や、他ほかのグループとの連絡に走り出す者。この場で直接の負傷者はほとんどいないが、精神的ショックを受けている友達を、気力が残っている者が励ましている。

「パパ、大丈夫？」

　巨体を横たえている哲大てつひろに駆け寄り、心配そうに訊たずねる。

「パパは頑がん丈じようだって言っただろ？　ちょっと血を流したからふらふらするけど、命や仕事に関かかわるケガじゃない」

　見下ろす娘の頬ほおを優しく撫なでながら、哲大はヒゲ面づらに笑みを浮かべた。

「ダーリンにはわたしがついてる。だから、大丈夫。弐華は、弐華の大切な人を助けに行きなさい」

「だから……っ！」

　ベティに反論しようとして、弐華は言葉に詰まる。

　彼氏とか彼女とか、恋人どうしとか、そういうのでは絶対にない。

　だけど今、母が口にした言葉は「大切な人」。

　それを「違う」とは――言えなかった。

「これ、使って」

　ベティから弐華に手渡されたのは、ポータブルＧＰＳユニットだった。

「彼のケガ手当てした時、包帯の中に発信機を入れておいた。どこへ行っても、これで追跡できる」

　哲大とベティが互いにどんなトラブルがあってもお互いのところへ駆けつけられるよう、常に持ち歩いている品だった。見慣れているので、弐華も使い方はわかる。その他、連れ去られた人質の人数や敵が簡単な爆弾を持っていた事など、必要な情報を手早く告げる。

「ありがと、ママ！」

「待って！」

　駆け出そうとする弐華を、呼び止める声があった。獲えるだ。

「あ、あの……お兄を、絶対に助けてね！」

「助けるっていうのが、やられたあいつを救い出すって意味なら、それは約束できないよ」

「え？」

　獲の顔が、不安と悲しみに曇くもる。

「あいつは、どんな事があったってただ誰だれかに救出してもらうのをじっと待ってるなんて奴やつじゃないもん。絶対に、今も戦ってる。だから、助けるっていうのが力を貸すっていう事なら、そっちの方はＯＫ。いちいち約束するまでもない」

　親指を立て、笑顔と一緒に示す。

　もう血は乾いているが、額や臑すね、腕も負傷している。肩口には真新しい傷口も開いた。

　それでも、春日部かすかべ弐に華けの姿は力強かった。

「うんっ！」

「じゃ、任せて！」

　目め尻じりに涙を溜ためたままうなずく獲えるにひと言答え、弐華は傷だらけの身体からだを翻ひるがえし、外へと飛び出した。

　

　

　改めて後ろ手に拘束された凱まさるは、他ほかの人質と一緒にトラックのコンテナに放ほうりこまれた。

　腹の傷口がじんじんとうずく。まるでそこに小さな心臓があって、せわしなく脈打っているかのようだ。

　だが、ベティが発信機を忍ばせてくれた。小型だし、わざわざ包帯を引っぺがして手当てしなおしたりもしないだろうから、まず見つかる恐れはない。

　弐華が、絶対に追いかけてくる。

　それなら自分がやるべき事はあいつが合流するまでに少しでも状況を把は握あくし、不利を覆す事だ。

　トラックに乗せられる時にも、周囲に警察の姿はなかった。弐華が告げた通り、久く城しろたちは少なくとも表立った交渉はしておらず、この事件はまだ報道もされていないという推測が成り立つ。

　言い換えれば、連中の真意が何であれ騒ぎを大きくする事は望まず、警察の介入を恐れているという事。そこに、つけ込むスキがあるはず。

　暗いコンテナの中、全身の痛みを堪こらえながら周囲に視線を走らせる。

　久城は、トラックの助手席に乗りこんでいるので、コンテナ内にいるのは敵が六人と、凱以外の人質が一〇人。

　さすがに狭せまいコンテナの中だ。武装兵たちはボウガンではなく有刺鉄線を巻いた棍こん棒ぼうを手に、油断なく人質を監視している。四よ隅すみにひとりずつ、さらに扉を守るように直立しているのがひとり。なぜか最後のひとり、制服の男はビデオカメラでずっと状況を撮影している。

　薄暗く狭い密室に放りこまれ、どこへ運ばれるのかわからないという状況に、ほとんどの人質は震ふるえ、中には声を殺して泣きじゃくっている者もいる。

「しっかりなさって！　外へ運ばれたという事は、逃にげるチャンスができたという事でもありますわ！」

　ひとり、緋ひ咲さきだけが気丈に他ほかの生徒たちを激げき励れいしている。

「……でも……」

　彼女にすがりついている亜生あおいが、不安げな声で縛しばられている凱まさるを見た。

「かないっこないよ、やっぱり……」

　翠みどりも、声を震ふるわせて同意する。

「犯人グループに逆らい、為なすすべもなく倒された男」が転がされている事が、下へ手たな恫どう喝かつよりも効果的に抵抗の意志を削そぎとる。

　実際、凱も縛られたまま仰あお向むけになり、時折車体の揺れに合わせてほんの少し転がりかけるだけだ。

「運転手も、お前たちの仲間か？」

　だから、凱はまだ屈くつしていない証を声に出した。

「……」

「雇ったって線は考えにくい。まあ、新法で迷惑しているドライバー志願の高校生は少なくないから、法律の撤てつ廃ぱいが目的なら賛成する奴やつは簡単に見つかる。図星だろ？」

「……」

　やはり返答はない。しかし、微かすかな肩の動きから自分が正答を射抜いた事を確信する。

　高校新法でいろんな高校が乱立したが、その中でもポピュラーなのは自動車免許を正課に取り入れている学校だ。

　中には普通や二輪だけでなく大型などの運転を教えてくれる学校もあるが、問題はこれが文科省だけの管かん轄かつではないという事。高校で大型車の運転を教える事は解禁されたが、実際の免許取得可能年齢まで併せて緩和されたわけではない。高校で大型車の運転技術を学べても、実際の免許証そのものは二一歳以上で中型免許取得後三年以上の者でなければ取得できないのだ。

　いわゆる「縦割り行政の弊へい害がい」という奴だ。

　同様の問題はさまざまな業種、いろんな免許資格で起きている。

　もちろん、だからといって久く城しろたちの無法は許されるものではないが。

　車の動きはスムーズだった。聖せい林りんを出てから凱の体内時計で小こ一時間ほど経過したが、途中何度か信号待ちと思おぼしき停車があっただけで急発進や急停止はなく、パトカーのサイレンも聞こえない。まだ警察は動いていない――少なくともこいつらの行動を把は握あくしていないと考えるべきだろう。

　身体からだに感じる振動やずっと停車しない点から判断すると、恐らく高速に乗っている。

　どこへ向かっているのか。せめて窓でもあれば見当のつけようもあるのに、コンテナの中ではどうしようもない。

　凱は目を閉じ、意識を耳に集中する。正確に言えば、耳のさらに奥。

（大きなＲのカーブ。それから下くだり……。停車した）

　間違いない。高速から一般道へ下りた。

　同時に、聖せい林りん高校を中心にしたロードマップを思い描く。

　さすがに完かん璧ぺきな地図を記憶しているわけではないし、方角はわからないし距離も時間も曖あい昧まいだ。負傷のせいでいつもとコンディションが違うから、体内時計だって正確ではない。それでも、まだ首しゆ都と圏けんを離れていない事は推察できた。

（無む駄だに迂う回かいして位置をごまかす理由はない……。北へ向かったとすればちょっと半端な位置だ。群馬や埼玉さいたまでも、人目の少ない山中までは届かない。西向きで多摩の奥へ向かうのか。それとも東京湾岸？）

　また車が停とまり、すぐに走り出す。

　確信する。

　このトラックの進路は湾岸方面だ。外の音も聞こえないが、車の上下動やカーブのタイミングでおおまかな地形や道路状況くらいはイメージできる。高速を下りてからほとんど坂道がなく、信号の間隔も短い。群馬や多摩、秩父ちちぶ方面ではないだろう。

　それなら――。

　何度目かにトラックが走り出した瞬間、凱まさるは立ち上がった。

「な――っ！」

　扉前に立ちはだかっていた兵士が叫さけぶ。

　何をする、か。なぜだ、か。

　相手の言いたかった事はわからない。

　奇き襲しゆうした凱が喉のど笛ぶえに当てた肘ひじ撃うちが、言葉を途中で断ち切ったからだ。

　ただ転がされていたのではない。スキを見て靴くつに仕込んでいた刃物で手て脚あしのロープは切っておいた。最初は用心していた連中も、さすがに一時間ほども動きのない密室の中で、既に倒した敵に警戒し続けるほどの集中力はない。どうしても気のゆるみは出る。

　打撃系は専門ではないが、急所を直撃するだけ。技とも言えない単純な攻撃くらいなら見よう見まねでも何とかなる。

　敵の身体からだを押しつけながら、そのまま片手を伸ばして貨物室の扉を開く。

　人を運ぶため、内側からも開閉可能になっているのは既に見て確認済みだ。

　観音開きのドアから武装兵がアスファルトの上に放ほうり出される。プロテクターやヘルメットで固めた身体が、二度路上でバウンドする。

　後続の車が甲高いブレーキの悲鳴を上げてストップする。

　同時に、トラックも停まった。

「逃にげろ！」

　囚とらわれている人質に向けて叫ぶ。

　停車したのは、凱まさるがアクションを起こしたからではない。コンテナの中の様子は運転席には伝わらない。ただの信号待ち。

　ある程度は計ったが、予想以上のベストタイミングだった。

　通りの左右はオフィスビルが中心で人通りは多くないが、他ほかの車も走っている。人質を助けたり警察を呼ぶのも期待していい。

「早くっ！」

　動き出した他の敵に飛びつき、腕を極きめながらもうひとりに押しつけて動きを封じる。凱の全身に鈍どん痛つうが走る。ベティの手当てはあってもボウガンの傷は深いし、硬かたい床でずっと転がされていた痛みもある。多勢に無勢、不意をついても、優位を保てるのは三〇秒もないだろう。

「は、はいっ！」

　男子の人質が、真っ先に飛び降りた。ふたり、三人とそれに続く。

　敵兵のひとりが追いかけて飛び降りるが、何をしていいのかわからないらしく足を止めてしまった。

「急げ！」

　停とまっている時間は長くない。こちらの様子が直接は伝わらなくても運転席からもリアミラーで異常は確認できているはず。脱出のチャンスは今だけだ。

「緋ひ咲さき！　亜生あおいも早く！」

　転げ落ちるように飛び出した翠みどりが呼びかける。しかし、恐怖のためか亜生が座りこんだまま震ふるえている。緋咲は、その亜生を引き出そうとしていた。

「何やってんだ！　あんただけでも逃にげろ！」

「他の人質を残して逃げるわけにはいきませんわ！　わたくしは最後に！」

「いいから、早く！」

「亜生も一緒でなくては！」

「ちっ！」

　凱は舌打ちしながら、敵を三人、路上へと叩たたき落とす。

　次の瞬間、トラックが急発進した。

「くっ！」

　振り落とされそうになり、慌あわててドアにしがみつく。

　さっきまでとは違う強引なドライビングだ。さすがに走っている車から無事に飛び降りる技術などないし、緋咲と亜生を放置して逃げるわけにもいかない。

「貴様ぁっ！」

　車内に残った敵が、凱に襲いかかる。

　即座に距離を詰め、武器が使いにくいように密着。そのまま滑すべるように背後に回り、首に腕を絡からめて締しめ上げる。

「が……かは……っ！」

　頸けい動どう脈みやくを押さえられた敵は、短くうめいて落ちた。

「……数さえ多くなけりゃ、こういうのは本来弐に華けよりオレ向きなんだよな」

　凱まさるが腕を解ほどくと、敵はずるずると滑すべり落ちて長身を床に横たえた。

　プロテクターを着用している相手には、キックやパンチよりも関節や絞め技の方が有効になる。

「だいたい、あいつもそろそろ追いつけってんだ」

　口の中に溜たまった血の唾つばを吐き捨て、凱は呟つぶやく。

　あのタイミングで弐華が追いついていたら、一気に全員救出もできただろうに。

　とりあえず、振り落とされる危険を避さけるためにドアを閉じる。

「準備してろ！　次に信号待ちで停車したら、その時に脱出する！」

　凱が呼びかけると、緋ひ咲さきは無言でうなずく。

　それにしても、やはり久く城しろたちの行動は不自然だ。

　人質の大半が逃にげ、仲間も放ほうり出されている。普通ならコンテナ内の状況を確認する。それを、ただ強引に車を走らせた。

　確かにそうされたからこそ凱は飛び降りるリスクを避け、車内に留とどまるしかなかった。だが、ミラーだけで確かめたとしても、人質がもう凱を含めて三人しか残っていないのは理解できたはず。他ほかの八人の逃亡や兵隊の犠ぎ牲せいを見過ごしても、残りを連れて行く事が重要なのか。

「……緋咲ちゃん……、わたし、怖い……」

「安心なさい、亜生あおい。わたくしがついてますわ。それに、彼もいます」

　まだ両腕で頭を抱えて震ふるえている亜生を、緋咲が優しく抱きしめる。

「……オレだけじゃない」

「え？」

　緋咲が怪け訝げんそうな顔で見上げたがそれには答えず、凱は身体からだの凝こりをほぐす。さすがにダメージを負ったまま無理をしたので、あちこちの痛みが引かない。

　敵の数は減らしたし、人質も大半は解放した。状況はかなり好転させたつもりだ。それでもまだ完全に解決したわけではない。緋咲と亜生を脱出させなければならないし、久城たちの目的も明らかにしたい。

　発信機が仕込まれている包帯に、凱はそっと触れた。

　目には見えないし、遠く隔へだてられている。

　それでも、あいつとはつながっているはずだ。

　荒っぽい運転でしばらく走った後、不意にトラックが停とまった。

「よし、行くぞ！」

　凱まさるはコンテナの扉を開く。

　飛び降りようとした瞬間、足が止まる。

　四人の武装兵が、ボウガンをこちらに向けていたからだ。

「ご苦労だったな。貴様ら三人、乗り換えてもらう。さっさと歩け」

　助手席から降りてきた久く城しろが、淡々とした口調で告げる。トラックが停とまったのは信号待ちでも検問でもない。単に、目的地に到着したからだった。

　いつの間にか日は完全に落ちて、周囲は暗くなっていた。

　すぐ目の前が海の倉庫街で、海にはクルーザーが停泊していた。桟さん橋ばしではない。コンクリートで固められた岸辺に張りつくように、強引に横付けされている。

　いわゆるプレジャーボートとしてはかなり大型だ。全長は二〇メートル近く、複数のキャビンを備えている。そして、かなりの長距離航海も可能なタイプだ。

「あれに乗れ」

　久城が、顎あごで船を指す。

　おとなしく従うしかないか。凱ひとりでこの状況を突破するのは不可能に近い。

　凱たち三人が乗船したその時――。

「凱――――っ！」

　爆音とともに、呼び声が響き渡った。

　ヘルメットはない。長い髪が風に躍る。ぼろぼろに傷ついた制服姿のままバイクを駆っているのは、弐に華けだ。

「急げ！　全員乗れ！」

　大声で指示すると、久城は操縦席に着いた。彼が操そう船せんも担当するらしい。アイドリング状態だったクルーザーはゆっくりと岸を離れる

　先に乗船していたボウガンの四人は、迫る弐華へと船上から矢を放つ。

　だが、猛スピードで走る標的には命中しない。

　弐華のバイクは目前に海が迫ってもブレーキをかけず、それどころかさらにアクセルをふかして、高々と飛び上がった。

　鉄てつ馬ばはエンジンのいななきを上げたまま海へと飛びこみ、高々と水柱を上げる。

　バイクを乗り捨てた弐華は空中で一回転し、まだ加速しきらないクルーザーの甲板へと着地した。

「遅えぞ！　あんまり遅いから、状況もわきまえず馬で追いかけてるのかと思ったぞ」

　バシッ！

「一応そっちも考えたんだけど、バイクの方が速いでしょ、やっぱり」

　グギッ！

「真面目まじめに選択肢に入れるか、普通？　正義の味方サマがクライマックスに遅刻したらどうすんだよ？」

「あ。それは絶対にないから大丈夫」

　ベギッ！

「大した自信だな、おい」

「だって、あたしが登場してからがクライマックスになるんだもんっ！」

　ゴギッ！

　軽口をたたき合う間にも凱まさるは敵をひとり絞め落としていた。弐に華けの方はパンチとキックでトラックを運転していた男を含む四人をノックアウトしている。

「……確かに、このまま沖に出られたらヤバいな」

　倒れている雑ざ魚こを蹴けってどけながら、凱は亜生あおいと緋ひ咲さきを振り返る。陸地から離れれば泳いで戻るのは難しくなる。しかし、この状況で飛びこんでも久く城しろが船でＵターンしてくれば無防備な背中をさらす事になる。

「キミは、ふたりと一緒に逃にげて。奴やつは、あたしが食い止める！」

　操縦席を含むキャビンのドアを指差し、弐華が微笑ほほえむ。

「わかった！　そっちのふたり、着衣水泳はできるか？」

「多少でしたら。今回の仕事のためにマスターしましたから」

　そういえば、ヒロインが制服のままで泳ぐコマのベタ塗りを達いたるに手伝わされた事があった。

　緋咲は大丈夫のようだが、亜生はふるふると首を横に振るだけだ。

　彼女が震ふるえている間にも船は徐々に速度を上げ、倉庫街の疎まばらな光が遠ざかっていく。

「じゃあ仕方ない。オレが何とか支えるから、暴れたり藻も掻がいたりするな！」

　肩に手を置いて告げると、亜生は小さくうなずいた。

「上着とスカートだけでも脱ぬぎなさい。それだけでも、ずいぶん楽になりますわ」

「で、でも……」

「恥ずかしがってる場合ではありませんわよ！」

　凱が言いたい事を先回りして言ってくれた上に、緋咲は率そつ先せんしてブレザーとスカートを脱ぎ捨ててブラウス姿になった。下半身はレース飾りのついたパールホワイトのショーツとサイハイソックスだけだ。

　着たままの水泳では、水を吸った衣類が予想以上の抵抗になる。特に、重くまとわりつくスカートは命取りになる事が多い。

　それでも亜生は青ざめたまま、服を脱ごうとはしない。

「急いで！」

　叫さけびながらドアを蹴け破やぶって船室に躍りこむ弐華の背中を見送る。

「時間がない！　このまま行くぞ！」

「きゃっ！」

　仕方なく凱まさるは亜生あおいの華きや奢しやな肩を強引に抱き寄せ、船ふな縁べりから左さ舷げんに飛びこんだ。

　秋の夜の冷たい海水が全身を殴なぐりつける。傷口という傷口に、強烈な刺激が染み渡る。単なる塩分がぎざぎざの刃やいばになって、凱の全身にまとわりつく。

「くそっ！」

　顔をしかめながら、凱は懸命に両りよう脚あしと右腕だけで浮上する。

　左腕で抱きかかえた亜生は暴れたりせず、邪魔にならないように浮力に身を任せながら凱にしがみついている。

　場合によっては、ライフセーバーのテクニックにあるように一度沈めて軽く溺おぼれさせ、意識を失わせてから引きずっていく事も考えていた凱としてはありがたい反応だった。

　ちらりと振り返ると、緋ひ咲さきはブラウス姿で器用に黒い波を掻かき、凱に追いすがっている。なるほど。仕事熱心だけあって役柄上必要なスキルはきちんと習得しているという事か。

「だ、大丈夫ですか？」

　不安そうに訊たずねる亜生に答える余裕はない。波にもまれながら、時折は後ろの緋咲を確認しつつ、青黒い夜の海面を漕こいで、凱は懸命に陸を目指す。

　徐々に、灰色のコンクリートが目前に迫ってくる。

「もう……すぐだ……っ！」

「は、はい……っ」

　伸ばした指先が、岸に触れる。

「頑張れ……。先に登れ。オレの肩を踏んでいけ」

　固められたコンクリの壁に手を突き、亜生に命じる。

「で、でも……」

「いいから、急げ！」

「は、はいっ！」

　背中にしがみついたおんぶの体勢から、そのまま凱によじ登って亜生が岸に上がった。追いついてきた緋咲も、凱を踏み越えて上がる。そっちにまで許したつもりはないが、まあ合理的な判断か。

「ほら。つかまりなさい！」

　緋咲が差し伸べた手をつかみ、凱も上陸した。

　先に上がった亜生は疲れ切った様子で、ぺたりと座りこんでいる。スカートやブラウスから染み出した海水が、コンクリートの上に歪ゆがんだ円形に広がってダークグレーの文様を描く。

「……これで、どうにか助かりましたわね……」

　まず、髪の滴を振り払い、次に濡ぬれたブラウスの裾すそを絞りながら緋ひ咲さきは気丈に笑う。肌にぴったりと張りつき、下着のラインが浮かび上がっていた。仕事柄慣れているという事なのか。男――凱まさるの視線を気にする様子もない。

「助かった……のか」

　自分たちをここまで運んできたトラックにもたれかかりながら、凱も呼吸を整える。水を吸った腹の包帯には、赤がじわりとにじみ出していた。身体からだは海水で冷え切っているのに、傷口だけが海水の浸しん蝕しよくを受けてじんじんと熱くうずく。

「秋あき月づきくんは疲れているでしょう？　公衆電話か、せめて誰だれか人でも通りかかれば……。わたくしが探してきますわ」

「待て！　動くな！」

　歩き出そうとする緋咲を、鋭するどい声で呼び止める。

「動くな。あんたには、いろいろ訊たずねたい事がある……くっ！」

　痛む身体を強引に走らせ、緋咲の前に立ちはだかる。靴くつに仕込んでいた刃物をもう一度取り出し、彼女に向ける。

「た、訊ねたい事って……何ですの？」

　凱の強い視線に初めて羞しゆう恥ちを感じたのか。両腕で豊かな胸元を隠す姿勢で、緋咲が身体をよじる。

「この事件の本当の黒幕、犯人グループのリーダーってのは誰だと思う？」

「そ、それは……あの男でしょう？　久く城しろとか名乗っていた……」

「いや、違う」

　首を振る。

「あいつは確かに戦えば強い。カリスマ性があるようにも振る舞っていた。だが、オレの見立てではあいつはただの操り人形、木で偶くの坊ぼうだ」

　聖せい林りんを離れた頃ころからずっと気になっていた。

　この事件は、歪ゆがんでいる。少なくとも表向きの理由とは全く異なる裏がある。

　放送室が使われていない事は弐に華けからも教えられたが、本当に政府と交渉していたのなら既にここにもパトカーが駆けつけていたはずだ。

　クルーザーも不自然だ。規模から考えれば、最初から一〇人程度の人質を確保して海に逃にげる予定だったという事になる。

「……政府との話がまとまらなかったから、一部の人質を連れて班を分けるっていうのが嘘うそっぱちって事だ。そもそも最初から交渉なんかせず、事件を外に漏もらさないようにしてたんだからな。聖林襲撃事件は、最初から綿めん密みつなシナリオが組まれ、その通りに動いていたんだ」

「……どうして、わたくしにそんな事を言いますの？　事前にシナリオがあったから何だと仰おつしやるの？」

　緋ひ咲さきは不思議そうに首を傾かしげる。

　自然な反応。本当に言われている意味がまるっきり理解できていないような表情だ。

　だが、凱まさるは油断しない。目の前にいるのは女優なのだから。

「とぼけるな。この事件が起きてからの、あんたの行動にはずっと引っかかっていたんだ」

　人質たちを勇気づけ、まとめ上げていたのも、不要なパニックを抑え、少人数の犯人グループが管理しやすいように支援していたのだと考えられる。トラックから降りなかったのも、亜生あおいを待ったのではなく、むしろ亜生と凱だけでも逃にがさないため。

「学食の時から久く城しろは時折あんたの方を見ていたな。最初は、あんたが目立つからだと思ったが、ボスの反応を確認していたと考えれば納得がいく。堂々と反論したのは危害を加えられないと最初から知っていたから。そして、久城があんたの方を見ても不自然じゃないように、犯人のリーダーにとって警戒すべき人物って状況を作るため」

「そ、そんな……言いがかりですわ！　だいたいわたくしが犯人の一味だとして、どうしてそんな事をしなければなりませんの？」

「それは、こっちが教えてもらいたいよ。ただ、タチの悪いハプニング番組やフェイクドキュメンタリーの類たぐいじゃないとすれば、あんたが今の立場を捨てて、失しつ踪そう扱あつかいで国外に脱出したい理由があるとしたら納得できる」

「わたくしは、女優の仕事に誇ほこりを持っていますわ！　逃げたいだなんて、そんな事は思っていません！」

「黙れ！」

　油断せず、凱は緋咲を睨にらみつける。

　相手は役者だ。しかも女だ。本心を隠すのはお手の物だろう。表面的な言葉を簡単に信じてはいけない。

「いちばん不思議なのは、学食で最初に弐に華けとオレが、久城に奇き襲しゆうを仕掛けた時だ」

　海水か。それとも緊きん張ちようでにじんだ汗か。

　小型カッターをつかんだ手が滑すべりそうになる。

「あの時、あんたが声を上げなければ弐華とオレの奇襲は成功していた。その後で、変装したまま攻撃した時もそうだ。妹でさえ気づかなかったのに、あんたはオレが上うえ杉すぎに化けているのに勘づいたってわけだ」

「あ、あれは……。気づいたのはわたくしではありませんっ！」

「じゃあ誰だれだって言うんだ！」

「わたしよ」

　凱の背中に、冷たく硬かたいものが押し当てられた。

　背後の状況は見えない。だが、背骨に触れる感触から、精密にコントロールされた意志を感じ取る。必要とあれば、即座に凱まさるの生命を奪うという意志が。

　誰だれだ――と問いたい言葉が喉のどに詰まる。

　愚問を発する必要などない。

　この場にいる人間は、三人だけなのだから。

「あたしが、呟つぶやいたの。そしたら緋ひ咲さきちゃん、狙ねらい通りに大声を出してくれて」

　楽しげに語る声は明めい瞭りようだ。

　いつもの彼女の、消え入りそうな小声とは違う。

　それでも間違いなく、宇う埜の亜生あおいの声だった。

「秋あき月づきくん、わかる？　これ、本物の銃口だよ」

「……お前……」

「惜おしいなぁ。緋咲ちゃんが国外に逃にげたいんじゃないの。あたしが、彼女を国外に連れ去りたいのよ」

　後ろから耳に染み渡るのは、楽しそうな声。

　正面に見えるのは、青ざめて震ふるえる緋咲の姿。

「ね、緋咲ちゃん。運転席にあるバッグを下ろしてくれる？」

「亜生……。あなた、どうして……？」

「聞こえなかった？　あたしは、バッグを下ろしてって言ったの。早くしないと、秋月くんが死んじゃうかも」



    

  
    
      



    

  
    
      「わ、わかったわ……」

　いつもの優雅で誇ほこらしげな仕草ではない。車体に寄りかかり、張り付くような無様な動きで緋ひ咲さきは運転席から黒いバッグを下ろした。

　振り向けない凱まさるには、亜生あおいの様子はわからない。

　ただ、声からだけでもいい知れない恐怖を感じる。

　いや、これは恐怖という単純な言葉ではくくれない。

　久く城しろの声が夜の砂漠なら、亜生のそれは宇宙空間だ。

　桁けた違ちがいに冷たく、空虚で、人間の生命がある場所とは根本的に隔かく絶ぜつしている。しかし、それでいて人を誘い、絶対零度の世界へとたどり着きたいと渇望させるような――。

「秋あき月づきくん、こっち向いていいわよ。ただし、両腕を上げてゆっくりと。あなたが変な動きを見せたら、すぐに銃を撃つわよ」

　言われた通り、ゆっくりと振り返る。

　目の前に、亜生がいた。

　紛まぎれもなく宇う埜の亜生あおい本人だ。

　だが、その雰囲気はまるっきり違っていた。モーションアクトレスを目指す真面目まじめで引っこみ思案な少女ではない。目鼻立ちは変わっていないのに、ほんの微妙な眉まゆの角度や口元のカーブの違いだけで、全くの別人――冷酷非情で享きよう楽らく的てきな毒どく婦ふへと変へん貌ぽうしていた。

　濡ぬれたスカートは脱ぬぎ捨てられていた。太ふと股ももの上部ぎりぎりの位置には黒いホルスターが結びつけてある。その中に収めていたのだろう。ごく小口径の護身用拳けん銃じゆうが右手に握られていた。

「まさか……」

　油断していた己を呪のろう。

　あの時、スカートを脱がなかった理由は武器を隠し通すためか。

「密閉式の防水ホルスターに入れておいてよかった。まさか泳ぐ事になるなんて思ってなかったけどね」

「バ、バッグ下ろしたわ……。これでどうすればいいの……」

　緋咲が訊たずねる。

　彼女が感じている恐怖が、痛いくらいに凱にも伝わってきた。

　夏なつ川かわ緋咲は勇敢で、自信に満ちあふれた人間だ。久城が武装集団を率ひきいて目の前に立ちはだかっても、臆おくする事なく正論を主張する。しかし、亜生の変貌はそんなわかりやすい驚きよう異いとはレベルが違う。

　己のすぐ側そばに存在し、当たり前に友達だと思っていた存在が不意に得体の知れない怪物へと変貌する――それこそが驚異を超えた恐怖になる。

「まず、それで秋あき月づきくんの両手をトラックに固定して。はいはい、そうよ。手て錠じようの片方は、コンテナの手すりにでもはめちゃってね」

「ご……ごめんなさい……」

「気にするな。オレも、判断ミスだ」

　声を震ふるわせ、涙を浮かべる緋ひ咲さきに声をかける。

　久く城しろが見ていたのは、緋咲ではない。いつも、その側そばに張りついていた亜生あおいの方だった。スクリーンの中で目立っている怪物が、本当はただ旗はた竿ざおの先に取り付けられたマーカーでしかないのと同じだ。目に見えてわかりやすいものが真実ではなく、簡単に見抜けた真相はダミーでしかない。

　自分を呪のろいたくなる失策だ。こういう単純な勘違いは弐に華けの専門で、秋月凱まさるは頭脳労働担当ではなかったのか。

　いつも周りにいるのがアクの濃い女ばっかりだから、一見すると地味な亜生には油断してしまったなんていうのは言い訳にもならない。

　カチャリ、という金属音と同時に、冷え切った手首よりさらに冷たいものが触れる。凱自身が自分で手錠をはめるのなら、後から外しやすいようトリックを仕込む余地もあるのだが、これでは脱出は難しい。ベティが発信機を仕込んだような機転を緋咲に期待するのも無む茶ちやな話だ。

　緋咲は、凱のパートナーでもそれを育て上げた家族でもないのだから。

　さらに緋咲は言われるまま、予備の手錠で自分自身の両足首、次に両手首を拘束する。

「ごめんね。本当は緋咲ちゃんを傷つけたり、跡あとが残りそうな事はしたくないの。だから、久城くんにもお腹なか以外殴なぐらないように指示してたんだよ。でも秋月くんのせいで夜の海に飛びこむとか、いろいろ無茶するんだもん。ドキドキしちゃった★」

　パンッ！

　小さく乾いた音が響く。

　亜生の放った弾丸が緋咲の頬ほおの数センチ横を通って、トラックのコンテナに小さな穴を穿うがつ。

　さすがに実弾の恐怖は許きよ容よう範囲外なのか。それとも積つもりに積もったものがとうとう限界を超えたのか。緋咲は気絶し、ずるずるとへたり込んだ。

「わかるでしょ？　本物よ。小型の護身用だけど、この距離なら人を殺すくらいの威力はあるの」

「ああ。見事なデモンストレーションだったよ」

　無邪気そうな、しかし猛毒を秘めた笑顔で告げる亜生に、凱は苦々しく答える。

〈ヴィジランテ〉の任務上いろんな知識を身につけている凱だが、銃器にはあまり詳しくない。現代の日本で遭そう遇ぐうする事などほとんどないからだ。せめて亜生が持っている銃の装弾数や射程がわかれば対抗策の立てようもあるのだが。

　そしてもうひとつ明らかな事。

　亜生あおいは、銃の扱あつかいに慣れている。

　武装集団が銃器ではなく自作のボウガンを使ったのは、恐らくは調達と訓練の容易さのためだ。実銃はもちろん、使い慣れるための訓練に消費する弾薬も合法的には入手できないからだ。

　彼女自身が拳けん銃じゆうに慣れ親しんでいるからこそ、そのデメリットを熟知してボウガンという選択をしたのか。

「すっかり騙だまされたよ。引っこみ思案なのも、おとなしいのも、全部緋ひ咲さきの側そばにくっついているための偽装だったってわけだ」

「ええ。彼女、ああいう性格だから、向上心や目標はあるけれど、精神的に未熟な人は放ほうっておけない。自然に近くにいられるし、監視もしやすい。こっちが小声で口走った事を大きく言い直してくれたり、まあ、だいたい予想通りにコントロールできたわ」

　普段から大きな声を出すのが苦手なら、例えば「上うえ杉すぎ」が凱まさるの変装と気づいた時もそれを呟つぶやくだけでもおかしくはない。実際に聞こえるように叫さけぶのは、間近で耳にした緋咲というわけだ。

「……理由は、何だ？　彼女を海外に連れ出すとか言ってたが、何のためにそんな事をする？」

「知りたい？　知りたいの？」

「ああ、知りたいね」

　いたずらっぽい亜生の口調に対し、あくまで感情を抑えながら凱は訊たずねる。

　傷つき、体力も限界に近く、おまけにまた拘束されてしまった。それでも、できる事はある。

　情報を集める、思考を整理する、時間を稼かせぐ。

　そうすれば、チャンスはあるはずだ。

　自分は、ひとりではないのだから。

　「じゃあ、惜おしくも不正解だった秋あき月づきくんへの残念賞という事で教えて・あ・げ・る★　でも、そんな難しかったり珍しかったりする事じゃないの。欲しがってる人がいるから、お遣つかいを引き受けた――それだけの話よ」

　具体的な人名や国名は挙げずに、亜生は事情を説明した。

　緋咲の出演作は海外でもオンエアされ、あるいはソフトが販売されている。その視聴者のひとり、裏社会にも勢力を持つとある富豪が、お気に入りの彼女を自分の「所有物」にしたいと考えたのだ。

「だけど、日本じゃ人身売買は違法だし、今でも世界有数の治安大国なのよね。それでも普通の女の子なら何とかした事はあるんだけど、緋ひ咲さきちゃんって芸能人だからガードが堅かたくて」

　亜生あおいの言葉を、凱まさるは聞き逃さない。

　何とかできる、ではない。何とかした事がある、と彼女は言ったのだ。

　日本で少女を拉ら致ちし、海外に商品として売り飛ばした実績があるのだと。

　あるいは凱を威圧するために、敢あえてこちらが勘づくように言ったのかも知れないが。

「どんな物事でも、需要があって供給がされれば商売は成り立つの。新法で変な高校が乱立しちゃったみたいにね。そして、需要があっても供給が足りないものには多くの買い手が集まるし、高値もつく。緋咲ちゃんみたいな指名買いは別格としても、日本人って高く売れるのよ。市し場じようにあまり出回らないから希少価値があるの。あの国とか、あっちの国とかもう出血大セールで人間を売りまくっちゃうから、本当なら貴重なはずの幼女とかも値ね崩くずれしちゃって。商売がわかってない人たちって、やっぱりダメね」

　反へ吐どが出そうな事を、あっさりと口にする。まるで練習試合で些さ細さいなエラーをしたチームメイトを話題にするみたいに。

「だから、緋咲以外にも見た目がいい奴やつを聖せい林りんから厳選して拉致したわけか。……だが、わからない事がある」

　怒りと嫌悪感を必死に抑えこみ、凱は冷静な口調で告げる。

　相手が饒じよう舌ぜつになっている時はチャンスだ。油断を誘えるし、最悪でも情報収集できる。

「それが目的なら、あんな大がかりな学校占せん拠きよなんて実行する必要はない。例えば、映画製作実習のロケーションを装よそおってターゲットだけを拉致する事もできたはずだ。あれだけの人間を集め、訓練し、装備を揃そろえる時間や資金だってかかっているだろう？　営利のための略取が目的なら、そんな事をする必要はない。確かに動員力や統率力はすごいけれど、犯罪計画としちゃちょっと杜ず撰さんじゃないか？」

　敵を拘束したからといって自分の陰謀をペラペラ喋しやべるような奴は、自じ己こ顕けん示じ欲よくが強く、己の頭脳に自信を持っているのがパターンだ。褒ほめるにしろ傷つけるにしろ、プライドを刺激してやればさらに口が軽くなる。

「そうした方が、トラブルが大きくなるでしょ」

「……なんだって……」

　しかし、亜生の回答は凱の予想を裏切り、まるっきり合理性のないものだった。

「あたしは、お金が欲しいんじゃないの。悪い事をしたいのよ」

　無邪気な子供のようにも、あるいは無知な子供の的外れな質問を優しく受け止める女教師のようにも見える笑顔で、亜生は答えた。

「高校新法撤てつ廃ぱい要求が目的、久く城しろくんは立派な指導者――そう信じて参加したバックアップも含めて四〇人以上のメンバーが、自分たちがただの犯罪のために利用されたって知ったらどうなると思う？　ちょっとした弱みと引き替えに、今日犯人グループが機材搬入に偽装してトラックを乗り入れやすいよう協力してくれた聖せい林りんの先生とか、きっとすごい事になると思うの。絶望して、自暴自棄になって、軽けい蔑べつされ、憎まれ、憎み返して、きっとみんな不幸になるわ」

　亜生あおいの笑みが、恍こう惚こつの忘ぼう我がへと変わっていく。

「きっと高校新法も、それを通した政府にも批判が集まるでしょうね。あたしが、兵隊たちを騙だますために利用した表看板に過ぎないのに。『やつらが悪い』『あいつらが敵だ』『こうすればお得ですよ』――使い古された簡単なフレーズに、ちょっと今風のデコレーションをするだけで、みんな面白いくらい踊ってくれる！　ひょっとしたら何千人、何万人っていう人が、あたしのために抱いだかなくてもいい憎悪や軽蔑を抱いて、他人を罵ののしったり疑ったりするようになるのって……とっても素す敵てき」

　銃を構えたまま、触れるほどの近さまで顔を寄せる。熱く湿った吐息が、凱まさるの冷え切った頬ほおの表面を愛あい撫ぶして拡散する。

「……それが……悪か……」

「ええ、そう。お金や権力のため、手段として悪事を働く人間なんてしょせん俗ぞく物ぶつに過ぎないわ。あたしは違う！　ただたくさんの人が苦しみ、間違うのが大好き！」

　信じがたい亜生の感覚に、凱は言葉を失う。

「ね？　不思議だと思わない？　ドラマやマンガに出てくる『悪人』って、全部そんな俗物ばっかり。しかも、ヒーローや探偵に『つけ込んでください』って言わんばかりの露ろ骨こつなミスをするのよね。物証は何もないのに、わざとらしい失言してみたり。きっとあれって、作り手が本当の『悪』を知らないから、自分に理解できるところまでレベルダウンさせるしかないんだと思うの」

「……お前は、そうじゃないって言いたいのか？」

「ええ、もちろん！　だって、これがあたしの才能なんだものっ！」

　一転してミュージカル女優のように両腕を大きく広げ、歓喜の声で亜生は断言した。

「依頼を受けてお金を取るのは、悪事をやりやすくするための副次的なものよ！　あたしの悦よろこびは悪を働く事そのもの！　発覚しにくい犯罪計画じゃなく、より多くの人間を巻きこみ、苦しめ、道を踏み外させる！　気がつけばあたしはそんな事ばかり考えちゃう！　だって、人間にとって最高の幸せは天性の才能を全力で使って、自分らしい自分になる事なんだもの！　悪事を働いている時だけ、あたしはあたしらしいあたしでいられる！」

「そんな幸せがあるか！」

「う・そ★」

　亜生の細い指が伸び、反はん駁ばくする凱の口唇くちびるに触れた。そのまま頬の輪りん郭かくをなぞり、首くび筋すじを伝い、胸へと滑すべり落ちて心臓の上でくりくりと躍る。

「あなたには理解できるはず。今はまだ共感できなくても、少なくともあたしみたいな人間が実在するという事実は受け入れられる」

「……才能だからって何をやってもいいのか？　どんな天才メタルミュージシャンでも、夜中に住宅街で演奏したら警察呼ばれるぞ」

　そんな反論をするのが、凱まさるの精一杯だった。

「既存の秩ちつ序じよや価値観を破壊しない天才なんて価値がないわ。それに、言ったでしょ。あたしは、悪の天才なの。才能を発揮する事で、副次的に誰だれかに迷惑をかけるんじゃない。迷惑をかける事がそもそもの目的なの」

　また指先が首くび筋すじを遡さかのぼって、凱の口元をなぞる。

「察しのいい秋あき月づきくんなら、もう気づいているでしょ？　あたしが、どうして内実を喋しやべったのか。殺しちゃった方が簡単なのに」

　もちろん見当はついている。

　だが、それは口に出せない。

　しかし、そんな凱の心境まで見越しているのだろう。亜生あおいは頬ほおが触れるほどに顔を寄せ、温かい吐息を耳元に吹きつけた。

「あなたは、あたしの仲間になるべき人間だわ」

　

　

「つぇいっ！」

　ドアを蹴け破やぶり――というか、正確にはキックで開けただけだが――キャビンに乱入した弐に華けの姿に、久く城しろは船のエンジンを切った。他ほかにクルーはいないから、これで船はただ流されるだけになった。

　さすがに操そう船せんしながらは戦えないという判断だろうが、弐華にとってはありがたい。これで少なくとも、凱たちが岸まで逃にげる時間は稼かせげる。

「行くよ！」

　相手が構えるより早く――一気に間合いを詰めながら、飛びこみざまの正せい拳けん。

　しかし、弐華の攻撃は久城の前蹴りに迎撃された。

　ブーツの爪つま先さきが、腹にめり込む。

「ぐぶっ！」

　はね飛ばされた背中が船室の壁に激突し、反動で前のめりに倒れそうになる。

　それでも、片手を突いただけですぐに体勢を整える。

　揺れる船上、狭せまいキャビン――弐華には不利な戦場だった。

　身軽さを活いかしたモーションの大きいキックは、安定した足場と開けた空間があればこそだ。特に、天井が低いのは弐華が得意な立体的な攻撃を封じる。

　組んでの絞めや関節技が有利な状況では、体重や体格の差が露ろ骨こつに効いてくる。

「……だけど、引き受けちゃったんだよね」

　口唇くちびるの端はしから流れる血を親指の先で拭ぬぐい、弐に華けは半はん身みで構えたファイティングポーズを取る。

　三メートルほどの間を置いて、久く城しろは無言。

　弐華を蹴け飛とばした間に抜いた武器は大型のナイフだ。キャビンの狭せまさを考えれば、有刺鉄線を巻いた鉄パイプの長ささえ邪魔になると判断したのだろう。

　緊きん張ちようで喉のどが強こわ張ばる。

　ここでリーチの長い武器にこだわったり、驕おごりたかぶって素手で向かってくるような敵だったら少しは楽だったのだけど。

　ケータイヌンチャク、ワインダー内蔵プレイヤー――こちらの愛用の隠し武器は、ここまでの戦いで失い、あるいは使い切っている。

「ね？　いい加減諦あきらめたら？」

　挑発まじりに、弐華は問いかける。

「連れ去るつもりだった人質は全員解放されたし、聖せい林りん高校も取り戻したわ。元々政府を脅迫する気もなかったんでしょ？　緋ひ咲さきや亜生あおいももう逃にげちゃったんだし」

「オレは――従うだけだ」

　久城が発したのは、ごく短い答。

「やっぱりね」

　緋咲たちを聖林から連れ去ったあたりから、気にはなっていた。

　犯人グループの行動は綿めん密みつに練られ、充分に訓練されているのに、柔じゆう軟なん性せいだけが欠落している。まるで現場で判断を下し、意志決定する人間が不在であるかのように。

　そうだとしたら、久城は威厳あるボスのように振る舞ってはいるが、実際にプランを組み立てている黒幕は別に存在し、この男はリーダー役を演じているだけの役者に過ぎないという事になる。

「あなたが何で強いのか、ちょっとわかった気がする」

　相手を傷つけ、あるいは死に至らしめるような武器を使い、真っ先に急所を狙ねらう――普通の人間には難しい事だ。相手を確実に殺さつ傷しようするスキルを身につけるための知性と、同種の生き物を殺す攻撃性は相反する。

　だからこそ本物の軍人は技術だけでなく「冷静に加害する精神」を獲得するために訓練を積つむ。武術家、格闘家は己の技の威力を正しく把は握あくして、使うべき局面をわきまえる。

　多分、久城は訓練で冷徹な意志を獲得したのではない。

　ただ単に、考え、判断し、想像する事を放ほう棄きしただけだ。

　自らの振るうナイフが他人の腹に突き刺さった時の結果に対するイマジネーションを捨て去り、全すべての責任を「支配者」に預けてしまえば一切の迷いはなくなる。

「あたし、悪党をぶちのめすのは大好きなんだけどさ」

　弐に華けの拳こぶしが握られる。

「あなたは悪党ですらない。ただの『凶器』でしかないわ。だから、真の悪党と戦うためにもそういう邪魔物はさっさと片付けないとね！」

　宣言と同時に、弐華は距離を詰めた。

　一撃必殺、顔面を狙ねらった右のハイキック――はフェイントだ。

　浴あびせ蹴げり気味に倒れこみながら空中で脚あしを交差させ、左で久く城しろの足元を狙う。

　だが、このモーションは読まれていた。

　頭部にはほとんど注意を払っていない久城が、前蹴りで迎撃する。

　とっさに右手を床に突き、強引に低空飛行の軌道を変える。

　防ふせぎきれない。

　左腕のブロックを突き破り、重い爪つま先さきが弐華の胸元にヒットする。

「ぶっ！」

　無様なうめきと唾だ液えきを口から放ち、弐華が後方へ吹っ飛ぶ。辛うじて後転から体勢を整え、すぐに立ち上がる。

「……負けない。絶対にね。正義の味方が単なる凶器に負けるなんて、そんなストーリーは願い下げよ！」

　ポケットの中に手を突っこみ、握りしめた銅貨を親指で弾はじく。

　三連発された指し弾だんが、久城の顔目がけて飛ぶ。

　加速されていてもただのコインだ。あっさり、腕でガードされる。

　だが、弐華の狙いもダメージではない。一瞬でも気を逸そらし、キャビンから甲板に出る時間を稼かせぐのが目的だ。

　本来の夜風に船のスピードを加えた強烈な逆風が、弐華の長い髪を激しく躍らせる。

　追いかけて外へ出てきた久城は、やはり無表情のままナイフを構え直す。

「残念だったな。外に出れば有利になると思ったか？」

「なぁんだ。ちゃんと自分の言葉で喋しやべれるんじゃない」

　久城のつぶやきに弐華は微笑ほほえみを返した。

　悪条件は変わらない。

　天井がなくなったとはいえ、甲板上が船室に比べてさほど広いわけでもないし、足場の悪さも変わらない。何より、弐華の髪もスカートも風の抵抗を強く受ける。

「……それでも、負けるわけにはいかないんだよね」

　弐華は立ち上がり、顔にかかる髪を払い、目を開く。

　間合いを詰め、ジャブの連打。

　だが、これも簡単に久く城しろの腕にブロックされる。逆に突き出されたナイフを、弐に華けの方は腕で払うわけにはいかない。上体を反らして天を差した鼻先の上数センチを、銀色の刃やいばが通り過ぎる。

　大きくスエイしても弐華はバランスを崩さない。そのままローキックを繰り出す。

　久城は避よけない。

　体格差があり、プロテクターもある。

　正確に臑すねにヒットした一撃は、相手を揺るがすほどのダメージにもならない。

「……こっちの攻撃、全部見切っちゃってるってわけ？」

　後方に飛び退いて距離を取って弐華が訊たずねる。

　久城から返答はない。しかし、これまでの攻防から言うまでもなく明らかな事だった。

　顔に向かって飛んで来るのが単なる炭酸ドリンクなら無視する。指し弾だんなら防ふせぐ。命中してもダメージにならないような攻撃はいちいち避けない。攻撃の時は容よう赦しやなく急所を狙ねらう――久城の戦闘法はひたすら合理性だけを追求した軍隊格闘技に似ているが、もっと極きわまっているものだ。

　まるで人間としてのナチュラルな反応までをも否定し、文字通り一個の凶器として磨き上げた成果。

「ひょっとして溶よう鉱こう炉ろに突き落とすとか、エアロックから宇宙へ放ほうり出すとか、そういう方法じゃなきゃ倒せなかったりする？」

　ジョークの意味がわからないのだろう。弐華の軽口には無反応で、久城は静かに歩み寄り、素早くナイフを繰り出す。

「くっ！」

　紙一重でかわす。

　掠かすめただけで制服に切れ目が入る。刃の鋭利さと、久城のスピードの証明だ。

　二撃、三撃――。

　休みなく繰り出される凶きよう刃じんの全すべては避けられない。弐華の白い腕に、数本の赤いラインが引かれる。

　防戦一方でじりじり後退する弐華の背が船ふな縁べりの手すりに張りつくと、久城は攻撃の手を休めて後ずさった。

「海に落としてお終しまいって気はなし。ちゃんと仕留めるのがご主人サマのお言いつけって事かな？」

　やはり久城は無言。

　だが、反応がない事が弐華の推測の肯定だ。

「ま、あたしとしても泳いで逃にげる気はないから安心して。あんたとは、ここで決着つけるからね！」

　半はん身みに構え、呼吸を整える。

　久く城しろの方を見ながら、しかし視野は広く。目を凝こらし、耳を澄すませる。肌を撫なでていく風。足から伝わる波の動き――全すべてに注意を払う。

「どうした？　威い勢せいがいいのはもう終わりか？」

　数秒のにらみ合いの後、久城の方から問いかけがあった。

「あたしはカッコいい主人公で正義の味方だからさ。いちばんいいタイミングを狙ねらってんのよ」

　弐に華けが返答すると、久城はまた口を噤つぐんでじりじりと近寄ってきた。

　瞬間――弐華が大きくジャンプする。

　バカめ――久城の口唇くちびるがそう動きかけた瞬間、足元が大きく揺らいだ。

　ひときわ大きな波が、船を襲ったのだ。

　予期せぬアクシデントに、久城の視線が逸それる。

　同時に、急降下した弐華の右みぎ膝ひざが久城の頭を直撃した。

「がっ！」

　短いうめき声。

　そのまま脳天に肘ひじを叩たたき落とし、着地までの一秒に左のキックをみぞおちに叩きこむ。

　最後のキックは、間合いを取り直すためでもある。

　反動で久城との距離を開いた弐華は、着地した瞬間に再度ダッシュ。

　体勢の崩れた敵の顎あごにショートアッパーとフックの連打。さらにだめ押しで後方宙返りしながら蹴けり上げる。

　悲鳴は聞こえない。

　既に意識を失った久城が大の字に倒れる音だけが、波音に交じった。

「……はぁ……はぁ……。言ったでしょ、いいタイミング狙ってるって！」

　息を切らしながら、相手が聞いていないのも承知の上で、弐華は勝利を宣言する。彼女もひざまずき、手を突いた姿勢から動けない。

　正義の味方としてはすっくと立って決めゼリフを言いたいところだが、これまでのダメージと疲ひ労ろうのせいで、身体からだが思うとおりに動かなかった。

　腕力や武装では明らかに久城の方が上、戦闘技術だけを比べても勝てる見込みはない。

　それなら、弐華が久城よりも優まさっているポイントはあるか。

　場数と、判断力だ。

　誰だれかの『凶器』に徹して自分で考える事を放ほう棄きした人間が、戦闘の最中だけ柔じゆう軟なんに臨機応変な対応をするのは、無理のある話だ。だからこそ、久城の戦い方はひたすら合理的、言い換えれば「適切なパターン」を選択してごり押しするやり方である。

　それなら訓練しがたいアクシデント、予期できない状況を味方につければ勝ち目はある。

　例えば、波のうねり。

　キャビンから外に出たのは、広さを求める以上に風や海面の状況を把は握あくするため。

　危険な賭かけだった。操そう船せんしている久く城しろの方が弐に華け以上に海に慣れている可能性もあったのだ。

「はは……どーよ、凱まさる。あたしだって、ちゃんと状況判断して戦うんだから……」

　笑いながら、疲れた身体からだを起こす。

　ここでのんきに助けを待っているわけにはいかない。久城が本当のボスでないという事は、事件が解決していないという事。即すなわち、凱たちが危険だという意味でもあるのだから。

「だけど、あたし船は動かせないのよねぇ……」

　馬は好きだし、バイクは便利だから身につけた。ゴムボートにくっつける船外機程度なら見よう見まねで動かせるが、さすがにこのサイズの船舶はカンだけでは操れない。

「こういう時、あいつならちゃっかり動かせたりするんだろうなぁ……。『遭そう難なんすれば売れないし』だっけ」

　トラブルでピンチに陥れば商売もままならない。そんな事にならないように事前の準備が大切だ――確かそういう意味のことわざだったはず。

　でも、ひょっとしたら間違っているのかも知れない。今までことごとく凱に訂正されてきたし。

　チェックしてもらうためにも、早く凱と合流しなければ。

　船を動かせない以上、他ほかに手段はない。気絶している久城を手近なロープで縛しばり上げると、弐華は暗い水面みなもへと飛びこんだ。



    

  
    
      
第六章　そんなつまらないものじゃなく

　

「オレがお前の仲間って……どういう意味だよ？」

「言った通りの意味よ、秋あき月づき凱まさるくん。あなたの資質、あなたの才能、あなたの実力――それを正しく評価し、活用するいちばんの道は、あたしの仲間になる事だわ」

　妖あやしい笑みを湛たたえた口唇くちびるを、凱の口元に触れそうなくらい寄せて、亜生あおいが囁ささやく。

「ずっと見てたけど、あなたってすごいわ。久く城しろくんのスキをついて奇き襲しゆう攻撃したり、連れ去られた後で上うえ杉すぎくんを倒してすり替わったり。トラックの中に閉じこめられてるのに位置を推測したり。薄暗いせいもあったけど、あそこでこっそりロープを切ったなんてわたしでも気づかなかったわ」

「偶然だよ、偶然。たまたま上う手まくいっただけだ」

「嘘うそよ。あの時、もし高速道路だったらコンテナ内を解放しても人質は逃にげられない。それに何より、突き落とした兵隊は高い確率で死んでたわ。落下の衝撃だけじゃなく、後続車のブレーキが間に合わないでしょうから」

　亜生の指摘する通りだ。

　既に数度信号待ちと思おぼしき停車があり、感じる速度からおおよその交通量を推測して、十中八九突き落としても大事故にはならないと判断したから凱はあの作戦を決行した。

「だけど、それがあなたの弱点。あなたの限界になっているの。たとえ敵でも殺したくない、自分は秩ちつ序じよの側、守る側に立っているという限界が、あなたが本当の才能を発揮するのを妨げているの」

「……それ以上、寄るな」

　頬ほおが触れあうほど近づく亜生に、言葉だけで命じる。

　唾つばを吐きかけてやりたかったが、口の中がカラカラに乾いていた。身体からだはびしょ濡ぬれのままなのに。

　確かに、亜生の存在を受け入れる事はできる。単にあり得ない異常者として思考停止するのではなく、彼女の考えをある程度シミュレートしようと試みる事もできる。

　だが、それは決して亜生と自分に共通点があるからではない。

　ただ単に世の中には常識外れの人間が実はゴロゴロしているという事実を知っていて免めん疫えきができているだけだ――と思いたい。

「つれない事言わないでよぉ。あなたの才能を見込んだからこそ、ここまで喋しやべっちゃったのよ？」

　すねた子供のように亜生が口唇をつんと尖とがらせた。

「人を思い通りに動かすのなんて、簡単なのよ。世間が理解してくれない本当のあなたをあたしだけが知っている――そんな言葉を囁ささやいてあげればいいの。承認されたい、特別だと思われたい。誰だれだって、そんな欲望からは逃れる事ができない。ただ、標的が『どう思われたいか』を読み取って、その通りに吹き込んでやれば、すぐに信じちゃうの」

　亜生あおい――この名前さえ本名ではないだろうが――のやり口が、凱まさるには理解できた。

　まず久く城しろをたぶらかして表向きのボス、カリスマ性を持つ人形として完かん璧ぺきにチューニングする。そこから久城に心酔しそうな連中、即すなわち高校新法に不満を持ち、鉄の規律や統率という言葉、あるいは革命なんてフレーズに憧あこがれる奴やつらを集める。ミリタリオからドロップアウトした上うえ杉すぎあたりは、まさに扱あつかいやすい材料だっただろう。

　決して自分自身は表に出ず、何人もの人間をコントロールして使い捨てる。マリオネットの手からさらに小さなマリオネットがつながっているように。

「……どうして、オレにそんな事を喋しやべる？」

「言ったでしょ。あなたは、あたしの仲間にふさわしい人間だと思うから」

　濡ぬれた髪をそっとかき上げ、その指先を自分の口でたっぷりとねぶってから、唾だ液えきまみれのそれを凱の口唇くちびるへと当てる。生なま暖あたたかく、細く糸を引く粘り気が背せ筋すじに電流を走らせる。

「あたしの行動を邪魔できるっていう事は、あたしと同じくらいの力を持っているっていう事でしょ？　単純に殴なぐる蹴けるの力じゃなくて、知恵が回って、目め端はしが利いて……そういう相手に巡り会えたのは初めてなの。欲の皮が突っ張ってお金を持っているだけのクライアントでも、ちょっとリズムを取っただけで面白いくらいに踊ってくれるお人形でもない、対等のパートナーになれそうな男の子」

「つまり、それがあんたの考える『オレがそう思われたいと思ってる姿』って事かよ？」

　敢あえて語尾を上げ、小こ馬ば鹿かにした口調で言い放つ。

「まさか」

　しかし、挑発は空振りだった。亜生は屈託なく、しかも妖よう艶えんに笑った。

「だったら、先にいつもの手口の説明なんかしないわよ。そんな単純なやり方は通用しない相手と見込んだのがひとつ。それに、騙だまされて踊るだけのコマにできる事は限られてるでしょ？　あなたには、自分の意志で決めてほしいの。あたしの仲間になる、これからも一緒に世界を相手に楽しい事をしていくパートナーになるって」

「嫌だね」

　ヤバい――言ってしまった後で、凱の脳のう裏りにこの三文字が浮かんだ。

　シチュエーションを考えれば、拒絶の即答というのは最悪の選択肢だ。適当に相あい槌づちを打ってもっと情報を引き出すとか、保留にして時間を稼かせぐとか、有効な手段はいろいろある。

　それでも、ある単語が凱の神経の敏感なところに引っかかって、意識よりも早くノーの返答を弾はじき出だしたのだ。

　パートナー――そのひと言が。

「そうやって口説けば、オレが首を縦に振るとでも思ったか？」

　ヤバいとは思ったが、後悔はしていない。

　両腕を拘束され、身体からだはズタズタに傷ついていても、言うべき事をきっぱり言う悦よろこびが、凱まさるの中で水位を上げていく。

「マジックじゃありふれたトリックだな。最初に簡単な方のタネをこれ見よがしに見せびらかして、本当のギミックから観客の目を逸そらす。あんたが、オレを騙だまそうとしてやってるのは、それと同じだな」

　亜生あおいの顔色が変わった。

　ずっと浮かべていた作り笑いが、ほんの少しだけ強こわ張ばる。

「そんな事はないわ」

「ごまかしても無む駄だだぜ。こっちはあんたが見込んだ程度には有能なんだ。あんたの眉まゆが二ミリくらい動いたのも、ちゃーんと見えてる。久く城しろや、その手先に使った使い捨てよりは多少いい扱あつかいかも知れないが、あいにくオレは悪事で欲情する変態じゃないんでね。あんたの思い通りになるのはご免だね」

　女にコキ使われるのにはもう飽きている、とはさすがに言えないが。

　確かに、亜生にはある種の観察眼はあるのだろう。小器用な凱の行動から、才能コンプレックスがある事を見抜く程度には。

　だが、そんなポイントを突かれたくらいで易やす々やすとなびくつもりはない。

　才能が欲しいとは願った。

　しかし、才能の奴隷になったり、何の意志も持たない「才能の入れ物」で満足するのは願い下げだ。　

「そう……」

　不意に、亜生の表情が変わる。

　目を細め、口唇くちびるが柔らかいカーブを描く。

　形だけなら一瞬前までと同じ笑顔だ。しかし、その本質は全く違う。

　見た目が変化しないまま一気に腐ふ敗はいして悪あく臭しゆうを放ったような、そんな変化。

　さっきまで凱の視界に入らないようにしていた小型拳けん銃じゆうが、再び顔に向けられる。

「あなたの能力を惜おしんでいるのは本当よ。もう一度だけ質問するわ。あたしの仲間になりなさい」

「おいおい。それは質問じゃなくて命令だろ？　質問ならちゃんと最後のクエスチョンマークがつくような言い方をするんだな」

　自分が地金をさらしたのに、相手はまだ余裕を見せる。

　こういうタイプには、いちばん痛烈な一撃だ。

「……まあ、いいわ。あなたを始末して、緋ひ咲さきをクライアントに送り届ける。そうすれば、今回の目的は一応果たした事になるわ。バイバイ、くだらない正義の味方サン」

　冷え切った身体からだよりもさらに冷たい銃口が、眉み間けんに押し当てられた。

「生憎あいにくだが、オレは正義の味方じゃない」

「だったら素直に、あたしと同じ悪の道に進めばいいのに」

「オレは正義の味方じゃないが――」

　凱まさるは、笑った。

　強く、気高く、迷いない笑み。

「正義の味方の相棒なんでね」

「何よ、それ！　春日部かすかべ弐に華け、彼女の事？　恋人に義理立てして、生きるチャンスを捨てるとか言うの？」

「言っただろ。相棒だよ、オレとあいつは。他人を道具扱あつかいしかできない奴やつには理解できないだろうな。恋人だとか、そういうレベルの絆きずなと一緒にするんじゃねえよ、俗ぞく物ぶつ。お前が悪の天才っていうなら、弐華は天性の正義の味方だ。『正義は勝つ』って言葉、知ってるか？　お前が悪事の天才だなんてモンに満足してる限り、あいつには敵かなわないぜ」

「『勝てば官軍』っていう言葉もあるわよ」

　ふっ。

　思わず鼻で笑ってしまう。

「悪の天才サマが、ことわざなんて昔からあるものを尊重してんじゃねえよ。秩ちつ序じよや既存の価値観を破壊するんじゃなかったのか？」

　正義の味方がしょっちゅう間違ってる方が、まだしもシャレで収まる。

「……よっぽど死にたいらしいわね」

　細い人差し指が、トリガーガードの内側に入る。

　その時、まるで人魚が跳ねるみたいに高い水しぶきが海面に弾はじけた。

　いや。多分、それは錯覚だ。

　いくらあいつでもそこまでのジャンプは無理だろう。

　紛まぎれもない事実はただひとつ。

　待ち望んでいたものが、ようやく駆けつけたというその一点。

「凱！」

　海から飛び出した弐華が、水滴を撒まき散らしながら一気にダッシュする。

「何よっ！」

　振り返った亜生あおいがトリガーを引いた。

　銃弾が弐華の頬ほおを掠かすめる。

「あたしの、大切なパートナーに何してんのっ！」

　格闘の間合いまで近寄った弐華が、高い前まえ蹴げりを放つ。

　濡ぬれた重いスカートはいつものようには翻ひるがえらない。脚あしに張りついている。

　ぎりぎりで掠かすめたキックが、亜生あおいの手から拳けん銃じゆうを弾はじき飛ばす。

　宙に舞い上がった鋼鉄の塊かたまりは、くるくると回転してコンクリートの上でバウンドし、海へと落ちた。

「よくわかんないけど、亜生ちゃんが実は黒幕だったって事でＯＫ？」

「この状況で、他ほかに何がある！」

　縛しばられたままの凱まさるに確かめ、弐に華けはまたファイティングポーズを取った。髪から、裾すそから、指先から、ひっきりなしに滴が落ちている。濡れたブラウスがぴったりと張りつき、俊敏な身体からだのラインを際立たせている。

「強敵を倒したら真のボスは別にいたっていうのは、今どきのパターンよね。だけど、簡単に片付けさせてもらうよ。二段重ね三段重ねもいいけれど、くどいクライマックスは脂あぶらっこすぎるから」

「そんな、お話みたいに都合のいい結末が待っているとでも思っているの？」

　どこに隠していたのか、亜生の両手には飛び出しナイフが握られていた。

　細いが、刃は長い。切り裂くためではなく突き刺し用の、実戦的な凶器だ。

　小柄な身体をさらに屈かがめるモーションで、亜生の方から弐華に近づく。

　シュッ！

　夜の空気を破って突き出された切っ先を、弐華は身体を捻ひねってかわす。だが、さすがに着衣での遠えん泳えいを挟んでの連戦だ。凱が見ても、身体のキレがいつもより劣る。

「久く城しろに戦闘術を教えたのはあたしよ。ただの隠謀家だとでも思った？」

　ナイフの刃を嘗なめながら、亜生が笑う。今度の笑みは、どこか爬は虫ちゆう類るいじみていた。

　何度も素早く繰り出されるナイフを、弐華は避よけるだけで精一杯だ。久城の師匠というだけあってためらわず急所を狙ねらうシビアな戦闘法。

　しかし――。

「言ったでしょ。脂っこすぎるクライマックスはごめんだってね！」

　ブラウスの裾で、刃を絡からめ取る。本来なら簡単に切り裂かれるはずの布は、海水を吸った事で鈍い抵抗力を得ていた。

「くっ！」

　亜生は、武器に固こ執しつしない。

　すぐに左手のナイフを手放して距離を開く。

　弐華は、奪った凶器を即座に投げつける。刃やいばは宙を切るだけで、亜生に掠りもしない。相手の体勢を崩す事さえできない、苦し紛まぎれの攻撃にも見えた。

「はははっ！　どこを狙ってんの！」

　あざ笑う亜生に、弐華は肉薄する。

　目一杯に脚あしを伸ばした回し蹴げり。胸を退ひいてかわす亜生あおい。一回転した弐に華けは、そのまま身を屈かがめ、両手を突いて低空の足払いを繰り出す。亜生はジャンプして、それも空振りさせる。

　だが、連続した二発がどちらもフェイントだ。

　地に突いた手で倒立し、空中で姿勢制御できない亜生に浴あびせ蹴りが振り下ろされる。

　踵かかとがヒットし、小さな身体からだがはね飛ばされる。

「ちっ！」

　亜生が立ち上がるより、弐華の追撃の方が早かった。

　伸身前転からそのまま跳躍し、全身を捻ひねるソバットが亜生の顎あごに命中する。

　くぐもった悲鳴を上げて転倒した亜生を、弐華はマウントポジションで押さえこんだ。

「技は、鋭するどいの、かも、知れない、けどね」

　息を切らしながら、しかし弐華は勝利の笑みを浮かべる。

「相性で言ったら、あたしにとっては、久く城しろの方が、ずっと手て強ごわいの。体格とか、防具とかね。……はい、あんたの負け」

「負け？　違うわ。最悪でも引き分けにするよう、ちゃあんと準備してあるの」

　いつの間にか、亜生の左手には奪われたナイフに替わって小さなスイッチボックスが握られていた。

「あたしの望みが叶かなわないなら、全部ご破算にしてあげる！　この場の全員が死ねば、事件の真相はわからない。邪じや推すいや憶測が飛び交って、みんなが疑うたぐりあい、憎みあうようになるわ！　じゃあねぇ。あははははははっ！」

　弐華が奪うヒマもない。

　乾電池ほどの小さな黒い装置についた、赤いボタンを親指が押す。

　閃せん光こう。

　轟ごう音おん。

　爆炎。

　それらは、現出しなかった。

「え？」

　初めて、亜生の顔に本物の狼ろう狽ばいが浮かんだ。

　何度も、何度も、繰り返しスイッチを連打する。しかし、カチカチという音以外には何の変化もない。

「ドカーン――ってのを期待したのか？」

　声の方に、亜生は驚きよう愕がくの顔を向ける。

　凱まさるが立っていた。片手に爆弾を持って。

　言うまでもなく、聖せい林りんからの移動の際に久城がトラックに積つみこんだものだ。起爆装置は、既に分解されている。

「ど、どうして……」

「手て錠じようは、あいつが切ってくれたからな」

　凱まさるが掲かかげた左手には、途中でチェーンが千切れた手錠の残ざん骸がいがぶら下がっている。

　弐に華けが放ったナイフは、亜生あおいを攻撃するためではない。正確に鎖の一点を打ち抜き、凱を拘束から解放するのが目的だ。片手でも自由になれば、残ったもうひとつを外すなど造作もない。

「刃物で戦うのは、お前のキャラじゃないからな。手錠に命中したのが偶然じゃないってのはすぐわかった」

「でも、普通それで自由になったらすぐ加勢に来ない？」

　完全に無力化された亜生を無視して、ふたりは微笑ほほえみ合う。

「お前がこの女に負けるとは思えなかったからな。他ほかにやってほしい事があるから、オレの手錠を壊したんだろ？」

「ピンポーン★」

「そのリアクションは、いくら何でもあんまりだろ」

　ベティからＧＰＳを受け取って追いかけてきた以上、弐華は当然爆弾の事も知っている。彼女があの状況で凱に期待したのは、自分では着手できないトラブルの種へのフォローだ。

　だいたい自分よりも小柄な相手に二対一だなんて、そんなカッコ悪いシチュエーションを弐華が受け入れるはずもない。

「そっちには爆発物のエキスパートまではいなかったみたいだな。バイパス回路が一個だけの、間違えずにコード切れば簡単に解除できるシンプルな奴やつで助かったぜ」

「だ、だからっていきなり……。あなただって、爆弾のプロじゃないでしょ！」

「こいつの母親から教わった」

　愕がく然ぜんとする亜生に答えながら、凱は親指で弐華を指した。

　ベティがこっそり耳打ちしたのは、発信機の事だけではない。爆弾のタイプや解体方法も教えていたのだ。

「そ、そんな……」

「さすがに、ずーっとこうしているのも疲れるからさ。ごめんね。ラストバトルが終わった後で、悪役の弁明が延々続くのって興ざめだから」

　呆ぼう然ぜんとする亜生の頭を押さえつけ、弐華は首くび筋すじにチョップを入れた。正確な打撃が、魔女の意識を失わせる。

「とりあえず、これで一件落着かな」

　安あん堵どすると全身の力が抜ける。ふらふらと歩いた凱は、自然と弐華と背中をもたれ合うように座りこんでしまった。

「まあ、キミに手て錠じようかけて銃まで持ってたんだから、こいつがラスボスで間違いないんだろうけどさ」

　弐に華けの重みが、凱まさるの背にかかる。凱の背がそれを受け止めながら弐華に身体からだを預ける。

　どちらかがどちらかに身を委ゆだねるのではない。互いの力を託しあってバランスを保つ、心地よいアーチだった。

「あたし、細かい事情とか全然わかんないんだよね。亜生あおいちゃんが結局のところ何を企たくらんでいたとかさ」

「オレが知ってる事は、後で全部教えてやるよ。敵をぶっ飛ばすだけでストーリーのオチが不明のままじゃ、お前だって気分悪いだろ」

「ん。まあね」

　互いの濡ぬれた背が、少しずつ暖あたたまっていく。

「ところで、だ」

　不意に、凱の口調が強こわ張ばる

「……まさかとは思うが、一応確認しておかなきゃならない事がある」

「何？」

　火照った顔で訊たずねる凱に、弐華は小首を傾かしげた。

「お前が駆けつけた瞬間の、オレとこいつの会話、聞いていたか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「……」

　弐に華けは、即答しない。

「はっきり言え。非常に重要な問題なんだ、これは！」

　もし弐華がアレを聞いていたとしたら、凱まさるは立ち直れないかも知れない。

　いや、決してギリギリの状況だから本音がこぼれてしまったとか、そういう事ではない。アレはあくまでも売り言葉に買い言葉という奴やつであって、亜生あおいの詭き弁べんに対抗し、救援が駆けつけるまでの時間稼かせぎのために口走ってしまっただけの言葉だ。断じて凱自身も今まで自覚できなかった本心などではないのだ。

　ただ、アレを聞かれていたらコンビの力関係として困る。どんなトラブルも力押しで解決したがり、勝てない敵にも無謀に突っこんでいく弐華の手た綱づなをこちらが締しめるというのが正しいバランスであって、自分の弱みを弐華が握っちゃうような体制は好ましくないのである。

　あ、いかん。何を考えているんだ、オレは――。

　猛スピードで空回りする凱の頭は、今後も弐華とのコンビが続くのを前提としてしまっている事に気づいた。

　それはまあ仕方ない。実際に呼吸が合ってるし、役に立つ局面だってあるし、自分が拒否したって奈な々な佳かがくっつけたがるだろうし。

「ど、どうなんだ、はっきり答えてくれ、頼む！」

「……キミも、聞こえてないでしょ？」

　らしくもないうつむき加減で、弐華が呟つぶやく。

　聞こえてない――というか、はっきりとは認識していない。断片的だったし、あり得ないようなセリフだったし、多分あれは幻げん聴ちようとかそういう類たぐいに違いない。

　己の中で結論づける。

「聞こえてないって、何の話だ？　何か聞かれて困るような事でも口走ったのか？」

「も、もちろんそんな事はないに決まってるじゃない！　この正義の味方・春日部かすかべ弐華は正しい決めゼリフ以外を口にしたりしないのっ！」

「ことわざはしょっちゅう間違ってるだろうが」

「それはそれ、これはこれよ」

　胸に強こわ張ばっていたものが優しく崩れ落ちていく。

　この呼吸だ。

　文字通り、吸って吐く息のテンポをいちいち頭で考えて調整しなくてもいいように、凱が放った言葉が弐華に届き、弐華の声を凱が受け止める。ひとつの息い吹ぶきを共有しているみたいな、心地よいリズム。

「ふ……ふはは……」

「あははははははっ！」

　どちらからともなく笑いがあふれ、重なっていく。

　それに、近づくサイレンの音がさらにオーバーラップする。

　ようやく警察が駆けつけたのだ。

「……まったく……遅いってんだよ」

　学校内で起きた事件には警察は介入しにくい傾向があるが、今回は学校が武装集団に占せん拠きよされるわ、走行中のトラックの荷台から人が転げおちるわの大事件だ。対応が鈍すぎる。

　キッ！

　だが、サイレンと回転灯の群れから飛び出して、ブレーキノイズも高らかに凱まさるの目の前に停とまったのは警察車両ではなかった。

　見覚えのある――というか、いつも家のガレージに停めてある中の一台である真っ赤なハイブリッドの軽。

　姉の愛車だった。

「まーちゃん、大丈夫っ？」

　運転席からスプリング仕掛けみたいな勢いで飛び出して来たのは、上着代わりに白衣を羽は織おった次じ姉しの究きわむだ。

　ああ、さすがに警察から家族に連絡が入ったのか。さすがにあの姉たちでも大事件に巻きこまれたとなると心配するのか。

「うんうん。あー、お腹なかのケガは聞いてたとおり内臓に当たってないね。応急手当もばっちり。他ほかも全部命に関かかわるレベルの傷じゃなし、と」

　凱の感慨は、一瞬で粉砕された。ひと通り負傷の状態を確かめるとあっさり――というよりはむしろ嬉うれしそうに究は断言したのである。

「つー事は、蹴けっても問題ないって事だな」

　立ち上がって、弐に華けと離れるヒマもない。凱のすぐ側そばで仁王立ちになった長ちよう姉しの優すぐるは、言うが早いか弟の頭をサンダルの足で蹴った。

「痛い痛い痛いっ！　いくら何でも、それがケガ人への態度かっ！」

「黙れ」

　悲痛な抗議はひと言で封じられた。

　しかも、見上げる姉はどういうわけかビキニ姿だった。水着の上に、パーカーを羽織っているだけ。

「あたしが何のために仕事が終わると同時に、着替える時間も惜おしんで駆けつけたと思ってる？　お前に文句を言うためだ」

　ビキニの理由は納得したが、どうしてこの状況で何か言われなければならないのだろうか。理不尽にも程がある。

「いいか、凱まさる。お前の血の一いつ滴てき、細胞の一片、ミトコンドリアの一粒に至るまで、全部あたしのモンだ。あたしの許可なく浪ろう費ひする事は許さん」

「違うよ！　愛だよね、まーくん★　愛する弐に華けちゃんを守るために、傷だらけになって戦ったんだよね？」

「……」

　ケガ人を労いたわるという発想はないのか。優すぐるは屈かがみこむと倒れている凱の襟首をつかんでガタガタと揺さぶり、究きわむは嬉うれしそうにぱちぱち手を叩たたいている。のそのそと後席から降りてきた三女の達いたるがデジカメで撮影しているのは作画参考用の資料写真だろう。これだけの傷を負った者を間近に見る機会なんてさすがに珍しい。

「まあ、他人を助けるためのケガだっつーから、情じよう状じよう酌しやく量りようでキック一発で許してやる。いずれあたしが治める事になる人間を守るのは、弟の義務だからな」

　そういう顔が微妙に微笑ほほえんでいるように見えたのは、多分目の錯覚だ。

　もうひとり、妹の獲えるはとてとてと弐華の方へ駆け寄った。

「あのね。春日部かすかべさんのママ、病院のパパさんの方についてるって。弐華さんはきっと大丈夫だからって言ってた」

「そう。ありがとね」

　屈んでメッセージを伝えた獲の頭を、弐華は明るい笑顔で優しく撫なでる。



    

  
    
      



    

  
    
      　両親が自分を信頼しているという誇ほこらしさもあるし、同時に目の前でイチャイチャぶりを発揮されないという安あん堵どもあるのだろう。

「ま。『雄おん鳥どりが避よければ滑すべってもよい』って言葉もあるし、とりあえずはハッピーエンドって事でいいんじゃないかな」

　弐に華けが満面の笑みで、凱まさるの頭をヘッドロックに取った。嬉うれしくて抱きつくのの代わりか、それとも優すぐるのキックから庇かばっているのか。

「お前、それを言うなら『終わりよければ全すべてよし』だろ」

「そうそう。そうとも言うわね」

「そうとしか言わない！　だいたいだなぁ、何で『盲もう亀きの浮ふ木ぼく優う曇どん華げの花はな』なんてマイナーな奴やつだけ正確で、こんな普通のことわざは間違える！」

　ピンチをくぐり抜けて、お互いに微妙な事を口走っちゃっても、凱と弐華はやっぱり凱と弐華だった。



    

  
    
      
エピローグ

　

「今回は、本当にご苦労様でした」

　凱と弐華が本来在籍する私立銀ぎん雲うん学院――いつもの執務室でふたりを出迎えた晦つごもり奈な々な佳かは、珍しく立ち上がってふたりの手をぎゅっと握りしめた。

　もちろんクラシカルな椅い子すに腰掛けている時と同じ貫かん禄ろくはあるが、立って並ぶと身体からだの小ささの方が際立つ。細い指も華きや奢しやで、むしろ頼りないくらいだ。重職を担になっているとは信じられないくらいに。

「ま、かなりの強敵だったのは事実ね。それだけにやりがいはあったけど」

　あちこちに包帯やバンソウコウをくっつけたまま、弐華は笑顔でサムアップする。だが、凱の方はとても笑う気にはなれなかった。

「聖せい林りんで事件が起こるのが前もってわかってるなら、オレたちにもちゃんと言ってくれればよかったんですよ」

「ごめんなさいね。わたしたちも、確実な情報をつかんでいたわけじゃないの」

　普段の余裕ある態度とは違い、心底すまなそうな表情で奈々佳は頭を下げた。

〈キャビネット〉にも亜生あおいに買収されたスパイが存在していて、さまざまな情報を流していたのだという。だが、内通者の存在を把は握あくして、その言動を注意深くチェックすれば、相手の動向を探る手立てにもなるし、場合によっては誤情報を流して誘導したり攪かく乱らんする事もできる。

「ただ、今回わたしたちにそこまでの余裕はなかったの。事前に把握できたのは〈キャビネット〉内に情報提供者が存在する事と、聖せい林りんで何かがあるらしいっていう事だけ。だから、いちばん信頼できる〈ヴィジランテ〉をその場に派遣しておくしかできなかったの」

「大変だったんですよ。聖林内部から告発文書が出たみたいに偽装したり、他ほかの案件への派遣要員のスケジュールを調整したりして」

　パソコンの画面を眺めながらため息まじりに苦笑するのは、事務処理を一手に引き受ける元もと木き君きみ貴たかだ。

　奈な々な佳かたちがスパイの存在に気づいている事を、スパイには気づかせたくない。凱まさるたち自身にも本当の理由を教えかねたのも、敵の目を気にしての事だったのだ。

「あなたたちなら、どんなトラブルがあっても必ず解決してくれる……そう信じてたのよ」

「そりゃどうも」

　まったく――。

　奈々佳といい、獲といい、姉たちといい、どうして凱の周りにいる女性はとんでもない期待を寄せてくれるのか。

「宇う埜の亜生あおい――これも偽名らしく、本当の素す性じようは現在警察が調査しているとの事ですが、彼女が逮捕された事で〈キャビネット〉に潜ひそむ内通者を泳がせておく必要もなくなりました。彼も、参考人として取り調べられているはずです」

　奈々佳が挙げた裏切者は、監査委員のひとりだった。事務局の活動をチェックし、不正や不公平がないか確かめる立場の者がスパイになっているのだから正規の手続きで記録された情報は流出し放題だったのだ。

　スパイはスパイで〈ヴィジランテ〉を排除できない事を叱しつ責せきされるのを恐れ、正確な情報を流さずにごまかそうとしていたらしい。裏切者は、そもそもモラルが低い。

「まあ、あたしとキミのコンビには、解決できないトラブルなんてないってね」

「そこまで能天気になれんぞ、オレは」

　確かに最悪の事態は食い止めた。首謀者も逮捕された。

　けれど、亜生の「悪事」を完全に打ち破れたわけではない。事件の真相が明らかになったところで、上うえ杉すぎをはじめとする「騙だまされた」犯人たちを恨む者もいるだろうし、犯人グループもまたいろんな対象を憎むだろう。

　誤解、不和、憎悪――それらをバラまき、多くの人間に感染させるという点では、亜生の目的は半ば叶かなったようなものだ。

「秋あき月づきくんの心配もわかるわ。でも、夏なつ川かわ緋ひ咲さきさんたちが事情を知って、背後関係について正しく知ってもらうよう頑張ってるそうですし」

　奈な々な佳かの報告を聞くまでもない。

　事件後の、緋ひ咲さきや翠みどりの活動は既に目にしていた。元々がマスメディアとのパイプが太い学校だ。未成年者という事で犯人の名前は報道されないため、かえって憶測まじりの怪情報が飛び交っているが、被害者である緋咲は自ら率そつ先せんしてテレビなどに出演し、できる範囲で事件の実情を伝えている。

　無用な誤解や、利用されていただけの実行犯への過剰なバッシングが起きないように。

　多分彼女は彼女できっと「正義の味方」なのだろう。

　弐に華けみたいに大おお仰ぎように構えて、真正面から悪に拳こぶしを叩たたきつけるわけではないが、自分が正しいと思える事を彼女なりのやり方で実行している。

「あ、そうそう。その夏なつ川かわ緋咲さんからおふたりに感謝のメールが届いてますよ」

　数枚の紙を、君きみ貴たかは凱まさると弐華にそれぞれ一部ずつ手渡した。

「ふんふん……おふたりの活躍のおかげで助かりました。お礼の言葉もありません、ね。やっぱり正義の味方としちゃ、こういう言葉を直接受け取るってのは気持ちいいものよね」

「正義の味方はお前だけだろーが。えっと……もちろん〈ヴィジランテ〉の職務に差さし障さわるような情報はマスコミにはお話ししませんのでご安心を、か。ま、プロの芸能人だから口は堅かたいだろう……って、おいっ！」

　凱が思わず叫さけんだ。弐華も目を丸くしている。

　メールの末尾にはこう書かれていたのだ。

『恋人どうしで力を合わせ、危険に立ち向かう姿、素す敵てきでしたわ。今は仕事が恋人のわたくしですが、いずれ素敵な人を見つけておふたりのようになりたいですわね』

　ビリビリビリビリっ！

　凱の手の中で、感謝の手紙があっという間に紙吹雪に変わった。

「どーしてオレが、こんな猪ちよ突とつ猛もう進しんアホ女と恋人扱あつかいされなきゃならないんだっ？」

「緋咲ちゃんも、この勘違いだけは絶対に許せないっ！　あたしは恋愛なんて恥ずかしい事はぜーったいしないんだもんっ！」

　弐華の方は、紙束をピンポン球くらいに丸めて圧縮してしまった。

「ああ、そんなのただのプリントアウトだから、いくらでも出力できますよ」

　女の子みたいな顔でにっこり笑う君貴の傍かたわらで、プリンタがじーこじーことヘッドを往復させる作動音を奏でる。

「消せっ！　元のデータそのものを消してしまえっ！」

「お願いっ！　データ消さないっていうのなら、あたし、そのパソコンそのものを破壊しちゃうかも！」

　わきわきと指を動かして訴うつたえる凱と、新調したケータイヌンチャクを構える弐華。

「ダメよ」

　そんなふたりに、奈な々な佳かは優しく釘くぎを刺す。

「〈キャビネット〉が公式に受け取った感謝メールなんですもの。今回の事件の記録と一緒に、半永久的に保存しないといけないでしょ？」

「「でもっ！」」

　凱まさると弐に華けの声がハモる。

「規則でちゃんと決まってるんだもの？　秋あき月づきくん、個人の勝手なワガママはよくないわよ。それに春日部かすかべさんも。公共の設備を暴力で破壊するなんて、正義の味方のする事じゃないと思うの、わたしは」

　頬ほお杖づえをついたまま目を細める奈々佳の期待に応こたえ、君きみ貴たかはさらにプリントアウトを繰り返す。いつの間に加工したのか『恋人どうし』の部分が四倍角の強調文字、しかも鮮やかなピンクで印刷されている。

「「うわぁああああっ！」」

　完全にハモったふたりの嘆なげき声が、いつまでも銀ぎん雲うんの生徒会室に響き渡っていた。

　

　

　

（終）



    

  
    
      
あとがき

　

　お待たせしました。

　弐に華けと凱まさるの夫婦めおと漫まん才ざいこと「インポッシブル・ハイスクール」もおかげさまで三巻までたどり着きました。

　今回のテーマはずばり「濡ぬれ透け」です！

　……。

　…………。

　………………。

　嘘うそです。

　確かにそういうシーンも目白押しですけれど、単に成り行き上そうなっちゃっただけで、別に企画書には濡れとか透けとかいう単語は一切書かれていません。

　本当は「強敵」です。

　こう書いてルビが「とも」と読むような美しくもどこか生ぬるい関係じゃなくて、本当に「強い敵」。主人公たちの前に立ちはだかり、ガチンコで脅かす危険な存在。

　いやね、作者としても一応はいろんな思おも惑わくがあって、これまでは弱くてマヌケな悪役ばっかり出してたんですよ。

　しかし三冊目ともなるとそうもいきません。担当さんや読者の皆さまからの要望もあり、ちゃんと主人公を本格的なピンチに陥れる奴やつを登場させようという事になりました。

　で、具体的にどんな奴があのふたりにふさわしい「強敵」だろうと考えた結果、生まれたキャラが今回のアレです。

　あとがきから先に読む方のためにネタバレは控ひかえますが、この敵の設定を麻あそ生う俊しゆん平ぺいさんに話したら、こういう答が返ってきました。

「要するに、そいつはザ○ブ星人か？」

　言いえて妙と申しましょうか。



　さて、本作の中心にある「高校新法」はあくまでも弐華と凱を活躍させるための背景としての設定です。ただ、今回○ラブ星人を登場させた事で作者としてもちょっと「教育」という事について素人なりに考えてもみました。

「教育」と「洗脳」や「調教」との違いというのは、結局のところ「選ぶ力」や「己を律する力」を育むか否かという点にあるのかな、と思います。

　健全な育成だとか、表向きはどんなに立派そうでも「教えられた事を遵守する」「上の方針や価値観に従う」ようにしつけるだけで、変化し続ける現実に対処できる自らの意志や判断、そして責任感を鍛きたえないのなら、それは人間のための教育とは言えないのではないかな、と。

　現実があんまりおかしな法律やら条令やら作ると、フィクションとしてあえてバカげた設定をこしらえているこっちの立場がありませんよ、ホント。

　

　ま、痛快おバカ活劇という作品のカラーにそぐわない辛気くさい話はこのくらいにしましょうか。

　本作もたくさんの方のおかげで世に出せました。イラストの了藤さとふじさん、担当さん、印刷製本流通に携わる多くの方々。

　そして何より一巻二巻を読んでくださった読者の皆さまに心からの感謝を。

　次の機会には、ひょっとしたらザ○ブ星人のリベンジがあるかも？

　

　

　

二〇一〇年四月　葛か西さい伸しん哉や



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　葛西伸哉（かさい・しんや）

　　埼玉県在住。青森県つがる市出身。

　　列車の発着時には目が光る機能があるが、子供が怖がるので現在は封印している。

　　特に冬の夜はシャレにならないほど怖い。

　　近著に『無刃のイェーガー』（ＨＪ文庫）など。



　イラスト

　了藤誠仁（さとふじ・まこと）

　　飽きっぽい性質なのでちょっとした事で模様替えをしたくなります。

　　今回はＰＣを買い換えました、いい機会です、模様替えです。



    

  
    
      インポッシブルハイスクール３



著者名……葛西伸哉
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